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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　アップデートと成獣化







「ふふふっ！　きた！　きたきたきたっ！　きたよ！　お兄ちゃん！」

「何がだよ。ほら、買い物に行くぞ」

　小春日和びよりだった温度も一気に下がり、冬の到とう来らいを感じさせる十二月。

　俺たちの住む町は、雪の降る地域ではないが、それでも軽くジャンパーやコートを羽織りたくなる程度には寒い。

「もうじきクリスマスだよ！　なんか、楽しい気分になって来るよね！」

「そうだな。忙いそがしい時期になったと思うと気分が落ち込むよ」

「クリスマスに年とし越こし、お正月だよ！　年末商戦が始まるんだよ！　新作ゲームの発売ラッシュなのに、気分が落ち込むことなんてないじゃん！」

　妹の美み羽うは、目をキラキラと輝かがやかせて、俺に力説してくる。

「いや、ゲームなんてそう何本も買わないし、そもそもやる時間なんてあるのかよ」

「それは、捻ねん出しゆつする！　少ない時間でコツコツと、ね。あっ、ゲーム屋さんでチラシ貰もらって来ていい？　後でお姉ちゃんやタクさんたちと話のネタにするから」

「別に貰ってくるのはいいけど、早く戻もどって来いよ」

　通りかかったゲーム屋を前にして、美羽はお店の広告チラシを貰いに駆かけていく。

「全く。本来の目的は、別にあるんだけどな」

　俺は、そっと溜ため息いきを吐つき、美羽が戻って来るのを待つ。

　待っている間、手持ち無ぶ沙さ汰たから持っている買い物メモに目を落とす。

　手元のメモには、クリスマスケーキやオードブル、お正月のおせち料理の予約注文について書かれている。

「ううっ、寒っ。早く買い物終えて、家に帰ろう」

　美羽は、クリスマスケーキの種類を選びたいために買い出しについてきたのだが、こうも寄り道するなら種類だけ先に選ばせて、一人で予約しにくればよかったと少しばかり後こう悔かいする。

　そんな寒空の下で待っていると、携けい帯たい片手に美羽がはしゃぎながら戻って来た。

「お兄ちゃん！　イベントだよ！　イベント！」

「年がら年中、イベントみたいなものに囲まれた日本人が言う台詞せりふか？」

「もう！　ＯＳＯの公式イベントの告知だよ！　ほら！」

「ああ、そうなのか」

　てっきり、周囲のクリスマスカラーに染まっているお店のどこかでイベントがあるのかと思えば、ＯＳＯのイベントのことらしい。

「ＯＳＯの公式イベントの内容は、期間限定のクエストイベントだって！　それと環かん境きようによる【寒冷ダメージ】の実装と【炎えん熱ねつダメージ】の修正が中心だって。後は、細々とした変へん更こう点なんかもあって、年明けにもアップデートがあるんだって！　もう、楽しみでしょうがないよ！」

　美羽は、本当に楽しみなのか、俺のマフラーの端はしを引っ張って、俺にどれだけ楽しみなのかを伝えようと必死だ。

　通り過ぎる周囲の人たちは、そんな美羽の様子に微笑ほほえましそうな視線を送って来るが、俺は恥はずかしいために適当に美羽の頭を押さえて止やめさせる。

「落ち着けよ。それにしてもこの年末の忙しい時期にイベントを上げるなんて……」

　ＯＳＯの運営、多た忙ぼうで死ぬんじゃないか？　と思うと、ふとＯＳＯ開発部部長と呼ばれる男性の顔が頭を過よぎる。

「もう、お兄ちゃんは、ドライなんだから！　もっと楽しまないと！」

「あー、はいはい。そうだ。美羽、何か欲ほしい物あるか？」

「えっ？　そうだなぁ、甘あま栗ぐりとか和わ菓が子しでも買おうか。こたつで渋しぶめのお茶を飲んでまったりしよう」

　クリスマスシーズンなんだからそれに合わせたお菓子でも要求してくると思ったら、意外なチョイスに、でもそれも良さそうだ、と思う。

「それにしても、クリスマスシーズンにイベントやって、間を空けずに年末のアップデートだろ？」

　俺は、美羽の見せてくる携帯の画面を見て、イベントの日程を確かめる。

　ほぼ半月の間開かい催さいされるイベントは、ちょうどクリスマスシーズンに掛かかっており、そこから一週間と間を空けずに年末アップデートが行われる。

　そして美羽がはしゃぐのには、もう一つ理由がある。

「楽しみだよね。クリスマスイベントもそうだけど、クリスマスには静しずかお姉ちゃんが帰って来るんだから！」

「その前に冬休みに入るんだからちゃんと宿題しろよ」

「はぅっ！　嫌いやなことを言わないでよぉ！」

　クリスマス前に冬休みに入るが、クリスマスや正月で羽目を外しそうな美羽に釘くぎを刺さしておく。
















　静姉ぇは、年末年始の実家への一時帰省なのでゆっくり休ませてあげたいのだ。

　そうこうしている内に、俺と美羽は、クリスマスの飾かざり付けがされたケーキ屋の前に辿たどり着き、店内へと入っていく。

「さぁ、ケーキ屋に着いたけど、どれを食べたいか決めたか？」

「うーん。事前に候補を三つに絞しぼったけど、全部買う予定は──『ない。諦あきらめろ』──だよね～」

　そう言って、美羽がクリスマスケーキの候補として、イチゴのケーキとブッシュドノエル、フルーツのロールケーキの三種類を前に真しん剣けんに選び始める。

　価格もだいたい同じくらいの三種類のケーキを前に、可愛かわいい顔に皺しわを寄せて考える美羽に店員さんが苦笑いをしている。

「よし！　決めた！　こっちのブッシュドノエルを予約しよう」

「それでいいんだな」

　美羽が選んだのは、チョコレートコーティングされた表面に粉砂糖が塗まぶされているブッシュドノエルだ。

「イチゴのケーキは、どの季節でも食べられるけど、どうせならクリスマスシーズンを感じられる方がいいからね。あっ、でもフルーツのロールケーキも季節ごとにフルーツが違ちがうからそれも楽しみたかったかも」

　そう言って美羽が考えを変える前に、店員さんに注文をする。

　美羽は、他のケーキを名残なごり惜おしそうに見ながらも我が慢まんして、早く帰ろう、と言ってくるが、まだ買い物は終わっていない。

「ほら、まだオードブルとおせち料理の予約してないだろ」

「おおっ！　そうだった！」

　一いつ瞬しゆん、俺に止められたことで不満そうな顔を見せたが、まだ全すべての予約が終わってないことを思い出し、美羽はすぐに明るい表情に切り換かえる。

　残りのオードブルとおせち料理は、毎年決まったものを購こう入にゆうしているためにケーキほど悩なやむ必要はないが、それでも買い物は楽しいみたいだ。

　一通り予約注文して、夕飯の買い出しも終えて帰宅する頃ころには、美羽の心はすっかりＯＳＯのことに向いていた。

「ただいま～。そして、ＯＳＯのオンメンテでの変化を確かめてくる！」

　美羽は、早々に自室へと駆け込み、ＯＳＯへとログインしていく。

「全く。まだイベントは始まってないのにそんなに焦あせっても意味ないだろ」

　とは言いつつも、俺も買った食材を冷蔵庫に片付けながら、冬のイベントに向けて考えを巡めぐらせる。

「どうするかな、センスを」

　イベントまでの短い期間でどのセンスを集中的に強化するべきか、軽く悩んでいる。

　所持している生産系センスには、新しく成長・派生させることができるセンスが二つある。

　戦せん闘とう系センスの【弓】センスや【地属性才能】のセンスも少し集中してレベリングすればすぐに、成長・派生させることが可能だろう。

　ただ、それらを両方とも育てるのには、時間が足りない。

　戦闘系センスを取るか、生産系センスを取るか。

「って別に急いで取る必要もないし、普ふ段だん通りでいいや」

　美羽や巧たくみたちに協力してもらい、無茶苦茶高密度のハイスピードレベリングをすればできないことはない。

　だが俺は、美羽たちと違って、のんびりマイペースに楽しんでいる。

　なので、センス構成もそこまで深く考えなくていいかな、という気持ちが湧わいてくる。

「……そう言えば、美羽。イチゴケーキとフルーツケーキも食べたそうに見ていたな」

　買ってきたものを仕し舞まい終えた俺は、ふと先ほどのケーキ屋での出来事を思い出した。

「……まぁ、クリスマスも近いし。【料理人】のセンスでもレベルを上げるか」

　結局、レベリングするセンスは、生産系でも【料理人】のセンスに決めた。

　俺も自室に戻り、机に置かれたＶＲギアを頭に装着して、ベッドに横になる。

　暗く沈しずむ感覚に身を任せて、ＯＳＯへとログインしていく。




　　　　●




「ふぅ、到とう着ちやく。って寒っ！」

　ログインした俺は、【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立つと同時に、寒さに身を震ふるわせる。

　メニューを開き、工房部の寒さの原因を探せば、イベント前の小規模アップデートの告知がなされていた。

　寒冷ダメージ実装の準備として、エリア別での気温の変化や四季の気温変動を実装されているようだ。

「ケーキなんて言ってる場合じゃないぞ。寒冷ダメージ対策をしておかないと。それに俺の装備って夏に作って貰ったやつだから、かなり冷える」

　俺の防具であるオーカー・クリエイターは、ノースリーブにショートパンツのために腕うでや足がかなり冷える。

「ううっ、マジで寒い。なんか、急場を凌しのげるアイテムはあったかな」

　俺は、早さつ速そく【アトリエール】内で使えそうなアイテムを探し始め、しばらくして有用そうなアイテムを見つけた。

「今は、これで温まればいいだろ」

　そう言って取り出したのは、夏のキャンプイベントで手に入れた【オーブンストーブ】である。

　これを使えば、クリスマスのケーキやローストチキンが焼けるが、今はオーブンよりもストーブ機能の方が重宝する。

　それを【アトリエール】の店てん舗ぽ部へと運び出し、カウンター横に設置して火を点つける。

「ストーブは設置したから、後でお湯でも沸わかしてお茶にしよう。他ほかにも使えるものがあったな」

　設置した【オーブンストーブ】の上に水入りのヤカンをのせながら、他にも寒さ対策で使えそうなものに目を向ける。

　俺が目を向けた先では、赤いジェル状の物体が使し役えきＭＯＢである黒こく狐この幼よう獣じゆうのザクロの下した敷じきになり、変形している。

　その赤い物体はヒートジェルで、ザクロが寒さ対策としてその上に乗って眠ねむっている姿を見て微笑ましく感じつつも、俺自身は寒さにぶるっと身を震わせて急いで生産の準備をする。

「久しぶりに合成ＭＯＢを作るか」

【合成】センスによって生み出される合成ＭＯＢの中でも、湯たんぽ代わりに使えるヒートジェルを作り出すことに決める。

　俺は、ブルーポーションの素材として常備しているブルーゼリーをベースとして、火、水、風、土の四属性の素材を用意する。

　それを合成陣じんの上に設置して、五種合成を行い、【スライムの核かく石いし】という合成ＭＯＢを召しよう喚かんするアイテムを作り出す。

　更さらに、目当ての合成ＭＯＢを作るために、火属性の素材と【ブルーゼラチン】を合成する。そうして、【アトリエール】に既すでにいる合成ＭＯＢであるヒートジェルと同じ核石を生み出すことができた。

「よし、久しぶりに作ったけど、問題ないな。──《召喚》！」

　召喚したヒートジェルは、赤い半はん透とう明めいのスライムだ。通常のスライムに比べて弾だん力りよくがあり、クッションにちょうど良さそうな硬かたさであると同時に、火属性を持つために自分で発熱していて温かい。

　早速、触ふれてみれば、掌てのひらにじんわりと温かさが広がる。

「うーん。一体だけだと気持ち温かいって程度だよなぁ。足元に置けば少し違うかな？」

　俺は、カウンター下の床ゆかにヒートジェルを置いて、その上にブーツを脱ぬいだ足を乗せる。

　ポカポカとした温かさと柔やわらかな弾力が足裏全体を押し返してくる。

　寒さ対策には、足元とお腹なか周りに二体用意するべきだろうか、と考える。

「他に使えそうなものは……野犬の毛皮を【錬れん金きん】して作った【大きな毛皮】でも膝ひざに掛けるとかかな」

　そうして、幾いくつもの防寒対策になりそうなアイテムをカウンターの上に並べていくと、段々と訳の分からない状じよう況きようになっていく。

「うーん。【寒冷ダメージ】の実装だから、作れるレシピの中にそれに対応するアイテムがあればいいんだけどなぁ。後は、センスステータスの確かく認にんだな」

　俺は、メニューを開き、自身のセンスステータスのレベルや成長条件を満たしたセンスを確認する。






　所持ＳＰセンスポイント53

【空の目Ｌｖ12】【俊しゆん足そくＬｖ16】【看破Ｌｖ20】【魔ま道どうＬｖ15】【付ふ加か術じゆつＬｖ37】【地属性才能Ｌｖ28】【調薬Ｌｖ50】【錬金Ｌｖ43】【合成Ｌｖ43】【生産の心得Ｌｖ50】

控ひかえ

【弓Ｌｖ48】【長弓Ｌｖ27】【調教Ｌｖ17】【彫ちよう金きんＬｖ25】【料理人Ｌｖ11】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ３】【精神耐性Ｌｖ１】









　インフォメーション

・Ｎｅｗ：【調薬】のレベルが50に到とう達たつ。上位センスが発生。

・Ｎｅｗ：【生産の心得】のレベルが50に到達。上位センスが発生。






「うーん。【調薬】は上位センスに成長させた方が、何かあった時に対応するポーションとか作れそうだなぁ」

　俺は、【調薬】と【生産の心得】の上位センスを取得するために、ＳＰを六つ消費する。






　所持ＳＰ47

【空の目Ｌｖ12】【俊足Ｌｖ16】【看破Ｌｖ20】【魔道Ｌｖ15】【付加術Ｌｖ37】【地属性才能Ｌｖ28】【調薬師Ｌｖ１】【錬金Ｌｖ43】【合成Ｌｖ43】【生産職の心得Ｌｖ１】

控え

【弓Ｌｖ48】【長弓Ｌｖ27】【調教Ｌｖ17】【彫金Ｌｖ25】【料理人Ｌｖ11】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐性Ｌｖ３】【精神耐性Ｌｖ１】








　それぞれのセンスを確認したところ、大きな変化はない。

　レベルアップによるステータスの上じよう昇しよう率などには変化があるだろうが、センスを取得した直後には、その恩おん恵けいは目に見えない。

「うーん。新しいスキルとかは発生しないな。何か、条件があるのか？」

　使用可能なスキル一覧を調べたが、変化を見つけられずに、そっとメニューを閉じる。

「まぁ、いくら上位センスのステータス上昇率が高いって言っても、レベル１だとステータスやスキル補正は一時的に下がるしなぁ。【調薬師】のセンスがレベル５くらいになるまでは、慎しん重ちようにポーションでも作るかな」

　そっと溜ため息いきを吐はき出した俺は、まずは【生産職の心得】のレベルを上げるために、【ヒートジェルの核石】を始めとするジェル系の核石を次々に合成していく。

　20個ほど失敗なく完成させ、【生産職の心得】のレベルが２に上がるのを確認した。

　その後、残りの素材数を確認したところ、火属性の素材が少なくなっていることから、一度作るのを止やめて休きゆう憩けいに入る。

　ストーブにのせていたヤカンがタイミングよく沸ふつ騰とうしているので、それでお茶の用意をしていると、【アトリエール】の入り口が開き、寒い風が入り込んで、俺は思わず身を震わせる。

　そこにいたのは、同じ生産職仲間で木工師のリーリーだった。

「こんにちは、ユンっち！　そして、寒ぃっ！」

「リーリー、いらっしゃい。今、お茶用意してたとこだから、ちょっと待ってくれ」

「わぁ、お店の中あったかいね！」

　俺への挨あい拶さつもそこそこにカウンター横の【オーブンストーブ】の前をリーリーが陣じん取どる。

「やっぱり、その格好は寒いよな」

「ユンっちだって、カウンターの上に毛皮とか置いて、寒さ対策の準備中？」

　リーリーは、俺に尋たずねながら、肩かたに乗せていたパートナーの幼獣、不死鳥のネシアスと一いつ緒しよに【オーブンストーブ】で温まっている。

「まぁ、そうだな。って言ってもまだまだ始めたばかりだけどな」

　そう言って俺が淹いれ立ての紅茶をリーリーに振ふる舞まうと、リーリーはティーカップを両手で持ち、その熱で手を温めながら少しずつ飲んでいく。

「ふぅ、落ち着いた。ユンっち、ありがとう」

「どういたしまして。それで、今日は、何か用でもあるのか？」

「そうだ！　聞いてよ、ユンっち！　シアっちが大きくなれたんだよ！」

「へぇ？　大きく？」

　俺はシアっちことネシアスを見て、小首を傾かしげる。

　リーリーの肩に乗る一見不死鳥には見えない、朱しゆ色いろに金の混じるふわふわな毛を持つ小鳥が大きくなると言われて、一つの可能性に行きつく。

「もしかして、成獣になった？」

「そうだよ！　今日、ログインしたら【調教】センスにＥＸエクストラスキル【成獣化】と【幼獣化】ってのが追加されてたんだ！　だから、ユンっちに見せに来たんだよ」

「へぇ、楽しみだな」

　俺とリーリーの話を聞いていたのか、石いし畳だたみの上で寝ねそべっていたリゥイとザクロがむくっと起き上がり、俺たちの側そばにやって来る。後に残された合成ＭＯＢのヒートジェルは、ずりずりと地面を這はいずり、他のジェルたちのいる壺の中へと戻もどっていく。

「リゥイっちもザクロっちも気になるよね！　それじゃあ、お披ひ露ろ目めだよ！　シアっち──【成獣化】！」

　リーリーがＥＸスキル【成獣化】を唱えると共に、肩に乗っていたネシアスが飛び立ち、空中で激しく炎えん上じようする。

「燃えてる！　燃えてるぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。見てて」

　炎ほのおに包まれた不死鳥の幼獣は、火の粉を散らしながら炎の中でその影かげを大きくしている。

　そして、炎の中の影が成長を止めると同時に、炎が徐じよ々じよに小さくなり、後には美しい一羽の不死鳥が存在していた。

　火の粉を思わせる粒りゆう子しを散らして羽ばたくその姿は、幼獣の時より美しくなっている。

　そして、俺の口から真っ先に出た感想が──

「暖かいなぁ。これから【寒冷ダメージ】で寒くなるからタイミング良かったな」

「ユンっち、みんなと同じ感想言ってくれてありがとう！」

　どうやらネシアスのお披露目は、俺が最初ではなかったようで、お披露目された全員が俺と同じような感想を抱いだいたようだ。

「みんなって誰だれ？」

「クロっちとマギっちだよ。二人とも、暖かくてこれからの季節にちょうどいいね、って言ってた」

「みんな、同じことを考えるんだな」

　俺は、自分の淹れた紅茶を飲みつつ、しみじみと呟つぶやく。

　ミュウやタクあたりからは、おかしい！　成長したなら戦わせないと！　とツッコミが入りそうだが、俺としては、暖めてくれるという能力は、とてもいいと思う。

　幼獣たちの活かつ躍やくの場が戦せん闘とうだけでなく、その他の場面でもいいんじゃないかと感じ、その点で言えばリーリーのネシアスは、戦闘以外の活躍が期待できる。

「それじゃあ、お披露目終しゆう了りよう！　シアっち、元に戻って──【幼獣化】！」

　リーリーが【幼獣化】のＥＸスキルを発動させると、ネシアスから炎が噴ふき出し、体が縮小して、元の幼獣の姿に戻っていく。

「リーリー、よかったな」

「うん！　クロっちのクツシタっちも成獣化したんだよ！　次は、ユンっちとマギっちの幼獣たちがどんな風に大きくなるのか楽しみだね」

　そう言って、リーリーは膝ひざを折って俺の膝元に寄り添そうリゥイとザクロを優やさしく撫なでる。

　リーリーと幼獣たちのじゃれ合いをしばらく眺ながめていると、俺のフレンド通信にクロードから連れん絡らくが入る。

『ユン。リーリーは、そっちにいるよな』

「ああ、いるけど、どうした？」

『お前をこっちへ呼ぼうとしたのに、リーリーが先走って出ていったんだ。お前が店にいない可能性もあるのにな。悪いが、回収して連れて来てくれ』

「分かったけど、俺を呼ぶってことは、何か用事か？」

『ああ、マギと一緒に臨時の生産職のお茶会をすることになった。悪いが急いで来てくれ』

「了りよう解かいした。それじゃあ、今から向かう」

　俺は、クロードとの簡単なやり取りの後にフレンド通信を切り、未いまだにじゃれ合うリーリーたちを呼ぶ。

「クロードが戻って来いってさ。俺も一緒に行くぞ」

「あっ！　そうだった！　クロっちたち忘れてた！」

　よっぽどネシアスの成獣化が嬉うれしかったのか、一人でテンパっているリーリーを見て、俺は苦く笑しようしてしまう。

「ちょっと、今カウンターを片付けるから待っててくれ」

　俺は、カウンターの上に並べられたアイテムを全部インベントリに収納して、リーリーと一緒に【アトリエール】を出る。

「ううっ、外は寒いなぁ」

「寒いから走ってクロっちのところに行こう！」

「そうだな。《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺は、自分とリーリーに速度上昇のエンチャントを施ほどこし、リゥイたち幼獣を連れて小走りでクロードたちの待つ【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】へと駆かけ出した。







　　　一章　冬服と寒冷ダメージ







「こんにちは」

「ただいま～」

　俺とリーリーが【コムネスティー喫茶洋服店】へ駆け込むと、店内に漂ただようコーヒーや紅茶の香かおりと、給仕姿の男女のプレイヤーが出で迎むかえてくれる。

「いらっしゃいませ。それとお帰りなさいませ。リーリーくんがいきなり飛び出して行ったので驚おどろきましたよ」

「ごめんなさい」

「カリアン、それくらいで。クロードさんたちが待っていますから」

　店の雰ふん囲い気きに合わせたシックな色合いのクラシックタイプのメイド服姿で出迎えてくれたウェイトレスの女性プレイヤーは、カリアンさん。

　そして、カリアンさんを窘たしなめる同じ色合いのウェイター服を着た優しそうな青年がラテムさんだ。

　二人は、【コムネスティー喫茶洋服店】の喫茶店部門で活動している、ちょっと特異なプレイヤーだ。

　二人とも、カフェを経営してみたくてＯＳＯを始めたという、戦闘職でも生産職でもないタイプのプレイヤーだ。他にも、裏方に、ケーキ作り担当のフィオルさんというパティシエ志望の女性プレイヤーもいる。

　カリアンさんとラテムさんとは、俺がたまにお店に来た時に顔見知りになって徐々に知り合ったといった感じだ。

　今日の服装はこの前までと違ちがい、長なが袖そでやロングスカートになっており、この肌はだ寒ざむさに対応したものを着ているようだ。

「今日は服装が変わりましたね」

「今日、ログインしたら寒いじゃない。それで、前にクロさんが作った冬物の給仕服を急いで引っ張り出してきたのよ。いつも無む駄だにコスプレ衣い装しようを量産しているだけかと思ってたけど、今回だけは感謝ね」

　そう言って、長袖に包まれた腕うでを撫でるカリアンさんを見て、暖かそうでいいなぁ、と小さく呟く。

　そして、俺とリーリーがカリアンさんに案内されたのは、いつものお茶会に使われる部屋だ。

　そこに到とう着ちやくした俺とリーリーを、同じ生産職で裁さい縫ほう師しのクロードと鍛か冶じ師のマギさんが待っていた。

　クロードは、一人優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいるが、マギさんは寒そうに太ふと腿ももを擦こすり合わせながら、紅茶を飲んでいた。

「呼び出してすまんな、ユン」

「ユ、ユンくん。こんにちは」

「こんにちは、って言うか、なんかマギさん、顔色悪いですよ！」

　寒そうに震ふるえているマギさんは、俺たちの中で一番露ろ出しゆつ度どの高い服を着ているために、寒さがまともに伝わって来ているのだろう。

　温かい飲み物を飲み、クロードの使し役えきＭＯＢである幸運猫ねこのクツシタを胸に抱だいているだけでは、その寒さを和やわらげることができていないらしい。

　というか、その抱かれているクツシタが成獣化したために、いつもより大きい。

「クツシタの成獣化、おめでとうって言えばいいのかな」

「ありがとう。リーリーのネシアスと同じように成獣化したが、元々補助系の使役ＭＯＢだから、あまり大きな変化はないな」

　そう言って、お茶で喉のどを潤うるおすために一いつ旦たん言葉を切ってから、クロードがマギさんに問いかける。

「さて、マギもその装備じゃ流石さすがに辛つらいだろう。新しい装備を用意したから着たらどうだ？　そして、クツシタを返せ」

「どうせ、クロードの服のチョイスだと、コスプレ系に決まってるから嫌いやよ」

　力ない声で答えるマギさんは、クツシタを強く抱き締しめて拒きよ否ひを示す。

「マギさん、ちょっと待ってください」

　俺は、寒さに耐たえるマギさんのために幾いくつかのアイテムを取り出す。

　一つは、先さき程ほどまで作っていた【ヒートジェルの核かく石いし】で合成ＭＯＢのヒートジェルを召しよう喚かんする。

　それをマギさんに渡わたすと、マギさんはそれをお腹なかに密着させるように力強く抱き締める。

　そしてもう一つ、一時的に水属性耐たい性せいを付ふ与よする【属性軟なん膏こう】を取り出し、マギさんの腕に塗ぬる。

「おっ!?　なんか、寒さが和らいだ気がする。ユンくん、ありがとね」

　さっきまで寒さに震えていたマギさんがすぐに実感できるほどの効果があったようだ。

　ニコニコと笑えみを浮うかべるマギさんは、クツシタを解放して俺にお礼を言ってくる。

　以前、マギさんと一いつ緒しよにやった鍛冶での生産作業や火山エリアで【炎えん熱ねつダメージ】を受けたことがあったが、その時、火属性の耐性を高めることで状態を緩かん和わしたのを思い出したのだ。

　今回はその応用で、【寒冷ダメージ】に対応する水属性の耐性を高めることでマギさんの寒さを抑おさえ込むことができた。

「マギさん、ゲームだからって女性が体を冷やしちゃ駄だ目めだと思うんですけど」

「えっと、でもやっぱりクロードに変な服を着せられるのは、ちょっと……」

「どれが変な服だ」

「マギさん……」

　俺は、声のトーンをやや低くしてマギさんの名前を呼ぶ。ただ、それだけでマギさんは、たじろぐ。

「だって一人だけコスプレするのは恥はずかしいじゃない」

「俺も一緒に着き替がえますから。ね、寒くない格好をしましょう」

　俺がマギさんに優しく語り掛かけると、クロードがマントを靡なびかせて立ち上がる。

「よく言った！　さぁ、そんなお前たちに俺から少し早い最高の温ぬくもりと可愛かわいさのプレゼントをしてやろう！」

　クロードはそう言って、インベントリから取り出した服を俺たちの前に突つき出してくる。

「わ、分かったわよ」

「くくくっ、お前たち全員の防具を誰だれが作ったか忘れたのか？　ＣＳクロードシリーズの名を冠かんした防具は、様々な状じよう況きようを想定して、幾つものパターンやデザインを用意してある。これは、冬服バージョンだ！」

　俺とマギさんは、受け取った装備を手に取って確かめる。

　黒のインナーが首元まで覆おおうようになり、白い外装のコートもお尻しりまでだった長さが膝ひざ裏まで届く長さになっており、前方に向かって斜ななめに短くなっている。前から見るとミニスカートっぽく、後ろからだとロングスカートに見える。

　更さらに外装コートのフードの縁ふちには黒いモコモコが付いており、暖かそうだ。

　他ほかにも、素す足あしをなるべく寒気に晒さらさないためのハイソックスや、右手を保護する毛糸の指ぬき手て袋ぶくろまで用意された冬服バージョンのオーカー・クリエイターだ。

　マギさんの装備は、革かわのツナギに黒い蛇へび革のレザージャケットの組み合わせだ。胸を強調する硬かたい革の装備に腕を保護するレザーグローブは、どこかライダースーツっぽい。

　リーリーの服装には特に大きな変へん更こう点はなく、毛糸の帽ぼう子しや手袋、そして、白いタイツを穿はいているくらいだ。

「なんか、意地を張っていた私が馬ば鹿かみたいに思える出来の良さになんだか悔くやしい」

「うわぁ、モコモコで暖かそう」

「俺の装備は、何かスカートっぽく見えるんだけど。あと、なんでハイソックスなんだよ。ズボンでいいじゃん」

　そう言って、早さつ速そくそれぞれの防具を手に取って確かめるが、そこでクロードが一つの事実を投下する。

「ああ、言っておくが、リーリーの防具以外は、防寒処理が不十分だからな」

「じゃあ、何で出すんだよ！」

「デザインだけは、随ずい分ぶん前からできていたが、防寒処理のための素材が足りなかったんだ」

「それで、何で未完成の防具を着せるのよ」

　マギさんの疑問は当然であり、俺とリーリーも同じように頷うなずく。

　それに対して、クロードは、淡たん々たんと説明する。

「実は今回お前たちを呼んだのは、アップデートにおける【寒冷ダメージ】対策として、この防具を完成させるためだ」

　そこでクロードは、一度言葉を区切る。

「本来は、少しずつ素材を揃そろえていくつもりだったが、アップデートの日時が決まってしまっては、急いで作る必要があるだろう。ならば、お前たちにも素材を集めて貰もらおうと考えた訳だ」

「ふーん。まぁ、そういうことなら分かったわ。それで、何を集めればいいの？」

「それは、この一覧に書いてある」

　クロードが取り出した紙に書かれた素材とその収集場所を見て、俺たちは眉まゆを顰ひそめる。

「見事に収集可能なエリアがバラバラだな。幾つか手持ちの素材があるから、後でキョウコさんに届けさせるよ」

「うん。僕のところにも多分、何種類かあったから同じく提供するよ」

「私のところは、一種類だけね。防具の補強に使う革がちょうど持ち込まれたところなの」

　俺たちが在庫ありと伝えた素材を一覧から除外していくと、最終的に二種類の素材が足りないことが判明した。

「それじゃあ、この素材を四人でどう分担して収集するか決めるか」

　紙に残った必要素材は、【蚕蜘蛛シルキー・スパイダーの糸】と【雲くも綿わた毛げ】の二種類だ。

「これが採れる場所って……」

　俺は、収集可能な場所を思い出す。

　一つ目の素材である【蚕蜘蛛シルキー・スパイダーの糸】は、鉱山ダンジョンに出現するボスＭＯＢのアラクネの通常ドロップであり、俺とマギさんの防具を完成させるのに、12個必要であるためにボスの周回が必要だ。

　そして【雲綿毛】は、第二の町近きん郊こうの森の奥に出現する通常の敵ＭＯＢがドロップするアイテムであり、そのエリアに辿たどり着くまでには一度隣りん接せつするエリアのボスと戦せん闘とうしなくてはならない。

　結局、どちらの素材集めも、ボスとの戦闘は避さけられない。

「私は、【蚕蜘蛛シルキー・スパイダーの糸】の方に向かおうかな。鉱山なら鉱石の採さい掘くつもついでにできるし、アルケニーやアラクネを倒たおした先の火山エリアにも行ってみたいんだよね」

　それに火山エリア近くなら暖かくて寒さに震えなくても済むから、と言ってマギさんは苦笑いを浮かべる。

「俺は、火山エリアのダンジョン内の福引屋にある【火ひ鼠ねずみの革かわ衣ごろも】をぜひ見てみたいからな、マギと同じく【蚕蜘蛛シルキー・スパイダーの糸】の方の採取に向かわせてもらいたい」

　マギさんとクロードが鉱山ダンジョンに向かうことになると、俺とリーリーは自然ともう一つの【雲綿毛】の収集に向かうことになる。

「僕は異論ないよ。新しい森のエリアに行くいい機会だし、そこの木材とか色々見たいから」

「俺も問題ないと思う」

　これで素材収集の分担が決まり、クロードが最後の仕上げと声を上げる。

「それじゃあ、さっきの冬服を試着してみるといい」

「試着するって言っても、まだ未完成なんだろ？」

「防寒処理が不十分なだけで、今の装備より寒さ対策はできている。その冬服を着て活動すれば、今より多少は寒さを気にせずに動けるだろ。そして、今着けている防具をちょっと貸してみろ」

　そう言われて、俺たちが現在の防具をクロードに預けると、クロードは全員の防具に応急的な防寒処理とそれとは別の処理を施ほどこし、返してくる。

「着替え終わったら、冬服の新しい機能を説明しよう」

　俺とマギさんは、それぞれの冬服を受け取って店の奥の更こう衣い室に向かった。

　俺は自分のオーカー・クリエイターを装備してみる。

　今まで腕うでや足を露ろ出しゆつしていたため、冬服を着てみると、肌はだをぴったりと包み込むようなインナーとハイソックスの温かさを感じると共に、ロングコートの細いベルトにポーションをストックする場所がちゃんと確保されていることに気配りを感じる。

「確かにいい装備だけど、なんか、ロングコートがスカートっぽいし、あったかいけど、やっぱハイソックスは気になる」

　右手でインナー越ごしに自分の胸や腕を撫なで、左手でミニスカートっぽくなっているコートの前を捲めくれないように押さえる。

　いくらコートの内側にホットパンツを穿いているからと言っても、気になるものは気になる。

「そういうデザインだからな。コートの裾すそをスカートに見立て、ハイソックスとスカートとの隙すき間まの絶対領域を強調するデザインだ」

「そんなコンセプトは要いらないから！」

　俺の抗こう議ぎの声に続いて、マギさんも着替えを終えて試着室から出て来た。予想通りのライダースーツっぽい装備だ。まだ未完成ということで細部の装そう飾しよくが足りないが、スーツがピタッとフィットして胸が強調され目のやり場に困る。

「ユンくん、可愛いね」

「ううっ、俺は、可愛いよりカッコイイって言われたいですよ」

　マギさんから目を逸そらしながら、俺は小さく溜ため息いきを吐つく。

　リーリーは先に装備を着替え終えて、お茶とお菓か子しを食べながら待っていたようだ。

「それじゃあ、新しい機能を説明する。と言っても取り立てて言うほどのものはない。【装備の連結化】をしただけだ」

「【装備の連結化】？」

　聞き慣れない言葉に、俺が小首を傾かしげると、クロードが説明してくれる。

「【装備の連結化】とは、二種類以上の装備で追加効果を共有できるように設定することだ。まぁ言うなれば、同じ強化素材を使って外見だけ変える機能という訳だ」

　その性質上、ユニーク装備やドロップ装備は【装備の連結化】ができず、プレイヤーメイドに限られている。

　その機能は、装備のショートカット切り換かえがメインであり、メリットとしては複数の装備にそれぞれ同じ追加効果を用意しなくて済むという点にある。

　ただ、デメリットも当然あり、防具の耐たい久きゆう度を回復させる修理難易度が少しだけ上じよう昇しようするらしい。

「他の違ちがいとしては、ベースとしている防具としての性能も当然変わる。元々の防具と同じだけの防ぼう御ぎよ力を持っているが、今回の冬服の場合その一部を防寒処理に割り振ふっているために、防御性能は、本来の約九割といったところか。他のやつが処理すれば七割程度まで減少するがな」
















「地味に自じ慢まんか。っていうか、【装備の連結化】ってよく使われるのかよ」

「まず使われないな。使われるにしても、ネットアイドルやっているプレイヤーが歌って踊おどっている最中に一いつ瞬しゆんで衣装を切り換えたり、変身系ライダーの真ま似ねをして装備を切り換えたり、パージしたりするくらいだ」

　俺は、魔ま法ほう少女や、バイク乗りの正義のヒーロー、黄金騎き士しが武装解除されてパンツ一丁などの姿を想像してしまう。

「でも、夏服と冬服があれば、もう【装備の連結化】をする必要もないよね」

「そうだね。僕も暖かいエリアは今までの服で、寒いエリアでは冬服に切り換えて活動することにするよ」

　マギさんとリーリーが二人でそう口にするが、クロードの笑えみが深くなる。

「俺としては、もっと色んな装備を着て貰いたいんだがな」

「色んな装備って、そんなにアイディアがあるのかよ」

「アイディアなど、無数にあるさ。だが、それはまたの機会にしよう」

　俺としては、一生聞きたくないものである。

　今日は、時間的な都合でそのままアイテムを採りには行けないために、俺は後日リーリーと時間を合わせて出かける約束をする。

　リーリーだけは、冬服が完成しているのでそれを受け取り、俺とマギさんは、冬服の【装備の連結化】を解除して貰いクロードに返す。

　素材が揃い冬服が完成したら、改めてちゃんと受け取る予定だ。

　また、俺は別れ際ぎわに、他のプレイヤーが防寒処理を必要とする可能性があるから、裁さい縫ほう系の素材はなるべく多く欲ほしいともクロードから言われた。




　　　　●




　後日、俺とリーリーは、第二の町のポータル前で待ち合わせた。

　互たがいに素材収集の準備を整え、クロードから頼たのまれた素材【雲綿毛】をドロップする敵ＭＯＢ【フラッフ・クラウド】の出現するエリアを目指す。

「リーリーは、準備大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、バッチリだよ。ユンっちの方は、冬服じゃないけど大丈夫？」

「まだ寒冷ダメージの実装前だし、問題ないだろ。ただ、戦闘面は不安かな？　連れん携けいはどうする？」

「うーん。僕たちがいきなり連携をしようとしても難しいから、互いに邪じや魔まにならない程度に自分のできることをするのがいいんじゃないかな？」

「それなら了りよう解かいした」

　俺は、自分の武器である【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】の握にぎりを確かめ、包丁などの武器が留めてある腰こしのベルトの位置の最終調整を行う。

　リーリーは、冬服装備の毛糸の手て袋ぶくろをはめての握りを確かめるために、二本一対ついのナイフを順手と逆手にそれぞれ持ち、軽く素す振ぶりをする。

「道中の敵は、基本無視して、一気にボスのいる場所まで行くか。その後は、目的のエリアのポータルを登録した後で素材を集めよう」

「分かった。それとユンっち、一つ提案なんだけどいいかな？」

　リーリーが俺を見上げてくる。

「なんだよ、唐とう突とつに」

「どっちが先にボスのいる場所まで辿り着けるか、競走しない？」

「なにを子どもっぽいこと言って──『よーい、ドン！』──って早っ！　こら、リーリー！」

　俺は断ろうとしたが、それより先にリーリーが一方的にスタートを告げて走り出す。

　有う無むを言わせず、スタートダッシュを決めて森の中へと入っていくリーリー。

　俺は慌あわててその後を追い、結果的に競走することになってしまった。

「ユンっち！　早く来ないと、一人でボスを倒しちゃうよ！」

　リーリーは、生産職ながら斥せつ候こう系のセンス構成をしているために、ＳＰＥＥＤのステータスが高く、あっという間に森の中を駆かけ抜ぬけていく。

「全く。上等だ！　負けてたまるかぁ！　《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺は、リーリーに追いつくために自身に速度上昇のエンチャントを施す。

　不意打ちのスタートダッシュで開いた距きよ離りが徐じよ々じよに縮まり始めるのを見て、リーリーは、逃にげろぉー、と笑いながら更さらに走る速度を引き上げる。

「速いな！　って、敵が集まりだしたか」

　ボスの居場所へと最短距離を進んでいるため、必然的にその途と中ちゆうにいる敵ＭＯＢを集めてしまう。

　俺は、ベルトから包丁を取り外し、木々の間から飛び出して来る虫型ＭＯＢたちを斬きり捨て、時には避よける。

　俺たちの進路を狙ねらったように飛び出す巨きよ大だい蝗バツタ──【バレット・ロコスト】。

　リーリーを押し潰つぶそうとして樹きの上から自由落下してきた巨大な芋いも虫むし──【パラライズ・キャタピラー】。

　硬かたい甲こう殻かくと直線的な突とつ進しんで木々をなぎ倒たおし、毒液を飛ばしてくる──【ブル・ビートル】。

　進路の邪魔になるバレット・ロコストを斬り捨て、自由落下しながらパラライズ・キャタピラーの攻こう撃げきをボムの魔法で相そう殺さいする。

　普ふ通つうに戦えば勝てる相手を無視して突つき進むが、やつらを大勢引き連れているとモンスタートレインになってしまうために、集まった敵ＭＯＢたちを適度に減らす必要がある。

　足の遅おそいパラライズ・キャタピラーは無視してもいい。

　執しつ拗ように追い掛かけてくるバレット・ロコストとブル・ビートルに対しては、振り返り、弓系のアーツを放つ。

「──《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》！」

　新緑色の尾おを引いた矢が虫型ＭＯＢの集団を突き抜ける。

　矢に刺ささる敵ＭＯＢはおらず、そのまま背後へと矢が抜けていくが、その後に追従する新緑色の風圧が広がり、虫型ＭＯＢの集団にダメージを与あたえていく。

　比ひ較かく的てき弱いバレット・ロコストが一気に倒れて、残ったブル・ビートルが追って来るが、ある程度距離が離はなれると、自然と俺たちを見失ったようだ。

　再び前方に目を向けると、前を走っていたリーリーが前方から襲おそってくる敵ＭＯＢを両手のナイフで擦すれ違い様に斬り捨てていき、そのまま一気にボスの元まで進む。

　そして、ボスを目の前にして、リーリーが走る速度を緩ゆるめる。

「とうちゃーく！　そして、僕の勝ちだね！」

「はぁはぁ、リーリー、速い。って言ってもスタートダッシュを差し引けばほぼ同じだろ」

「そうだね。でも、僕が先行しなきゃここまで来られなかったからやっぱり僕の勝ち！」

「ああ、それでいいよ」

　実際、途中で飛び出して来た蝗や、芋虫の粘ねん着ちやく糸いとを、先行するリーリーが切り裂さいて進んでいたのは事実であり、俺には同じことはできない。

「でも、ユンっちが後ろから追ってくる敵ＭＯＢに対処してくれるから、僕は安心して先行できるんだよね。ありがとう」

「全く──」

　俺は、真正面からお礼を言われて、後ろ頭を搔かきながら少し照れてしまう。

「って、もう無む駄だ話ばなしをしている暇ひまはないぞ。素材を集めるのには、いくら時間があっても足りないからな」

　クロードに頼まれた素材以外にも有用なアイテムが手に入るかもしれないし、それを集めない手はない。

「そうだね。それじゃあ、ボスと戦おうか」

　俺たちは、ボスの待ち構えている場所へと足を踏ふみ入れる。

　周囲に生おい茂しげる木々が広場に差し込む日の光を遮さえぎる、その中心にボスはいる。

　枯かれた木の枝色の細長い手て脚あしと胴どう体たいで周囲の木々に擬ぎ態たいした蟷かま螂きり型のボスＭＯＢ──【キラー・マンティス】が待ち構えていた。

「先手必勝！　ユンっち、行かせてもらうよ！」

「お、おい！」

　待ち構えていたボスに斬り掛かるリーリー。

　小こ柄がらな体で高く跳ちよう躍やくして、細い胴体に乗っかる逆三角形の蟷螂の頭部に、右手のナイフを振り被かぶる。

　それをキラー・マンティスは、右手の鎌かまで受け止め、左手を振り上げて反撃に出る。

「あ、ヤバっ！」

　迫せまる左手の斬ざん撃げきをもう一方のナイフで迎げい撃げきするリーリー。

　その反動で、キラー・マンティスと距離を取り、空中で体を捻ひねり着地する。

「あー、危なかった！」

「何の準備もなしに行くなよ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　俺は、内心冷や冷やしつつ、自分とリーリーに三重のエンチャントを施ほどこす。

　戦いは仕切り直しとなり、俺たちは、キラー・マンティスの無機質な目をじっと見つめている。

　俺は、弓に矢を番つがえて構え、リーリーは自身の体の死角になる位置で二本のナイフを順手と逆手に構え直し、膝ひざを曲げて身を低くする。

　静かな睨にらみ合いが続く中、最初に動いたのは、リーリーだった。

　エンチャントで強化された瞬しゆん発ぱつ力りよくで、先さき程ほどよりも速く、力強い一撃でキラー・マンティスに迫るが、それを右手の鎌で受け止められる。

　キラー・マンティスは再び左手の鎌によるカウンターでリーリーを狙うが、リーリーはその前にその鎌の軌き道どう上から離り脱だつしている。

　続けて、一撃、二撃とフットワークを駆く使ししてヒットアンドアウェイを繰くり返すリーリー。

　しかしリーリーの攻撃は、虫の複眼によって、どの角度から攻せめても反応されてしまう。

　また、上じよう昇しようした速度を利用して、強ごう引いんに一撃を与えようとしても、細くしなやかで堅かたい防ぼう御ぎよ力を持つ蟷螂を前に、大きなダメージを与えることができない。

　アウェイ時の隙すきを突いて振ふるわれる鎌がリーリーの肩かたを掠かすめ、リーリーは逆に手痛い反撃を受ける。

「──複眼による死角のカバーと高い物理ステータスか。リーリー、ポーションを使え」

　俺は、リーリーにハイポーションを投げて渡わたし、それを受け取ったリーリーが一気飲みする。

　第二の町近きん郊こうの森の雑ざ魚こＭＯＢと比べると、エリア難易度に不ふ釣つり合いな強さを持っているキラー・マンティス。

　だが、クロードの見立てでは、俺とリーリーの変則パーティーでも十分勝機はあるはずだ。

「なら、俺の攻め方は、これだ。《呪加カースド》──ディフェンス、マインド！」

　俺は、カースドによる二種類の弱体化をキラー・マンティスに掛けると同時に、矢を放つ。

　二種類のカースドを受けて防御力が低下したキラー・マンティスだが、その鋭するどい鎌で飛来する矢を切り捨てた。

　だが、実は俺の放った矢は囮おとりで、身を低くして接近していたリーリーが、キラー・マンティスの腹部に逆手に持つナイフを振るう。

「よし！　これなら行ける！」

「そうだね！　どんどん行こう！」

　俺とリーリーは、キラー・マンティスへの手て応ごたえを感じ、攻撃を続ける。

　リーリーは、先程からタイミングを変えてヒットアンドアウェイを繰り返しており、キラー・マンティスは次し第だいにリーリーにヘイトを集めていく。

「行くぞ！　──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》！」

　十分にリーリーにヘイトが集まったことを確かく認にんした俺は、一息に二本の矢を連続で放つ。

　リーリーを正面に捉とらえようと、俺から見て斜ななめ方向を向いていたキラー・マンティスに迫る矢の一本は左手の鎌で防がれ、もう一本の矢も体で弾はじかれてしまう。

「俺の矢は通らないか」

「そうだね。そのままだとちょっと火力足りないから、ユンっち、もっと火力の高いアーツをお願い！」

「分かった」

　引き付け役のリーリーは、絶えず攻撃を加えて、キラー・マンティスのヘイトを稼かせぎ、俺はアーツの待機時間デイレイ・タイムが終わる度たびに、火力の高いアーツを放つ。

「堅い防御を貫つらぬく！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　強く引き絞しぼった弦つるから放たれた矢が真っ直すぐにキラー・マンティスの正面へと飛来する。

　キラー・マンティスは両手の鎌を交差させて、アーツで威い力りよくの高められた矢を受け止めるが、ギリギリと音を上げて、蟷螂の細い体が後ろに押される。

　防御姿勢を取り耐たえるキラー・マンティスの懐ふところへ瞬しゆん時じにリーリーが跳とび込み、ナイフを構える。

「──《ソード・ダンス》！」

　踊おどるようなステップを踏みながら、リーリーが青白く光る両手のナイフで連撃を放つ。

「ユンっち、後はこの繰り返しだけだよ！」

「リーリーは敵の攻撃に当たるなよ！　そんなに耐たい久きゆう力高くないだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　回かい避ひは得意だから……うわっ!?　危なかった！」

「全く。あんまり冷や冷やさせないでくれ。もう少ししたら、次を撃うつぞ！」

「分かったよ。安全第一だね」

　アーツを放った直後の硬こう直ちよく時間により、キラー・マンティスの鎌に当たりそうになりながらも、なんとか離脱するリーリー。

　俺は、リーリーにエンチャントを掛け直し、次の攻撃の機会を待つ。

「今度は、僕から行くよ！　──《ソード・ダンス》！」

　キラー・マンティスの正面から連続斬ぎりの剣けん舞ぶを放つリーリー。

　キラー・マンティスがそれを両手の鎌で受け止めると、軽い金属音が森の中に連続して響ひびく。

「第二射！　行くぞ──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　リーリーの連続攻撃によって防御姿勢を取らされたキラー・マンティスに狙いを定さだめ、俺はアーツを放つ。

　再び飛来する矢に対し、キラー・マンティスは右の鎌を動かして防ごうとするが、僅わずかに正中線を逸それたものの、矢はその右みぎ腕うで関節に命中する。

　急所である頭部を狙った攻撃だったが、腕でも少しはダメージを与えられた。

　これで残りＨＰは、七割だ。

　敵ＭＯＢの行動ルーチンから安定した攻撃パターンを見つけ出し、後は、この状じよう況きようを崩くずさないように立ち回る。

　前衛で回避し続けるリーリーに時々冷や冷やさせられる場面はあったが、後はパターン化された戦せん闘とうを繰り返すだけだった。

　十回以上《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》を放った頃ころ、キラー・マンティスの残りＨＰが一割になり、終わりが見えた。

　だが、最後になってパターンが少し崩れた。

　リーリーの《ソード・ダンス》による攻こう撃げきが躱かわされて、俺のアーツが連続して命中する。そのために、リーリーに集まっていたヘイトのターゲットが俺へと切り替かわる。

「ユンっち、避よけて！」

　残りＨＰが少なくなった段階で、キラー・マンティスは背中の羽を開き、微び振しん動どうさせてその体を浮うき上がらせる。

「──《クレイシールド》！」

　そのまま、羽の推進力で突とつ撃げきしてくることが予想できたので、俺はキラー・マンティスとの間に土つち壁かべを生み出す。

　だが、キラー・マンティスは、土壁を両手の鎌で易やす々やすと切り裂き、俺へと迫ろうとする、その時──

「これで──ラスト！」

　リーリーが、キラー・マンティスの残りＨＰを削けずる最後の攻撃を放つ。

　キラー・マンティスの背後から飛びかかり、薄うすい羽の下に隠かくれた防御の薄い部分を左手のナイフで深く突つく。

　その攻撃が決定打となり、空中で体を捩ひねりながら、地面へと落ちてくるキラー・マンティス。

　俺に突撃してきた勢いそのままにキラー・マンティスが激しく地面を滑すべり、樹きにぶつかって止まる一方で、リーリーは、ナイフから手を離はなして着地する。

　その後、キラー・マンティスは光の粒りゆう子しとなって消え、後にはリーリーが突き刺さしたナイフが残っているのを見て、やっとキラー・マンティスを倒たおした実感が持てた。

「ふぅ、疲つかれた。やっぱり、二人だけだと攻撃力が足りないから長期戦になるな」

「そうだね。でも、僕的には簡単だったと思うな」

「そうなのか？」

「うん！　僕の【木工】系の生産は、一つの物を仕上げるのに物もの凄すごい集中力を必要とするから、それに比べたら、今回の戦闘はずっと簡単だよ」

「はわぁ、生産職って凄すごいんだな……」

「ユンっちだって生産職じゃん。それにユンっちだって凄いよ。ユンっち一人で、攻撃、回復、支し援えんって幾いくつもの役割を並列でできるじゃん。僕は、一つのことに凄く集中することはできても同時に幾つもは無理だよ」

　そうなのだろうか。俺は、リーリーに比べて戦闘では動き回らない分、後ろから広い視野で見ているだけなのだが、という自己評価を下す。

「まぁ、取り敢あえず今は先に進もうか。もう、目的のエリアはすぐそこだからな」

「そうだね！　ボスのキラー・マンティスもあまりダメージを受けずに余よ裕ゆうで倒せたし、大丈夫でしょ！」

　俺は、苦笑いを浮かべて、そうかもな、と内心でリーリーの言葉を肯こう定ていする。

　ボスのキラー・マンティスが立ち塞ふさがっていた森の奥への道は、更さらに木々の密度が増す。

　昼間でも木々の間から差し込む光が少ない薄暗い森の中を、俺たちは進んでいく。




　　　　●




　木々が鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中を、俺たちは、ピクニックのような気の抜ぬけた雰ふん囲い気きで進んでいた。

「目的のフラッフ・クラウドが見つからないね。あっ、杖つえに使えそうな枝見つけた！」

「確かに、いないなぁ。まぁ、エリアの境目だからＭＯＢ自体が少ないのかもな。おっ、こっちは、ベリー系の食材見つけた」

　俺とリーリーは、互たがいに目に付いた素材を集めていく。

「こう暗いと見落としそうだけど、ユンっちに任せると楽ちんだね」

「ああ。とはいえ、樹に関してはリーリーの方が得意だから、そっちは頼たのむな」

　俺は、遠くを見通し、暗視性能を持つ【空の目】と、隠れたものや相手の行動を察知する【看破】のセンスの組み合わせで、森の中から素材を探す。

　見つけたストロベリーやブルーベリーっぽい木の実を丁てい寧ねいに摘つみ取り、作ろうと思っていたケーキ作りの素材になる、と顔を綻ほころばせる俺。

　リーリーは、小こ柄がらな体を利用して、樹の上に登り、使えそうな木の枝をノコギリで切り落とす一方で、樹の上のほうに生なっている果くだ物ものを集めてくれる。

「ユンっち、見てよ！　キウイっぽい果物見つけたよ！」

「ホントだな。それを集めてクロードに渡せば、色んなお菓か子しが作れるかもな」

「じゃあ、頑がん張ばって集めないとね」

　この時俺たちの中では、敵ＭＯＢ探しから素材の採取に目的がすり替わっていた。

　少しずつ移動しながら、森の奥へと進む。

「ユンっち、この樹を切り倒すから、敵が来ないか周りを見ててくれる？」

「ああ、任せろ」

　俺は、リーリーが指定した樹から離れ、襲おそってくる敵ＭＯＢがいないか、警けい戒かいする。

　リーリーは、伐ばつ採さい用の斧おのを取り出して、樹の根元に振ふり下ろす。

　小柄な体ながらなかなか様になっている姿に感心していると、樹は少しずつ深く切られ、リーリーは反対側からも斧を振る。

「ユンっち！　倒すから気をつけて！」

「ああ、分かった！」

　リーリーの合図で最後の一振りが決まると、樹はバキバキと音を立てて倒れていく。

　その光景に圧あつ倒とうされる俺だが、リーリーはすぐさま鉈なたを取り出し、細い枝を払はらい始める。

　しばらくすると、周囲に杖には使えない細い枝が散らばり、太い丸太だけがリーリーのインベントリに仕し舞まわれる。

「よし、終わったよ！　って、ユンっちどうしたの？」

「ん、いや、払った枝を貰もらってもいいかなと思って」

　俺は、リーリーが鉈で払った枝を拾い、抱かかえている。リーリーは必要ないようだが、素材として使えるものだ。

「別にいいよ。小さいものは寄よせ木ぎ加工しなきゃ駄だ目めだし、寄木の素材は耐久度が低いから、そんなに使わないんだよね」

「ありがとう。これで矢の素材が確保できる」

【弓】センスに使う矢は、木の枝と鳥の羽根、そして矢や尻じりとして使える素材の三種合成で作る。

　矢は消しよう耗もう品ひんであり、買うとコスパが悪いので、できる限り自作で対応している。だから、素材集めは重要だ。

「僕は、こっちの丸太の方が重要だからね。あと二本ほど切り倒すつもり」

「そんなに木材集めてどうするんだ？」

「木材ってエリアごとに特とく徴ちようがあるからね。敵ＭＯＢのドロップする木材は、杖とか棍こん棒ぼう、あと、ユンっちの弓みたいな使い方をされるけど、大きな家や家具、船を造る時は、普ふ通つうに生えてる樹の丸太を加工して作った板の方がいい場合もあるんだよ」

　敵ＭＯＢのドロップである【トレントウッド】や、蘇そ生せい薬の素材である【桃とう藤とう花かの花びら】を生み出す桃藤花の樹、火山エリアの福引景品の素材である【蓬ほう萊らいの玉の枝】など、様々なレア素材があるが、それらが作りたいアイテムに適しているかはまた違ちがう話だ。

「色んな木材を集めて、その性質を確かめて、それに合ったものを作る。それに、木材をわざと過か剰じよう乾かん燥そうさせてアンティークっぽく仕上げるのも楽しいんだよね」

　そう言いながら、二本目の樹を切り倒すリーリー。

「やっぱり、分野が違うと気にする内容が変わるよな」

「そうだね。特にレアな素材には、【古こ木ぼく】や【名めい木ぼく】って名前が付いてたりするからね」

　それを聞いて、鉱石や薬草系アイテムに付いている【上質な】と似たような分類だろうか、と勝手に予想する。

「よし、二本目の回収完かん了りようっと。疲れたぁ～」

「お疲れ様」

　斧で切り倒した樹の切り株の上に座るリーリーに、インベントリから取り出したお茶を差し出して休む。

「リーリー、お茶飲むか？」

「ユンっち、ありがとう」

　互いにカップを手に持ち、【寒冷ダメージ】の実装で寒くなったためにいつもより熱めに淹いれたお茶を少しずつ飲む。

「それにしても、フラッフ・クラウド、見つからないね」

「そうだな。これを飲み終わったらもう少し探たん索さく範はん囲いを……っていた」

　木々の間に、ふわふわとした本体と白い長なが手て袋ぶくろのような手を持つ雲型ＭＯＢのフラッフ・クラウドを見つけた。

　なんで探してる時に遭そう遇ぐうせずに、休きゆう憩けい中に見つけるんだよ、と思い、物欲センサーという言葉が頭を過よぎる。

　俺とリーリーは、見つけたフラッフ・クラウドを視界から外さずに残りのお茶を一気に飲み干す。

「ユンっち、熱くて舌火傷やけどした」

「全く、こんな時に何やってる」

　小さく舌を出して、熱い、と言ってくるリーリーに対して、どうするべきか、と考えている間にも、木々の間をフラフラしているフラッフ・クラウドが森の奥へと漂ただよっていく。

「あっ、逃にげた！　ユンっち、追わなきゃ！」

「舌はもういいのか。《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺とリーリーに速度上じよう昇しようのエンチャントを掛かけ、薄暗い森の中を漂うように移動するフラッフ・クラウドを追い掛ける。

　空中に浮ふ遊ゆうして移動するために静かで、意外と速い速度で進んでいるが、速さなら俺たちの方が勝っていた。

「あと、ちょっとだね」

「そうだっ！　うわっ!?」

「っ!?　ユンっち！」

　フラッフ・クラウドにあと少しで追いつくという時に、俺の視界が上下反転する。

　正確には、頭上の樹の枝から垂れ下がっていた何かの蔓つるが俺の動きに反応したかのように突とつ然ぜん俺の右足首に巻き付き、俺を逆さ吊づりにしている。

「俺は、大だい丈じよう夫ぶだ！　それより、フラッフ・クラウドから攻こう撃げきが来るぞ！」

「えっ？　うわっ！」

　今まで森の奥へと移動していたフラッフ・クラウドがリーリーの方へと向き直ると、薄うす青あお色に色付く球を生み出し、リーリーへとぶつけてくる。

　咄とつ嗟さに避よけたリーリーだが、薄青色の球はその先にいる逆さ吊りにされた俺の脇わきを通り、近くの樹の幹にぶつかった。弾はじけた冷気が俺の頰ほおを撫なでる。

「あ、あぶねぇ。俺も早く何とかしないと」

　俺は、体を振ってその勢いで上体を起こし、腰こしのベルトに括くくり付けられた包丁を抜いて、足に巻き付く蔓を切り捨てる。

　それと同時に空中に放ほうり出された体を捩ひねり、なんとか四つん這ばいになりながらも着地するが……

「マジかよ。ただのトラップじゃなくてＭＯＢかよ」

　敵ＭＯＢや罠わなの存在を感知する【看破】のセンスに反応がなかったために気が付かなかったが、俺の足をからめとっていたのは植物系のＭＯＢだった。

　蔓の切断面が盛り上がり、棘とげ付きの蔓が新たに再生して、その先せん端たんを俺の方に向けてくる。

　以前、期間限定イベントで出現した敵ＭＯＢのマイナーチェンジ版のような植物系ＭＯＢである【トーン・プラント】を察知できなかったのは、俺の落ち度だ。

「リーリー！　俺は、こっちを片付ける！」

「わ、分かったけど、近づけないよ！」

　リーリーは、青い冷気の球を受けても平気そうだが、威い力りよくは低いものの絶えず冷気の球を打ち出すフラッフ・クラウドに、防戦を強しいられる。

　対する俺は、樹の上から蔓を伸のばして対たい峙じする植物型ＭＯＢのトーン・プラントを視界に収めたまま様子を窺うかがう。

　弓で攻撃をするには本体が細すぎるために、対処は必然的に包丁を使うことになる。

「とっとと退場させて、フラッフ・クラウドから素材を集めさせてもら──寒っ!?」

　包丁を構えて、トーン・プラントを切り裂さこうとする俺の頭に何かがぶつかったような軽い衝しよう撃げきが走り、同時に冷気が全身に広がって、俺は思わず身を震ふるわせた。

　まるで雪玉でも投げつけられたような冷たさに、何事か、と辺りを見回すと、冷気がぶつかってきた方向に白いふわふわとした物が一つ存在していた。

「くそっ！　新しいやつか、ならば──ひぃっ!?」

　そっちを先に地属性魔ま法ほうで倒たおそうとした矢先に、今度は背後から衝撃が走り、背中に氷でも入れられたような冷たさに驚おどろいて前のめりに倒れる。

「ちょ、ちょっと待て！　おかしい！　ダメージ量がおかしいから！」

　俺は、声を上げて抗こう議ぎする。リーリーが対処している相手と同じ種類のＭＯＢで攻撃も同じ。そして、リーリーと俺の魔法防ぼう御ぎよのステータスもそれほど差はないはずだ。

　なのに、俺が冷気の球で受けるダメージの方が遥はるかに大きい気がする。

「ええい！　右のフラッフ・クラウドが先か──って、痛いっ！　そっちからも攻撃!?」

　正面からは、トーン・プラントが棘付きの蔓状の体を振るって俺を牽けん制せい、左右からは、フラッフ・クラウドが冷気の球で俺に攻撃してくる。

　そこにまた別のフラッフ・クラウドが現れ、気が付くとフラッフ・クラウド四体とトーン・プラント一体に囲まれ、俺は連続で攻撃を受ける。

　次々と放たれる冷気の球を包丁で切り裂いて迎げい撃げきするが、切り裂く度たびに俺の周囲に冷気が溜たまって手足が悴かじかみ、冷気だけでダメージを負うようになって来る。

「ううっ、寒い。マジでヤバイだろ、【寒冷ダメージ】」

　今度のアップデートでは、環かん境きようによる【寒冷ダメージ】が実装される。魔法などによって生み出される【寒冷ダメージ】はセイ姉ぇの使う氷魔法で認にん識しきしていたが、実際に受けるダメージの恐おそろしさを、俺は今自身の肌はだ身みで感じていた。

　スリップダメージのようにジワジワとＨＰを侵しん食しよくする冷気に手足が悴むために、つい攻撃が遅おくれてしまう。こちらの動きを阻そ害がいするフラッフ・クラウドの攻撃は地味に嫌いやらしく、俺は苛いら立だちを募つのらせる。

「ユンっち、助けて！」

「ちょ、リーリーも囲まれているのか!?」

　最初は、一体だけ相手にしていたリーリーも、いつの間にか六体のフラッフ・クラウドに囲まれて、冷気の球の弾だん幕まくを必死で避けている。

　防寒処理をした防具を装備しているために、俺よりも幾いく分ぶんか【寒冷ダメージ】に対して余よ裕ゆうはありそうだが、それでも数で押されている。

　俺も全力で避けて反撃の機会を狙ねらおうとするが、リーリーほど回かい避ひが上う手まくないため攻撃を受ける度に体がよろめく。

　そして──

「いい加減にしやがれ！　──《ゾーン・ボム》！」

　リーリーが相手にしているフラッフ・クラウドを含ふくめて、俺が視認できる範はん囲いの敵ＭＯＢを【空の目】によって捕ほ捉そくし、全すべてを対象にする。

　発動させたボムの魔法は、対象とした敵ＭＯＢを同時爆ばく破はする。一撃では倒れないフラッフ・クラウドもいたが、固まっていた敵は、一番近いボムの魔法と連鎖チエーンボーナスが発生して高まった爆発によって消えた。

「これで数が減った。今の内に、態勢をぉぉっ──」

　ボムの魔法によってほとんどのフラッフ・クラウドの反応が消えた。だが、その爆発に紛まぎれるようにして俺の足元に忍しのび寄ったトーン・プラントによって、俺は再び逆さ吊りにされてしまう。

「っ!?　今度は、棘が刺ささる!!」

　俺の両足をまとめて摑つかんでいる蔓は、全体を硬こう化かさせ、硬かたい棘を生やしている。

　その硬化した蔓は容易に断たち切ることができず、食い込む棘が鈍にぶい痛みと共にジワジワとダメージを与あたえてくる。

　そして、再度ワラワラと集まって来るフラッフ・クラウドたちが、逆さ吊りの俺に対して、冷気の球を放ってくる。

「ひゃっ！　首筋止やめろ！　腕うでや足の地じ肌はだもかなり寒いから！」

【寒冷ダメージ】を受け、寒さにブルブルと震える。こんなことなら未完成でもいいからクロードが作った冬服を貰もらってくればよかった。

「くそぅ、またフラッフ・クラウドが集まってきた！」

「ユンっち、助けて！」

「くそ。こうなれば、このままでも──《ゾーン・ボム》！」

　俺は、逆さに吊るされた視界で見える範囲のフラッフ・クラウドを再度爆発させる。

　なおも生き残る敵ＭＯＢたちのヘイトが全て俺に集まり、その攻撃対象もリーリーから俺に移った。俺はやつらの冷気の球の攻撃を避けることができず、寒さに腕を擦こすりながら耐たえる。

　だが、連続で敵の攻撃を受けたために、その連鎖チエーンボーナスと【寒冷ダメージ】のスリップダメージが蓄ちく積せきされ、俺のＨＰを侵食していく。

　そして、遂ついに──

「ユンっち！　ユンっち！」

　俺のＨＰが完全に尽つき、体から力が抜ぬけ、その視界が暗転し、手に持っていた包丁が落ちる。

　それと同時に感じるのは、暖かな世界。冷気に包まれた森の中ではなく、安らぎすら覚える暖かな闇やみの世界だった。

　リーリーの声が遠くに聞こえ、闇に閉とざされた視界の中に白いウィンドウが現れ、選せん択たく肢しが示される。

　──『蘇そ生せい薬を使用しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ』

　また冷気が渦うず巻まく場所に復活するくらいなら、死に戻もどりしようかな、という甘い誘ゆう惑わくにかられるが、それを一度振ふり払はらう。

　俺が、どのタイミングで蘇生するか、考えを巡めぐらせている間に、遠くにリーリーの声が響ひびく。

「ユンっちを倒れたままにしないよ！　シアっち──《召しよう喚かん》！」

　リーリーは、召喚石から不死鳥のネシアスを呼び出したようだ。暗転した視界の中でも不死鳥の光を何となく感じると同時に、両足首の蔓が燃えて、俺は背中から地面に落ちた。

（ぐっ、痛い──！）

　背中に走る激痛に悶もん絶ぜつしていると、続いて全身を暖かさに包まれ、闇から掬すくい上げられるように暗転した視界が開けていく。

「──はっ！」

　死に戻りの時のような、目が覚める感覚。

　慌あわてて体を起こすと、リーリーと使し役えきＭＯＢのネシアスが、残りのフラッフ・クラウドたちと交戦中である。

　どうやら、ネシアスの攻撃によってトーン・プラントが倒され、その後、俺もネシアスの【蘇生】で生せい還かんさせられたようだ。

　だが、俺が蘇生しても、リーリーの状じよう況きようは極きわめて悪い。

　俺の《ゾーン・ボム》で何体かのフラッフ・クラウドにダメージを与えたが、それでもまた新たに集まったらしく、冷気の球による攻撃の密度が増しており、リーリーのいる場所だけが、吹雪ふぶきのようになっている。

「ユンっち、あとはお願い……」

　その一言を残して、俺と入れ替かわるようにしてＨＰをゼロにし、局所的な吹雪の中で倒れるリーリー。

　そして、召喚主のリーリーが倒れたことで使役ＭＯＢのネシアスも存在を維い持じできずに、その体を光の粒りゆう子しへと変えて召喚石へと戻る。

「いやいや、後を任されても困るんだけど！」

　こんな多勢に無勢な状況でどうするんだよ！　と内心で抗議の声を上げるが、俺の選択肢は一つしかない。

「いくぞ！　──《ゾーン・ボム》！」

　視認する全ての敵ＭＯＢに対してボムの魔法を発動すると共に、倒れているリーリーへと駆かけ寄りその体を右脇わきに抱かかえる。

「戦術的撤てつ退たいだ！　──【クレイシールド】！　【ボム】！」

　俺は、リーリーを脇に抱えたまま、暗い森の出口へと走る。

　一度倒れて蘇生した影えい響きようで、掛かかっていたエンチャントが全て消えていた。この場合は掛け直すよりも、追撃してくるフラッフ・クラウドたちの行動を阻止するために、マジックジェムをばら撒まきながら逃とう走そうする。

「リーリー！　起きろ！　逃にげるぞ！」

「う、ううん……」

　なんとか自身の手持ちの蘇生薬で復活したのか、俺の呼び掛けに応こたえるように目を覚ますリーリー。

「ああ、負けちゃったね。けど、先に倒した敵から【雲綿毛】が手に入ったからいいよね」

「そんな吞のん気きなこと言ってる場合──ひぃ！　背中にまた冷気の球が！」

　後ろに撒いたマジックジェムで距きよ離りは大分引き離はなしたが、フラッフ・クラウドは遠距離攻こう撃げきができるために、遠くから冷気の球が飛んでくる。

　とにかく、全力でエリアの外へと逃げる俺たちは、暗い森を越こえて、第二の町近きん郊こうの森を逆走して、なんとか安全な第二の町まで戻って来た。

　そして──

「ぜぇ、はぁ……なんとか、逃げ切った」

「ユンっち、走ったから体がポカポカ？」

　確かに走って体が温まったが、背後から攻撃されて、同時に冷ひや汗あせもかいたため気持ち悪い。

　そして、リーリーを小脇に抱えたまま逃げていたことを思い出す。

「忘れてた。リーリーが復活したんだから、途と中ちゆうで止まって下ろせばよかった」

　そうすれば、こんなに疲つかれることもなかったのに、と内心呟つぶやく。

　結局、最後までリーリーを抱えたまま逃げ切った俺は、汗だくでクタクタだった。

　タクやミュウたちに連れて行かれて強敵と戦うことはあるが、今回のはまるで違ちがう。

　どの敵ＭＯＢも単体だと弱かった。

　確かに、第二の町近郊の森に出現するＭＯＢより強いけど、それでも単体なら俺やリーリーでも余裕だった。

　だが、敵は、冷気による【寒冷ダメージ】の攻撃を放ってきた。単発ではさほど威い力りよくのない攻撃でも数が集まり、敵ＭＯＢの行動が上う手まくかみ合って連れん携けいのような効果を生み出せば、こうも簡単に負ける。

　リーリーがフラッフ・クラウドを集め過ぎて、局所的なブリザードを引き起こしていたのは、正直、ビビった。

「ユンっち、一回クロっちのところに戻って休まない？」

「……そうだな。そうしよう」

　俺は、疲れからくる溜ため息いきを吐つきながら、リーリーと一いつ緒しよに第二の町のポータルから第一の町へと転移して、クロードのお店である【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】へと向かった。

　今回の探たん索さくの反省点を思い返しながら。







　　　二章　冬のイベントとクエスト







「はんせいかーい！　どんどんぱふぱふ！」

「なんだよ。そのやる気のない効果音は……」

「言ってみただけだよ」

　自分で言って苦笑いを浮うかべるリーリーと一緒に俺も苦笑いを浮かべる。

　フラッフ・クラウドの群れから逃げ出す時に倒たおした敵から手に入れたドロップで、何とか装備の防寒処理に必要な素材が揃そろった。

　今は、クロードに素材を預けて、一日でも早い冬服の完成を望むだけだ。

　完成するまでは絶対に冷気攻撃をする敵のいるエリアには立ち寄らないと決めた。

　そして今、俺とリーリーは、【コムネスティー喫茶洋服店】のテーブルを間に挟はさんで座っている。

　フラッフ・クラウドの攻撃によって寒い環かん境きようにいたために、天国に感じられるほど暖かい喫茶店の中で反省会を始める。

　それぞれの使役ＭＯＢをこの場に呼び出して、お菓か子しを一緒に食べる。

「まず、俺の反省点は、トーン・プラントに不意打ちを許した点だよな。【看破】のセンスを持っていたのに見つけられなかった。それと【寒冷ダメージ】を甘く見ていた。あれはマジでヤバイ」

　夏服のまま【寒冷ダメージ】を受けた結果、状態異常バツドステータスの毒を受けたようなスリップダメージが延々と続く状況だ。

「今回の場合、ユンっちの【看破】のセンスより敵のトーン・プラントの隠いん蔽ぺい系センスのレベルが高かったってことだよね。それと、ユンっちが《属性付加エレメント・エンチヤント》で水の属性防ぼう御ぎよをエンチャントすればよかったんじゃない？」

「……忘れてたぁ」

　あまりに急な出来事だったために、マギさんに使ったように自身にエレメント・エンチャントを施ほどこして耐たえるという方法を忘れていた。

「そうなると、反省点としては、【看破】のセンスのレベル不足と、自分の使える手段を状況に合わせて適切に使う能力不足かぁ」

　はぁ、と溜息を吐く。

　イベント前なのに、自分の駄だ目めな部分を思い知って気分が落ち込む。

「次は僕だね。僕だって、最初に現れたフラッフ・クラウドを早く倒すことができれば、後からあそこまで敵が集まって来なかったと思うもん。やつらの攻撃を耐えられたのは、防寒処理を施された冬服のお蔭かげだね」

「後は、俺とリーリーが早い段階でポジションを交代するかだよな」

　リーリーには、複数を相手にするスキルがなかったために、数が多いフラッフ・クラウドよりもトーン・プラントを相手にした方がよかった。

　また、俺は視し認にんできる範はん囲いを一気に攻撃できる《ゾーン・ボム》を持っているので、細くて狙ねらい辛づらいトーン・プラントを相手にするよりも、数が多くて防御力の低いフラッフ・クラウドを相手にしたほうがよかった。

　そういう状況に応じた見極めなどのプレイヤースキルがまだまだだと感じさせられる。

「でも、今回の失敗は、よかったこともあるよ」

「よかったこと？」

「うん。シアっちの【蘇そ生せい】がどういう風に行われるのかが分かったから」

　リーリーの使役ＭＯＢの不死鳥のネシアスによる【蘇生】についての考察を聞く。

「シアっちが【蘇生】を使うと、僕のＭＰが凄すごく減ったから、乱発できないのがよく分かった」

「まぁ、使役ＭＯＢのスキル発動のＭＰは召しよう喚かんしたプレイヤーが肩かた代がわりするからな」

　その時のリーリーのＭＰは確認していないが、その口ぶりからかなりの消費量だったようだ。

「ＭＰフルの状態だったら連続で使えるとしても二回が限界だね」

「そうか。二回……って言うと、リーリー自身が倒れた時は、どうなんだ？」

「そこも重要だよね。実際、僕が倒れた後のメニューには、『蘇生薬の使用』の前に、『シアっちによる自動蘇生』ってメニューが現れたけど、その選せん択たく肢しは、ＭＰ不足で不発だったんだよ」

　つまりネシアスの【蘇生】を使うには、召喚者であるリーリーのＭＰを大量に消費し、それがリーリー自身に使われる場合は、残存するＭＰ頼だのみの自動蘇生になるってことか。

　それに、蘇生のメニュー表示の優先度で判断するに、ネシアスの自動蘇生の方が優先されるが、今回のようなＭＰ不足だと不発に終わるらしい。

「なぁ、ネシアスって、後衛プレイヤー向きの使役ＭＯＢだよな」

「そうなんだよね。それもパーティー向けの要素が強いよね」

　そう考えると、リーリーの戦せん闘とうスタイルは、前衛斥せつ候こう系のセンス構成に近いために、ネシアスの能力を十全に使うためのＭＰが圧あつ倒とう的てきに足りない。

　そのために、リーリーとネシアスのセンス構成と使役ＭＯＢの相あい性しようは微び妙みようと言える。

「まぁ、普ふ段だんスキルとかあまり使わないから僕だけだと持て余しているＭＰをシアっちが使ってくれるって考えれば悪くないよね」

「そうだな。けど、蘇生薬よりも発動タイミングが早いのを自分でコントロールできないとなると、ＭＰがない状態で蘇生するってのは、不利な状態での復活になりそうだな」

「その辺は、追い追い考えることにしようよ」

　ネシアスは、レア幼よう獣じゆうで希少な蘇生スキルを有しているが、だからと言って使いやすいという訳ではないことが分かった。

「シアっちに負けないように、これから僕も頑がん張ばらないとね」

　リーリーは、暗い森で採取した木の実を掌てのひらにのせてネシアスに差し出す。

　木の実を啄ついばむネシアスと楽しそうにそれを与あたえるリーリーを見て、多分リーリーは、使いやすさじゃなくて、大事なパートナーだからネシアスと一緒に頑張るんだろうな、と漠ばく然ぜんとした考えが過よぎる。

　俺は、リゥイとザクロと一緒に頑張りたいな、という思いを抱いだき、リゥイたちを見れば、【コムネスティー喫茶洋服店】でおやつとして買ったプチシューを一口で食べるリゥイと、鼻にカスタードクリームを付けているザクロに小さく笑ってしまう。

「全く、汚よごれているぞ」

　俺は、そんなザクロを呼び寄せて、鼻先を拭ふいてやる。

　俺とリーリーの反省会が終わり一息吐くためにお茶を飲んでいる時、店の奥から黒い影かげが俺の膝ひざに飛び乗って来る。

「うぉっ!?　クツシタ。どうしたんだ？」

　つい先日まで幼獣状態の子こ猫ねこだったのに、一気に大きくなったクツシタが、俺の膝の上に飛び乗り体を丸めている。

　リゥイも俺の膝の上に頭を乗せてくることが多いが、俺の膝ってそんなにいいものなのだろうか、と首を傾かしげる。

　そして、クツシタの登場から遅おくれてクロードが姿を現す。

「クロっち、お疲れ～。そっちは、素材の収集できた？」

「少し手間取ったが、アラクネのボス周回で予定数は集まった。【炎えん熱ねつダメージ】の修正後の火山エリアは準備なしで先に進むのは俺には難しかったがな」

　そう言って、深く溜息を吐き出すクロード。

　マギさんがこの場にいないということは、素材をクロードに預けて火山エリアに行ったのだろうか。
















「それで、俺とマギさんの冬服が完成するまでどれくらい時間が掛かかる？」

「色々なプレイヤーからの依い頼らいもあるからな。早くてイベントのアップデート直前だな」

「そっか、なら俺の冬服は、アップデート後でもいいよ。【寒冷ダメージ】の実装って言っても最初はある程度、アイテムやスキルで緩かん和わして対処するよ」

「ユンがそう言うのなら、イベント中に仕上げるが、何な故ぜだ？」

　俺の話を聞いたクロードが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「まぁ、先にちょっとクリスマスケーキを作ろうか、と思って」

　妹のミュウがイチゴのケーキやフルーツのロールケーキを食べたそうにしていた、なんてちょっと恥はずかしくて言えずに、ありきたりな理由を口にする。

「ふむ。まぁ差さし詰ずめ、妹が食べたそうにしていたから、とかの理由だろ」

「な、なんで分かったんだよ！」

　ふっ、とクロードに鼻で笑われる。

「ユンとの付き合いも半年近くになるんだ。お前が妹に甘いってことは、見ていれば分かる」

　クロードの言葉を聞いて、ホントにそうなのか？　とリーリーへと目を向けると、苦笑いを浮かべながら、頷うなずかれた。

「まぁ、ケーキを作りたいって理由は理解した。だが、それまで夏服状態のままでは寒いだろう。代用の防具を貸し出そう」

「ほんとか！　ありがとう！」

「ユンっち、クロっちの条件を聞かずに了りよう承しようすると──」

「ふふふっ、ならばこの服を着ることから始めてもらおうか」

　そう言いながら、クロードが取り出したのは、白を基調とした服と、チョコレート色の前掛けの着いたスカートと同色の帽ぼう子しだった。

　その服は、どこかコック服っぽい作りで、似ている服を知っている。

「これって、フィオルさんの着ている……」

　この【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】の厨ちゆう房ぼう担当でお菓子職人のフィオルさんの装備によく似ている。

「その通り、フィオルの着ているパティシエドレスの色いろ違ちがいだ。厨房は意外と冷えるからな。防寒処理もバッチリだ」

「なぁ、他の冬服じゃ──『ないから駄目だ』──あっ、はい」

　満面の笑えみを浮かべて、バッサリと切り捨てるクロード。

　俺は、これはクロードの意思を変えられないと理解して、肩を落とす。【アトリエール】の工こう房ぼう部に籠こもっていれば、この格好を多くの人に見られるということもないだろう。

　それにパティシエドレスを着ていいケーキが作れるかもしれないと考えて、そこは涙なみだを吞のんで我が慢まんしよう。

「ケーキを作るなら、俺たちにも食べさせてくれよ」

「わーい、ユンっちのケーキだ！」

「自分の喫茶店でいつでも食べられるだろ」

「フィオルがクリスマスケーキを全力で作っているが、残念ながら客用で、俺たちには回ってこない」

「全く。なら、防具のレンタル料の代わりにケーキな」

「楽しみだな。それなら、クリスマスケーキと引き換かえに完成した冬服を渡わたすことにしよう」

「はいはい。分かったよ」

　俺は、クロードからパティシエドレスを受け取り、【アトリエール】へと帰る途と中ちゆうで、ケーキやクリスマス用の料理の食材を買い揃そろえていく。

【アトリエール】に帰ってきた俺は、工房部に籠り、パティシエドレスに着き替がえる。

　石造りの工房部は寒々しく、オーカー・クリエイターのままでは少し肌はだ寒ざむかったために、着替えた瞬しゆん間かんに寒さが和やわらぐ。

　俺は、ケーキを準備していく。

「うーん。オーブンの温度はこんなものでいいかな？」

　俺は、店てん舗ぽ部へ運び出していたオーブンストーブを工房部に戻もどし、ストーブに火を入れてオーブン内部の温度を上げていく。

　その間にも、スポンジ生き地じと生クリームを多めに用意していく。

　丸型のスポンジ生地を作れば、イチゴのケーキを作ることができ、四角いスポンジ生地を作れば、フルーツのロールケーキを作ることができる。

　スポンジ生地が焼き上がる時間を計算しながら、溶いた卵に砂糖と粉を混ぜて、型に流し込み、その間に、生クリームと暗い森で手に入れたフルーツをカットしていく。

「生クリームは、角が立つくらいになったけど、甘さはこんなもんかな？」

　少し砂糖は少なめの甘さ控ひかえめに作っている。

　野生のフルーツが、お店で売っているものと同じくらい甘くて美お味いしかったので、その甘味を引き立てるために、生クリームの甘さを控えめにするのだ。

「あとは、スポンジ生地が焼けるのを待つだけ……って、リゥイとザクロ、どうした？」

　ふと気が付くと、リゥイとザクロが俺に対して上うわ目め遣づかいで見上げてくる。

　そして、その視線の先には、生クリームの残った泡あわ立だて器が握にぎられた俺の手があった。

「全く。少しだけだからな」

　俺が生クリームとカットフルーツを少しだけ小皿にのせてやると、リゥイとザクロはそれをすぐに食べてしまい、皿に付いた生クリームまで舌でペロリと綺き麗れいに舐なめ取った。

　リゥイは、それで満足したのか、工房部の端はしに戻っていく。

　だがザクロは、お皿を抱かかえたまま何度もぺろぺろと舐めている。

「ホント、甘いものが好きだよな」

「ホントね。あっ、勿もち論ろん、あたいにもくれるよね」

　俺一人だけだと思っていた工房部に聞き覚えのある声が聞こえて振ふり返る。

「妖よう精せいたちのために、ケーキを一つお願いね」

　振り返った俺の目の前には、【アトリエール】に頻ひん繁ぱんに遊びに来るイタズラ妖精が飛んでいた。

「はぁ、今度は別の場所から注文か。全く、分かったよ」

「やったぁ！　それじゃあお願いね！」

　それだけ言って、パッと姿を消すイタズラ妖精。

　少しだけカットフルーツが消えているという悪戯いたずらに苦笑いを浮うかべて、まだ余っているフルーツを改めて切り直す。

　その後は、作った経験のあるイチゴケーキから先に作る。

　焼けた丸型のスポンジを横にスライスし、切断面それぞれに生クリームを塗ぬってイチゴを挟はさむ。

　その後、全体を生クリームでコーティングしたケーキの上に、飾かざりの生クリームを絞しぼり出してイチゴで飾り付けをすれば、イチゴのケーキが完成するが、飾りの生クリームの絞り出しが上う手まくいかずに少し不格好になってしまう。

「むぅ、ちょっと気に入らないな」

　潰つぶれたり、綺麗に波のラインになっていない生クリームを見て顔を顰しかめる。

　だが、まだ一個目だと思い、もう一個のケーキを仕上げるが、こちらも多少は良くなったものの、綺麗な出来とはいかなかった。

　その後は、満足いく完成品を作るために、何個もケーキを作り、最終的に数日掛けて、12ホールも作ってしまった。

　そのせいで、フルーツロールケーキのための食材が足りなくなってしまい、後日、食材を買い足して、ロールケーキを６本作った。

　それだけ集中してケーキ作りをしたので、【料理人】のセンスのレベルが一気に14レベルになったのは大きな収しゆう穫かくである。

　そして、ここ数日間ケーキ作りに没ぼつ頭とうしていたため忘れていたことがある。

「そういえば、イベントの準備を全然してなかった」

　とはいえ、ポーションなどの消しよう耗もう品ひんは【アトリエール】に常備しているために、慌あわてて用意する必要はなかった。

　だが、パーティーを組むためには、相手の了承が必要だ。

「イベントの詳くわしい内容は分からないけど、マギさんたちは一いつ緒しよにパーティーを組んでくれるかな？」

　俺は、完成したケーキをインベントリに仕し舞まい、一度マギさんにフレンド通信で連れん絡らくを取る。

「マギさん、今大だい丈じよう夫ぶですか？」

『うん、大丈夫だけど、どうしたの？』

「いえ、今度のイベントで一緒にパーティー組みませんか？　ってお話です」

『あちゃ、ごめんね。今回は、私が抱えている顧こ客きやくプレイヤーからの装備依頼への対応や、最初は【生産ギルド】のメンバーとパーティーを組むことになってたりして忙いそがしいの』

「そうなんですか。ギルドの方で……」

『うん。クロードやリーリーともバラバラだけど、たまにパーティーを組み替かえたりしてイベント期間は過ごすつもりなの。余よ裕ゆうがあったらユンくんと組むことができると思うけど……。ホントにごめんね』

「気にしないでください。そもそも【生産ギルド】に加入していない俺が一緒にどうこう言えることでもないですから」

『本当に、ごめんね』

「気にしないでください。ちょっと残念ですけど」

　フレンド通信越ごしに聞こえるマギさんの残念そうな声と謝罪を聞いて、こちらは気にしていないことを伝える。

【生産ギルド】は、生産プレイヤーの素材売買の一元管理やオークションなどを行っているギルドだ。加入しなくても利用できるために、俺は加入していないが、設立初期に少しだけ手を貸したりした。

　もちろん、俺だけじゃなくて他のプレイヤーたちもギルド設立に貢こう献けんしたし、それを維い持じしているメンバーもいる。だから、今現在部外者の俺を優先してギルドメンバーを蔑ないがしろにしちゃいけないと思う。

「リーリーとクロードも駄だ目めなんだ」

『そうみたい。二人にも知り合いの生産職がいるからね。そういえば、私の冬服はさっきＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターが配達してくれたよ』

「そうですか、分かりました。そっかぁ、今回はソロでの参加ですかね」

『他ほかに知り合いとかいないの？　顔は広いでしょ？』

「だといいんですけどね」

　タクやミュウ、セイ姉ぇたちは、ほぼ固定パーティーやギルド単位での行動になっているだろうから、臨時で彼らのパーティーに入ることはできるかもしれないが、イベント期間中ずっとと考えると難しいだろう。

　同じくソロ傾けい向こうの強いエミリさんやレティーアを誘さそってパーティーを組むのも悪くはないかもしれないけど、俺が誘って応じてくれるか……

「まぁ、最初はソロで頑がん張ばりますよ」

『でも、一人じゃどうしてもできそうにない時は、私たちを頼たよってね』

「はい。マギさんも適度に頑張ってください」

『ユンくんもね』

　顔の見えないフレンド通信だが、マギさんのウィンクした姿を想像して小さく苦く笑しようする。

　その後、フレンド通信を切り、気分転てん換かんに【アトリエール】の裏手の畑へと出る。

　外のウッドデッキから身を乗り出すように見上げる先にあるのは、冬の寒さの中でも咲さき誇ほこる桃とう藤とう花かの樹きである。

　空気は寒々しいのに、春を思わせる薄うす桃もも色いろの花に癒いやしを得る。

　そのまま空の下で背せ伸のびをして、ふっと肩の力を抜ぬく。

「まぁ、今回も何とかなるだろう」

　俺は、冬のイベントを楽観的に考えながら、ＯＳＯからログアウトする。

　俺が次にログインする時は、イベントのためのアップデートが終わった後になるだろう。




　　　　●




　ざわめく広場。集まったプレイヤーたちが近くにいるプレイヤーやパーティーメンバーたちと軽い会話をしてアップデート直後のＯＳＯについて話している中に俺もいた。

　ＯＳＯのイベントアップデート後の最初のログイン。

　ソロでの準備を整えた俺だが、ログインの時間帯をミュウとタクに合わせて、知り合いのプレイヤーと固まって行動している。

　ミュウやタクたちも、この日に向けてちゃんと準備を進めていたようだ。

　レベリングやアイテムの調達だけでなく、【寒冷ダメージ】対策もしている。

　タクは、捲まくっていた袖そでを長くして露ろ出しゆつ部分を減らしたくらいであまり大きな変化はないが、ミュウには大きな変化があった。

「お姉ちゃん、寒そうな格好だけど大丈夫？」

「一応、アイテムとかで【寒冷ダメージ】対策しているから大丈夫だぞ。それよりミュウは、防具が変わったんだな」

　ミュウの防具は、膝ひざ下したあたりまで長い純白のドレスに覆おおわれ、銀色の鎧よろいを装備し、今までより大分防ぼう御ぎよ力の高そうなドレスアーマーといった感じだ。

　また、今までの防具は、背中や腕うで、足元の露出が多くて寒そうだったが、新しい装備は露出度が低い。唯ゆい一いつ、肩かた周りが露出して見ているこっちは寒そうだが、本人は平気なようだ。

「そうでしょ！　完成したばかりなんだよ！　マギさんにお願いして、防御力を維持しつつ、【寒冷ダメージ】の対策に、鎧を火と光の属性金属で作ってもらったの！　今までの防具より露出度控ひかえめだけど、これはこれで可愛かわいいでしょ！」

　露出度が控えめになって兄としては安心だが、マギさんがイベント前に忙しかった理由の一いつ端たんが見て取れた。

「私は、他の人たちとイベントについて話してくるね」

　俺に新しい防具を自じ慢まんするだけ自慢したミュウは、他のプレイヤーの輪の中に入っていく。

　公式アナウンスが流れるまでの間、ミュウたちは代わる代わる誰だれかと話をしているために、俺一人がついていけずに、目を瞑つぶり、アナウンスが流れるのを待つ。

「……ユン……ユン」

　今回のイベントは、ソロでの参加。

　俺は、生産系プレイヤーであるために、少し不安を感じてそわそわする。

　できれば、俺一人でもできるようなイベントならなぁ、と考えていると──

「……ユン！」

　間近から大きな声で呼ばれて、耳を押さえて振ふり返る。

　振り返った先には、少し不ふ機き嫌げんそうにしているタクがいた。

「っ!?　な、なんだよ。タク」

「さっきから呼んでいるのに、目を瞑ったまま無視するからだ」

「悪い。ちょっと考え事してた」

「緊きん張ちようか？　一人で大丈夫か？」

「一人で大丈夫だ……と思いたい」

「俺たちのパーティーは一枠わく空いてるから、今からでも遅おそくないし、入るか？」

　タクのパーティーメンバーたちが俺に向かって笑え顔がおで手を振っているので、軽く振り返して、答える。

「どんな感じのイベントになるのか分からないけど、まぁ、俺のペースでやってみるよ」

「ユン、何か俺たちに遠えん慮りよしてないか？　俺たちは気にしないぞ！　だから、俺たちのパーティーに入らないか？」

「いや、ぶっちゃけ、タクのペースに合わせるのキツイ」

「うっ！」

　ジト目で見み詰つめ返して答えると、心当たりがあるのか、声を詰まらせるタク。

　確かに心配してくれているんだろうけど、逆に俺は、マイペースでやる決心がついた。

「まぁ、心配してくれてありがとうな」

「おう、いつでも頼って来いよ！」

　兄貴分気取りのタクを見て、全くと呟つぶやいて小さく笑う。

　そして、公式イベントのアナウンスが流れ始める。

『これより冬のイベントの説明を行います。この説明は、メニューのイベント説明動画や説明文で確かく認にんすることができます』

　女性の声でアナウンスが響ひびき渡わたり、第一の町の上空に巨きよ大だいな３Ｄ映像が映し出される。

　いつぞやのキャンプイベントと同じ状じよう況きよう。そして、姿を現すのは──

『プレイヤー諸君、久しぶりだ。そして、初めての人もいるだろう。私は、【ＯＳＯ】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとだ』

　開発部部長が直々に登場。

　前回のイベント同様、吉野和人によるイベントの説明が始まる。

『今回の期間限定イベントは、前回のイベント体験者はもちろん新規プレイヤーも楽しめるような仕様に調整した。今回のイベントは、ズバリ──【クエスト】だ！』

　そう言って、手を振ると、困った顔のＮＰＣたちの姿が現れる。

『ゲームとクエストは、古くから切り離はなせないものだ。そして、クエストとは、ゲームの町の住人たちの困り事だ。そのためにプレイヤーの君たちには、この第一の町の問題を【クエスト】という形で解決して貰もらう！』

　また、定番なイベントだな。と思いながら、クエストなら、討とう伐ばつ系以外にもアイテム収集系やお遣つかい系などがあるので、俺一人でもできそうだ、と安心する。

『イベント期間は、クリスマスまでの三週間。その期間を使って、町にばらまかれたクエストを消化し、町の平和を取り戻もどしてほしい！』

　そう告げる開発部部長の指先に１枚のコインが掲かかげられている。

『そして、今回の期間限定のイベントクエストには、通常のクエスト報ほう酬しゆうとは別にこのクエストチップを用意した！』

　掲げられたクエストチップは、イベントの重要アイテムだろうか、と誰もが期待して、３Ｄ映像を見上げる。

『クエストチップは、イベントクエストをクリアすると得られる報酬の一つで、最終日までに多数獲かく得とくしていると様々なアイテムと交こう換かんできる！　今回のイベント報酬は、クエストチップの獲得状況に応じた自己選せん択たく式しきのイベント報酬と、イベント参加者全体のクエスト消化率による参加者全員への特別報酬の二種類が用意されている』

　そこで一度言葉を切り、最後の言葉を発する開発部部長。

『レイド級の大型クエストを多人数で攻こう略りやくするもよし！　町に潜ひそむ巨悪を倒たおして正義の味方を味わうもよし！　町民の小さな願いの成じよう就じゆを積み重ねて町全体の雰ふん囲い気きを良くするもよし！　今回は、入賞などはないが、集めたチップ数に応じた報酬の中には、前回イベントの記念品と同じものもある。ハイリスクのクエストに挑いどんで大量のチップを狙ねらうか、ローリスクのクエストクリアを積み重ねてコツコツ集めるか、楽しみ方は様々だ！』

　その説明に、この場に集まっているプレイヤーたちは皆みんな、興奮している。

　俺も少し楽しい気分になってきた。

　その後イベントの注意事じ項こうがアナウンスされるが、聞いているプレイヤーは少ない。

　クエストチップは譲じよう渡とできない。イベントのアイテムとの交換期間が過ぎるとクエストチップ１枚につき３万Ｇで自動的に交換される。期間限定のイベントクエストは、町の各所に設置されているクエストボードで複数の依い頼らいを受注することができる、など結構重要な話をしていたのだが。

　他にも、直接ＮＰＣからクエストを受けてクリアしても達成になることや、未達成クエストと他者によって一度達成されたクエストだと、クエストボードに貼はられる紙の色が違ちがうなどの細かい説明があった。

『それでは、プレイヤー諸君。健けん闘とうを祈いのる！』

　その声と同時に３Ｄ映像が割れて、光の粒りゆう子しとなって空に広がる。

　見上げる光の粒子が雪に姿を変え、町全体に粉雪が舞まい降おりてくる。

　それが徐じよ々じよにうっすらと積もり始め、町並みが白く染まると共に、今まで町中にいなかったＮＰＣたちが次々と建物から姿を現す。

「始まったんだな──冬のクエストイベントが」

　俺が小さく呟き、メニューから先程と同じ動画を見返すことができるのを確認していると、周囲のプレイヤーたちは既すでに動き出していた。

　誰よりも先に、より割のいいクエストを受けるために、町の各所に設置されたクエストボードを目指して走っていく。

「とつげーき！　イベントクエスト一番乗りだぁ！」

　その先頭を全力疾しつ走そうするミュウを見送る。

　一いつ緒しよにイベントの説明を聞いていたミュウたちは、イベント説明が終わると同時に集団から抜け出してクエストボードへと向かって走り出した。

　時に、壁かべを蹴けり、屋根の上を走ってクエストボードを目指しているため、すぐに姿を見失う。

「俺たちもクエストボード見に行くけれど……」

　そうタクに言われて一いつ瞬しゆん迷った。

「俺は……ゆっくり行くよ」

　この人の多さを考えると、今向かっても、すぐにはクエストボードには辿たどり着けないだろう。そう考えると、焦あせる必要はなかった。

「そうか。じゃあ、俺たちもユンに合わせるか」

「いいのか？　その……ミュウたちは、既に向かっているけど」

「急いで適当なクエスト受けるよりも、割のいい討伐系クエストを探すさ。ユンはどうする？」

「俺は、お遣い系クエストメインにやるわ」

「ユンだって討伐系クエスト受けられるだろ？　なんでそんな誰でもできるようなクエストをやるんだ？　俺たちのパーティーに入って討伐系クエスト受けた方が効率良くないか？」

「俺がやりたいからだよ。ほら、クエストボード前が空いたぞ」

　俺とタクたちは、話しながらクエストボードの前まで移動していた。

　ボード前には、ちょうどタクたちのパーティーメンバーが入り込めるスペースが空いており、俺は、早くにクエストを受けに行け、とそこを指差す。

「そうか、分かった！　俺たちは行くからユンも頑がん張ばれよ！」

「こっちは程ほど々ほどにやるさ」

　俺は、タクと拳こぶしを軽くぶつけ合い、クエストボード前へと送り出す。

　さて、俺がゆっくりクエストボードを確認できるのは、もうしばらく後だろうな、と思いながら道の端はしへと避よけていると、ふとあるものが目に留まる。

「……ここどこ？　おうち、帰りたい」

　道の端で膝ひざを抱かかえてしゃがみ込んだ男の子が、小さく呟いているのが聞こえた。

　よくよく注意しなければ聞き逃のがしそうなか細い声の男の子は、プレイヤーではなく、ＮＰＣだろう。

　だが、ＮＰＣでも子どもが悲しそうにしている姿を見て見ないふりをするのは後味が悪いと思い、近づいて話しかける。

「どうしたんだ？　こんなところで」

「……おかあさんとはぐれちゃった」

　ちょっと泣きそうになりながら顔を上げた男の子に、安心させるような微笑ほほえみを浮うかべながら話をする。

「じゃあ、一緒に捜さがそうか。捜すの手伝うから」

「ほんと？　お姉ちゃん、ありがとう」

　へにゃっ、と蕩とろけるように可愛かわいらしく笑う男の子を見て、内心ほっこりする一方、俺、男なんだけど、と苦笑いを浮かべる。

　そして、メニューにメッセージが走る。





──クエスト【迷子の親捜し】を受注しました。






　なんとなく、そうではないかな、と思っていたが、やっぱりこの男の子は、クエストＮＰＣだ。

　そして、ＮＰＣに直接話しかけることでクエストが受注できることは、さっき説明された。

　この調子だと、町のＮＰＣ全員が何らかのクエストに関かかわっていそうだな、と思いながら、俺はその男の子の手を引いて、母親捜しを始める。

　それからしばらく、母親を捜して歩きまわった。

　男の子から母親の特とく徴ちようを聞き、それらしい女性ＮＰＣを見かけなかったか周囲のＮＰＣに尋たずねて、断だん片ぺん的な情報を集める。

　男の子と母親がはぐれる直前に買い物をしていた場所へと30分掛かけて辿り着き、そこでやっと母親を見つけることができた。

「ありがと、お姉ちゃん！」

「本当にありがとうございます！」

　二十代前半の若々しい母親ＮＰＣがしきりに頭を下げている。

　あんまり頭を下げるので、慌あわてて止めながら、俺お兄さんなんだけど、と心の中で呟つぶやく。

　親子が手を繫つなぎ、また人ひと混ごみの中へと入っていくのを見送っていると、クエスト完かん了りようのメッセージが流れる。





──クエスト【迷子の親捜し】をクリアしました。






　そして、インベントリの大事な物の一覧にクエストチップ１枚が追加されていた。

　クエストチップ以外の報酬はないが、実質３万Ｇの価値があると考えれば、こうしたお遣い系クエストは割がいいのかもしれない。

「それにしてもこれでやっと１枚。まだまだ始まったばかりだな」

　一度、クエストボードに向かおうか、と考えているところで、迷子の親捜しをしている時に情報を貰った一人のＮＰＣが道みち端ばたのベンチに座っているのを見つけた。

「こんにちは」

「おや、さっきのお嬢じようさんかい。どうでした？　あの子の親おや御ごさんは見つかりましたか？」

「ええ、向こうの青果店の前にいました」

「そりゃよかった。それで私に何か御ご用ようでも？」

　肩かたに紫むらさきのショールを羽織った品の良さそうな老ろう婆ばに逆に訊きかれて、何と言えばいいのか考える。

　ストレートに、クエストください、と言えばいいのか？　なんか味気ない言い方だし、それはちょっと違う気がする。

　イベントの目的が、町の平和を取り戻もどす、だから──

「えっと、困っている人や問題なんかはありませんか？」

「あらまぁ、あなたは、便利屋さんなのですか？」

　少し驚おどろいたように目を見開く老婆。

「最近、色々ありますよ。モンスターが狂きよう暴ぼう化して、町の狩人かりゆうどや炭鉱夫たちも中々仕事が進められないらしいわね。それで、町に卸おろす商品が少しずつ足りなくなっているのよ。それでお肉や野菜が値上がりして、みなさん大変みたいねぇ」

　ほう、これが第一の町に発生している問題か。

　未み曾ぞ有うの危機が迫せまっているとか、ＭＯＢの大群が押し寄せそうとかではなく、随ずい分ぶんと庶しよ民みん的な内容だ。

　その後、老婆の周りにＮＰＣの主婦たちが集まって、何やら井い戸ど端ばた会議が始まってしまう。

「私の娘むすめなんか、花か瓶びん落として足を怪け我がしちゃったのよ。それで荷物を届けたいのに届けられなくて大変よ。でも便利屋さんなら引き受けてくださるのではないかしら？」

「あら、いいわね。私も息子むすこ夫婦に服を届けたいんだけど、少し量が多くて」

「私は、趣しゆ味みの鉢はち植うえを趣味仲間のお友達の家に届けたいのよ」

　井戸端会議の中心から抜ぬけ出せない俺が飛び交かう話を固まったまま聞いていると、紫色のショールの老婆が代表となって俺に話を振ふる。

「ねぇ、あなた、便利屋さんなのでしょ？　みんなが配達してほしい荷物引き受けてくださらないかしら？」

「えっ、まぁできる範はん囲いなら──」

　俺がそう答えると共に、目の前のメニューがメッセージを受け取る。





──クエスト【ポストマン】を受注しました。






　俺はクエストを受け、次々と集まったＮＰＣからクエストアイテムの配達物とそれぞれの配達先が印された町の地図を受け取った。

「引き受けてくれてありがとうね。配達物は、地図の場所の人に直接渡わたしてね」

　俺が了解すると、井戸端会議に参加していたＮＰＣが解散する。

「なんとまぁ、話しかけたＮＰＣがちょうどクエストのトリガーだったんだな」

　よく分からないけど、クエストを受けたので、地図を見ながら配達先を目指して歩き始める。

　途と中ちゆう、クエストボードの側そばを通ったが、スタートダッシュでのクエスト受注が落ち着いたのか、クエストボードの前に立っている人は少ない。

　そこから少し離はなれた場所では、プレイヤーたちが集まって声を張り上げている。

「【飛ひ竜りゆう討とう伐ばつ】のレイドクエスト参加者募ぼ集しゆう中ちゆうです！　バランスよくパーティー組んで行きたいです！　残り人数は二十人です！」

「ポーションの納品系クエストを達成したいので、手持ちのポーション売ってください！　相場の１・５倍出します！」

「共同でクエスト受けませんか！　報ほう酬しゆうのいいクエストです！」

　クエストボードの周辺で声掛けしている内容に耳を傾かたむければ、レイド級の討伐系クエストや納品系クエストのようだ。

　納品系クエストで納品するアイテムは、素材系から生産アイテムなど幅はば広ひろく揃そろっているので、後で一度確かめよう、と思い、クエストボードの前を通り過ぎる。

　今は、クエスト【ポストマン】をクリアするために、配達先に向かわなきゃいけない。




　　　　●




「あら！　こんな細っちい子が配達かい！　よく頑張ったねぇ！」

「特に腐くさりやすい物もないんだし、別に今日中に届けてくれる必要はなかったのに！　お疲つかれ様！」

「でもほら！　立派なロバがいるじゃない！　荷物をこの子が担かついで運ぶんじゃないから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「やぁねぇ！　あなた、あれは馬よ！」

「「「あははははっ！」」」

　俺は今、大きな口を開けて笑う恰かつ幅ぷくのいい中年女性のＮＰＣたちに囲まれている。

　イベントクエスト【ポストマン】の配達先は、昨日のうちには全すべて回り切ることができず、二日掛けて最後の配達先のＮＰＣにクエストアイテムの配達物を渡すことができた。

　ついでにリゥイとザクロを散歩させようと二匹ひきを召しよう喚かんして一いつ緒しよに配達先を回っていたが、こうして最後の最後で、おば様方の井戸端会議に引き込まれてしまい、俺は頰ほおを引き攣つらせながら解放されるのを待つ。

　リゥイは、早く帰りたそうに溜ため息いきを吐つき出し、ザクロは、おば様方の大きな声に驚いて、俺の服のフード部分に隠かくれてしまったが、二本の尻尾しつぽがはみだしている。

「それじゃあ、私たちがちゃんと受け取ったって証明書を書いてあげるからね！」

　取り止めのない会話が一区切りつき、おば様方はそう言って、それぞれの名前を自筆した小さな紙を俺に手渡してくれた。俺は配達証明書というクエストアイテムを手に入れた。

　これで全ての配達物の配達証明書を手に入れたので、後はこのクエストを受注したＮＰＣの場所に戻れば完了だ。

　最後の配達場所が受注したＮＰＣのそばになるように配達の順番を調節したので、すぐに戻って来ることができた。

「あら、配達は終わったのかい？　それならコレはお駄だ賃ちんだよ」





──クエスト【ポストマン】をクリアしました。






「また、頼たのみ事があったらお願いね。便利屋さん」

「はい、分かりました」

　昨日の紫のショールを羽織った老婆のＮＰＣから報酬を受け取り、俺は軽く会え釈しやくして立ち去る。

「配達の報酬がクエストチップ２枚と少しのお金か。クエストチップはまだたった３枚か。けど、他ほかにも色々と収しゆう穫かくがあったからな」

　俺は、二日掛かけてＮＰＣにアイテムの配達だけをしていた訳ではない。

　町中を歩きながら、町の各所に設置されたクエストボードを確かく認にんした。

　中央と東西南北にそれぞれ一か所ずつ、全部で五か所にクエストボードが設置されており、そこに掲けい示じされているクエストは、微び妙みように違ちがいがあった。

　討伐系は、どのクエストボードにも貼はり出されているが、お遣つかい系と納品系は、場所ごとに特色があったのを確認できた。

　たとえば、東側のクエストボードに武器の納品系クエストがあるとすれば、西側のクエストボードには、ポーションの納品系クエストがあったりする。

　また、配達先のＮＰＣと話をしたら、町で起きている問題を色々と聞くことができた。

　どこの誰だれが、どんな状態で、どのような助けが必要なのか、などの情報をメモしていたために、二日掛かってしまったと言える。

　そして、それらのクエストは、クエストボードに掲けい載さいされていない隠しクエストであることが分かった。

「昨日の迷子のクエストも配達のクエストも、各所のクエストボードで調べたけど、見つからなかった。ってことは、クエストボードに載のらない隠しクエストだったってことだな」

　俺は、そう呟つぶやきながら南側のクエストボードに掲載されたクエストを受注する。

「西側のポーションの納品系クエストだけど、別に今すぐにやる必要はないから、これにしよう」

　城じよう壁へき内部に広がるだだっ広い畑を有する南側にあるのは、いわゆる不人気なクエストボードとなっており、未達成クエストが多くある。

　その中で俺が受注したクエストは──【農作業の手伝い】だ。

　俺は、クエストＮＰＣであり、【アトリエール】の建設や薬草栽さい培ばいなどでお世話になっている農夫ＮＰＣに話しかける。

「おっ、お前さんかい。今日はどうした？」

「一応クエストを受けに来たけど、説明してくれるか？」

「ああ、助かるよ」

　腕うで組ぐみをした農作業服姿の農夫ＮＰＣは、とある畑の一角を指差す。

「じゃあ、仕事の説明だ。ここに広がる休耕地を耕してくれ。雑草は、そのまま土と一緒に混ぜれば肥料になるだろう」

　俺は、【アトリエール】で一から薬草畑を作った経験から、指定された範囲が狭せまく感じられる。

「分かった。早さつ速そくやらせて貰もらうな」

　そうして指定された場所に向かって、さぁやるぞ、と意気込みながら、【アトリエール】で愛用している鍬くわを持って畑の前に立つ。

　足首まで伸のびた雑草の生えた畑に鍬を突つき立てれば、重い抵てい抗こう感と共に草の根ごと土を裏返すことができる。

「ぐぅ、やっぱり人の手が入っていない畑の土は硬かたくて力がいるな。【付加エンチヤント】──アタック！」

　途中でエンチャントによるＡＴＫのステータス強化を併へい用ようした地味な作業を延々と行う。

　時折、雑草に、薬草や毒草、解げ毒どく草などのポーションの素材が混じっているので、それも採取しながらの作業は、時間が掛かってしまった。

　流石さすがに畑仕事では、リゥイとザクロの出番はないが、手伝いたいのか、ザクロは畑の端はじっこで穴を掘ほり、リゥイはそれを見守っていた。俺はそれを横目に作業を順調に進めていく。

　そして、迷子の親捜し以上に時間を掛けて三枚の畑を耕し終えた。





──クエスト【農作業の手伝い】をクリアしました。






　クエスト完かん了りようの報告と共に、農夫のＮＰＣは、軟やわらかくなった畑の土を見て満足そうに頷うなずく。

「よく頑がん張ばってくれたな。ほら、日当と、これは採れたての野菜だ。持って行け」

　俺は、クエストチップ１枚と野菜の詰つめ合わせのような籠かごを受け取ると同時に、背中をばしんと強く叩たたかれてふらついた。

　人にん参じんや玉ねぎ、キャベツ、じゃがいもなどの野菜が詰まった籠を見て、【寒冷ダメージ】対策によさそうな温かいポトフを作る材料が揃って、個人的にとても美お味いしいクエストに思えた。

「さて、次のクエストをクリアしたら、ピックアップしたクエストの下準備を始めるか」

　俺は、自分で掘った穴に落ちそうになっていたザクロを抱かかえ上げて、再度、クエストボードの前へと移動する。

　今度は、東側のクエストボードへと向かい、【瓦が礫れきの撤てつ去きよ作業】を受注した。

　そして、瓦礫が山と積まれた場所の前に立つクエストＮＰＣから話を聞く。

「やぁ、君が瓦礫の撤去の手伝いに来てくれたんだね。この仕事は複数人向けだけど、いいんだね？」

「複数人向けってことはパーティー推すい奨しようのクエストなのか」

　難しい作業じゃなければ大丈夫そうだ、と思いながら、捻ねじり鉢はち巻まきをしたＮＰＣから詳くわしい話を聞く。

「俺たちは、棟とう梁りようの指示で建物を建てているんだけど、どうしても解体の後処理に手が回らないんだ。だから、ここの瓦礫から使えそうな資材を隣となりの空き地にまとめておいてくれないか？　あと、資材に使えないゴミは燃やしてくれ」

　そう言われて改めて目を向ける瓦礫の山の中には、建物の梁はりや煉れん瓦が、形のいい石などが見て取れる。

「一人で大変な場合には、別の人を誘さそってもその人の分の報酬を出すよ。それじゃあ、後は任せるね」

　そう言って、捻り鉢巻きのＮＰＣは、去っていく。

　後に残された俺は、しばし瓦礫の山の前で腕を組み、どうするか考える。

　砂じや利りや石、煉瓦に木材を一人で仕分けるのは大変、というか、無理。

　だから、俺は、人じゃないけどアイテムによる人海戦術で資材を仕分けることにする。

「さぁ、久しぶりの仕事だ！　──《召喚》！」

　俺は、先日【合成】センスで大量に作った【核かく石いし】から合成ＭＯＢを一いつ斉せいに呼び出す。

　寒さ対策で作ったヒートジェルが多めに呼び出された他、水属性のアクアジェル、地属性のアースジェル、風属性のウィンドジェルの三属性のジェルたちをリーダーとする合成スライム部隊。

　基本的に、敵の足止めや時じ間かん稼かせぎの肉にく壁かべ的な役割しか持てない使い捨てのスライムたちだが、長い間【アトリエール】で俺の手伝いに従事している合成ＭＯＢたちを、単純な労働力として呼び出した。

「ヒートジェルは、ゴミを体内に取り込んで焼しよう却きやく。アースジェルたちは、砂利や砂を体の中に取り込んで、指定の場所に運うん搬ぱん。その他のジェルたちは、煉瓦や石を一つずつ運んで、空き地で仕分けておいて。それじゃあ、開始！」

　俺の簡単な指示と共に、合成ＭＯＢのスライムたちが動き出す。

【アトリエール】の薬草畑を耕す時、体の中に土を飲み込み、攪かく拌はんする地属性のスライムたちは、体内に砂や砂利を飲み込むと、木もく片へんや煉瓦がその場に残る。

　順番に煉瓦や砂を運ぶスライムたちが列をなして、空き地を往復している。

　煉瓦は、乱雑に積まれているが、ちゃんと他の石とは区別されており、建材の石も区別されている。

　砂利を取り込んだスライムたちは、用意されていた砂すな袋ぶくろの中に入り込んで吐はき出し終わると、袋から這はい出てくる。

　また、小さい木箱には、折れ曲がった釘くぎを吐き出すスライムたちが見て取れる。

　スライムたちが働く一方で、煉瓦を綺き麗れいに並べたり、砂袋の口を縛しばって新しい袋を用意したりという細かい作業を俺が担当する。

　そして、徐じよ々じよに瓦礫の山が撤去されていく中で──

「おおっ、隠れていたけど、大物が残ってるな。これは、ちょっと大変かも」

　砂利や石、煉瓦に隠れて建物の梁や柱が姿を現した。

　どうやって運ぼうか、と悩なやんでいると、一部のスライムたちが大きな運搬物の下に入り込む。

　なにをするのか、見守っている俺の前で、大きな運搬物が持ち上がる。

「うぉっ!?　まさかのそんな運び方!?」

　驚おどろく俺の目の前では、複数のスライムたちが大きな運搬物を下から持ち上げて、自身のジェル状の体を転がして、移動させている。

　そして、運び終わったスライムが、またズリズリと運搬物の前に移動して、下に入り込み、体を転がしている。

　スライムたちが潰つぶれないか冷や冷やして見ていると、無事に大きな運搬物を次々と運び終わる。

　最後に大きな梁を運び終え、後に残った木き屑くずや木片などはヒートジェルたちが体内に取り込んで、燃やして食べてしまった。

　そうして、スライムによる人海戦術の作戦が終了した。

　途と中ちゆう、ザクロも小さい釘を咥くわえて、木箱への運び入れを手伝ってくれた。

「これにて完了でいいかな？　それじゃあお疲つかれ様──《送そう還かん》」

　瓦礫の山から使えそうな資材を選えり分けて整理し終えた俺の最後の仕事として、召しよう喚かんしたスライムたちを核石へと戻もどす作業がある。

　そして、戻した核石を拾い集める作業が、俺個人としては一番大変な仕事だと思う。なにせ、数が多いからな。

　そうして、瓦礫の撤去作業を終えて空き地の端はしに座り、このクエストならエミリさんは簡単にクリアできそうだな、と思いながら、熱いお茶を飲んで一休みする。

　しばらくして、捻り鉢巻きをしたＮＰＣが戻って来た。

「いや、驚いた。どんな手を使って、こんな短時間であの瓦礫を撤去したんだい。まぁそれはいいや。これで新しい建物の解体ができるよ！　ありがとう、これは報ほう酬しゆうだよ」





──クエスト【瓦礫の撤去作業】をクリアしました。






　メッセージが流れると共に、ＮＰＣから少し多めのお金と、クエストチップを３枚手に入れた。

　クエストボードで見た報酬よりも多くて、今度は俺が驚く。

「クエストボードに掲けい示じされていたクリア報酬より多い」

「ああ、あれは、数人でやる場合の一人当たりの報酬だよ。それをあんた一人で達成しちまったんなら、こっちは数人分の報酬を支し払はらわなくて済む。だから、その分、色を付けたんだ」

「ソロでのクエスト達成ボーナスってことかな？」

　俺は、そう自分なりの答えを呟つぶやき、そういうこともあるのか、と納なつ得とくする。

　もし、このクエストを俺一人の力で全部クリアしたとしたら、三日以上は掛かったかもしれない。と思いながら、これまで集まったクエストチップを数える。今のところ全部で７枚。

　明日あしたは、クエストを受けずに、納品系クエストの下準備をしようと心に決めるのだった。




　余談であるが、俺がスライムを使った瓦礫の撤去作業をしているのを、多くのプレイヤーに見られており、その作業風景がスクリーンショットや動画に撮とられていた。

　スライムの作業を可愛かわいいと評価されたり、ソロでも面めん倒どうな瓦礫の撤去作業をすることができる手段として合成ＭＯＢが再評価されたりしたらしいが、それは俺の与あずかり知らぬことであった。







　　　三章　耐たい寒かん素材と擬ぎ態たい亀かめ







　クエスト【農作業の手伝い】と【瓦礫の撤去作業】を行った翌日。

　寒々しい【アトリエール】の工こう房ぼう部と店てん舗ぽ部の間の扉とびらを開け放つと、店舗部に置かれたオーブンストーブの熱気が工房部へと流れ込んでくる。

「さてと、切った野菜を大おお鍋なべで煮に込こんで灰あ汁くを取ったら、ソーセージとベーコンを入れて、コンソメ投入っと」

　俺は、クエスト報酬で手に入れた野菜の詰め合わせを使ってポトフを作りつつ、納品系クエストのための準備をしていた。

　魔ま法ほうのコンロの上にのせられたお湯の入った鍋に野菜を投入しつつ、普ふ段だん通り工房部の大おお釜がまでポーション作りに励はげむ。

「農作業中に手に入った薬草を使えば、ポーションと素材は、必要数用意できるから、後はハイポーションとＭＰポーション、各種状態異常バツドステータス回復薬の準備が必要だよな」

　事前にチェックしたクエストは、ポーション、ハイポーション、ＭＰポーション、各種状態異常バツドステータス回復薬、弓矢の生産系納品クエストと、薬草、鉄鉱石、毛皮などの素材系納品クエストで、俺はそれらのアイテムを揃そろえている。

　割と初心者向けのクエストであり、難易度自体は高くないために、【アトリエール】で常備しているアイテムを取り出せば、十分にクリアできる。

　ただ……

「あっ、俺が使わないＭＯＢのドロップアイテムが足りない」

　この納品系クエストは、必要納品数が20個以上であるために、サンプルとして所持しているアイテムでは足りないかもしれない。

　また、タイミングも悪く、鉄鉱石を上質な鉄鉱石や鉄インゴットに変えてしまったところなので、数が足りない。

　納品系のクエストの段取りを考えながら、じっくりコトコト弱火で煮込んでいるポトフを焦こげ付かないように時折搔かき混ぜつつ、納品のためのポーションを用意していく。

　並行作業は、今までのポーション作りや料理で慣れているので、鼻歌交じりにできる。

　工房部の内部にコンソメの香かおりが漂ただよい始め、その美お味いしそうな匂においに、リゥイが事前に渡わたした人にん参じんスティックを齧かじり、ザクロが自分の尻尾しつぽを舐なめて毛け繕づくろいしながら、空腹を紛まぎらわせようとしている。

「待ってろよ。もう少しでポトフができるから」

　じっくり煮込んで野菜の中まで火が通るのを待っている間に、俺は一本ずつ丁てい寧ねいにポーションを瓶びんに注いでいく。

　一通りポーションを作製し終えて、鍋の火を落として余熱での温めに切り替かえる。

「さて、これでもう食べられるけど、もう少し作業してからな」

　俺は、工房部から店舗部へと移動して【アトリエール】の商品在庫を確かめ、今は補ほ充じゆうが必要ないことを確かく認にんする。

　そして、窓から見える薬草畑の様子に変化がないかを確かめていると、不意に寒い空気が足元を駆かけ抜ぬける。

　足元の寒さから自然と入り口の方に顔を向ける。

「ううっ、寒い寒い！　ユ、ユンさん、こんにちは」

「こんにちは、ユンさん。今、暇ひまですよね」

【アトリエール】に入って来たのは、槍やり使つかいの少女であるライナと魔法使いの少年であるアルの双ふた子ごのコンビだ。

「なんだ、その断定的な訊き方は。まぁ、暇だけどな」

「ああ、暖かい！　なんてこのお店は暖かいの！」

　ライナは、寒そうに擦こすっていた腕うでと縮こまっていた体を伸のばしている。

　そして、基き礎そ体温の高いリゥイとザクロを見つけてそちらの方へと歩いていく姿を、俺とアルが苦笑いを浮うかべて眺ながめる。

　しかし、リゥイとザクロに逃にげられたライナは残念そうな表情を浮かべて、今度はオーブンストーブの前へと進む方向を変える。

「アル、今日は、レティーアと一いつ緒しよじゃないんだな」

「はい。僕らは、イベント期間中はあまり一緒に行動してないんです」

「レティーアさんは、中小ギルドの人と協力してクエストをクリアしているところよ！　だから、私たちも負けていられないのよ！」

　威い勢せいのいい声を上げるが、寒くてストーブ前から離はなれないライナを、俺とアルは、生温かい目で見守る。

　そう言えば、ライナの格好は、以前と変わらない革かわ鎧よろいの軽い装備で寒そうに見えるが、アルの姿は、風を通さない素材の上に裏地に加工が入ったローブを新調したのか、あまり寒そうには見えない。

「アルの方は、防具を新しくしたのか？」

「はい！　そうなんですよ。【寒冷ダメージ】の実装って聞いたんで、寒さ対策用のローブを頼たのんで、この前できたんです」

　えへへっ、と嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめるアルに対して、ストーブ前から離れないライナが恨うらめしそうに睨にらんでいる。

「アルだけズルい！　私は、一人寒い思いをしているのに！」

「それは、ライちゃんの自じ業ごう自じ得とくだよ」

「また、ライナが何かやらかしたのか？」

「なによ！　私がトラブルメイカーみたいな言い方して！」

　ムキーと怒おこり出すライナだけど、ちょっと短たん絡らく的なところがあるからそう言われても仕方がない気がする。

「まぁ、落ち着け。ちょうど、体が温まるものを作ってたところだ。それを食べながら、話を聞いてやるから」

　余熱で温めていた鍋を店舗部のカウンターに移動させて、二人にポトフを振ふる舞まう。

　リゥイとザクロにも底の浅い皿にスープを少なめにして、大きめに切った野菜やベーコン、ソーセージをのせてやる。

　リゥイは、トロトロの人参を食べてスープを飲み始め、ザクロは、ホクホクのじゃがいもを口に含ふくみハフハフしている。

　そして、ライナとアルも煮込んだ野菜とスープをスプーンで一緒に掬すくい、口に含む。

「はぁ、体に染しみ渡る温かさね。レティーアさんにも食べさせたい」

「そうだね。温かくて、寒い外から入って来た僕らに安心感を与あたえてくれるね」

　二人が目を細めて、幸せそうな息を吐はき出したところで、俺は、改めて問いかける。

「それで、何か俺に用があったんじゃないのか？」

「そうよ！　ユンさん！　私たちが使える安い防寒アイテムあるわよね！」

　いきなり結論から切り出すライナ。

　俺がアルに目を向けて詳くわしい説明を求めると、アルは一度頷うなずいて語り始める。

「実は、ライちゃんは、ポーションの納品系クエストをクリアしたんですよ」

「納品だけの簡単なクエストなんだろ？　しかもクリアしたのに何が問題なんだ？」

「そこに、転売ギルドによる価格高こう騰とうって話が絡からんだらどうなります？」

　アルがそう言いながら、ライナの方を一いち瞥べつすると、アルの視線に気け圧おされてライナが身を引く。

　つまり、ポーションの納品系クエストでポーションの需じゆ要ようが高まり、転売ギルドによる価格上じよう昇しようが始まったのだろう。

　ライナは、そうした状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきせずに、手持ちのお金をつぎ込んでポーションを買い漁あさり、クエストはクリアしたけどもうお金がないと。

「全く……【アトリエール】は、一日の販はん売ばいの個数制限は掛かけてあるけど値段は安めなんだから、数日我が慢まんすればよかっただろ」

「僕もそう言ったのに、話を聞かないでボッタクリポーションを買い漁って、その結果、防寒装備を買うお金がないってホント……」

　はぁ、と深い溜ため息いきを吐はき出すアルに、苦労しているなぁ、という同情の視線を送る。

「ううっ、反省しているわよ！　でもやっちゃったものは仕方がないじゃない！」

「それで、防寒装備は買えないけど、代わりになる安い防寒アイテムを求めると……」

「そう！　そうなの！　ユンさんなら、便利なアイテムを持っているでしょう!?」

　俺は、はぁ、と溜息を吐きながら、二人が食べ終わったポトフの食器を片付ける。

「本来は、ポーションとかの消しよう耗もう品ひんのお店なんだけどな、うち」

　そう言って、俺は、テーブルに、幾いくつかのアイテムを並べる。

「右から順番に説明すると、属性軟なん膏こう、【水属性向上】のアクセサリー。そして、ヒートジェルの核かく石いしだ」

「それっていくらなの？」

「属性軟膏が20万Ｇ、【水属性向上】のアクセサリーは、高い方で15万Ｇ、安い方で７万Ｇ。ヒートジェルの核石が10万Ｇってところだ」

　属性軟膏の効果時間は、数時間と長いために、火属性の耐たい火か・耐熱クリームは、火山地帯の探たん索さく用に購こう入にゆうされ、水属性の耐水・耐寒クリームは、寒冷対策で購入される。

　希少素材の関係で少々高めの20万Ｇほどで売っているが、売れ行きは上々だ。

　次に、【水属性向上】の追加効果は、属性の若じやつ干かんの威い力りよく補正と属性防ぼう御ぎよの補正を得られるので、効果が高ければ、十分に耐寒アクセサリーになる。

　値段が15万の方は、最近作った様々な素材などを使った耐寒アクセサリー。

　値段が７万の方は、昔作ったアクセサリーに実験で色々な追加効果を付けた作品だ。こちらは耐寒効果も低く、作製時のコンセプトなどがない試作品であるために、プレイヤー向けに調整されていない。まぁ、これはあくまでサンプルとして、新しくプレイヤー向けに調節したものを作ることも可能だ。

　最後に、ヒートジェルの核石は、俺が防寒アイテムの湯たんぽ代わりに作った一体で、値段は素材持ち込みで10万Ｇだ。

　それらを順番に説明すると、取り出した直後は喜びに顔を輝かがやかせていたライナも徐じよ々じよに表情が曇くもっていく。

「た、高くて買えない！」

「そこまでライナは金欠なのか」

「せめて効果が短くてもいいから一つ２０００Ｇくらいのアイテムがあれば！」

「ライちゃん、高望みし過ぎ。あと、その値段は、ハイポーションと同じ値段だよ」

　二人は、初心者を脱だつしたばかりのプレイヤーだから、金銭的に余よ裕ゆうがある訳じゃない。効果時間が短くても、安価な防寒アイテムが欲ほしいと言ったところだ。

「まぁ、これもプレイヤーの支し援えんの一いつ環かんってことで俺が動くか」

　このテーブルに並べられた防寒アイテムは、元々は別の用よう途とで作られたものなのだが、その副次的な効果がたまたま防寒効果だったのだ。だから今度は最初から、防寒効果を目的に作ってもいいだろう。

「なになに!?　早さつ速そく、安価なアイテムを作ってくれるの!?」

「元々はそっちが言いだしたんだから、ライナとアルも手伝うんだぞ」

「ええっ!?　なんで僕まで」

「いいから、アルも手伝うのよ！　私たちは、一いち蓮れん托たく生しようなんだから！」

　俺もアルを巻き込むような発言をしたが、ライナと一緒の場合、道連れの方が正しい気がする。

　まぁ、俺も使えそうなアイディアを考えると、耐熱・耐寒効果を持つ素材を色々と組み合わせて作ることができそうだ。

　ライナとアルも唸うなりながら考えるが、すぐにそれは止まる。

「考えてみたけど、防寒アイテムのアイディアとかないわよ。そもそも寒さ対策なんて沢たく山さんあるんだから」

　ライナの言う通り、ステータスのＤＥＦの強化や属性耐性を高めることで寒暖に対応できるし、装備やアクセサリーでも適応できる。

　その他ほかにも、俺の合成ＭＯＢのヒートジェルは熱源になるし、マギさんの使し役えきＭＯＢのリクールは、冷気を発しているために側そばにいると涼すずしい。そういった存在を近くに置くだけでも大分違ちがう。

「ライちゃん逆に考えてみたら？　防寒してないのに平気なプレイヤーがいるじゃない」

「えっ!?　誰だれよ！　アルは勿もつ体たいぶらずに言いなさいよ！」

「──レティーアさんだよ。あの人のお金の使い道って、最低限の防具と消耗品購入以外は、ほとんどが食べ物に充あてられているんだよ」

　レティーアは相変わらずの食欲魔人なんだなぁ、と思いながらも、アルの話す内容は、興味深かった。

「つまり、レティーアが食べている物の中に、防寒アイテムになる物があるってことか？」

「僕は、そう思います」

　アルの仮説としては、レティーアの食べている物の中に、耐寒能力を高める効果がある物があると考えているようだ。

　食べ物の中には、一時的にステータスに補正を与える物もあるために、おかしいことではない。

「そう言えば最近、レティーアさんが寒いエリアに行く時は、木の根っこみたいな物を嚙かんでいるのを見た気がする」

「僕は、熱いエリアに行く時に葉っぱみたいな物を嚙んでいるのを見た記き憶おくがある」

「じゃあ、それを調べてみるか」

　もしそれが耐熱・耐寒効果を高める素材なら、それで何らかのポーションができる可能性がある。

「それなら私も見たことがあるし、素材を手に入れた大体の場所は覚えているわ！」

「えっと、確か、僕たちが知っているのは、第二の町を進んだところの街かい道どうの脇わきの林だね。あの辺は、野生の果くだ物ものが手に入るからレティーアさんがよく一人で果物狩がりするんです」

「早速行きましょう！」

「待て待て。だからって、いきなり探しにいく時間はないぞ」
















「そうだよ、ライちゃん。ユンさんにだって都合があるんだから」

　暴走しそうになるライナを俺とアルの二人で押し留とどめる。

　ライナは少し不満そうだが、一度椅い子すから浮うかした腰こしをもう一度下ろしてくれる。

「それって、【ホリア洞どう窟くつ】のあるところあたりか？」

　二人からより詳しい場所を聞き、大体のエリアを理解しようとする。

「違うわ。その手前の分ぶん岐きのもう一方の方よ。フェアリー・パンサーやケダマオニが出現する場所より少し進んだ場所よ」

　俺も散歩ついでに色んなエリアを歩いて素材探しをしているが、あのエリアには特に目ぼしいアイテムがあった記憶がない。

　それ以降、そのエリアの周辺は探たん索さくしていなかったが、もしかしたら見落としていた可能性もある。

「それじゃあ、待ち合わせは明日あしたの午後四時くらいでいいか？　学校が終わってからのログインなら、夕飯までは探索の時間が取れるから」

「分かったわ。それで……」

　ライナが待ち合わせに納なつ得とくし、アルも頷き同意する。

　そして、ライナの視線がすっと窓の外に向き、寒々しい風が吹ふく景色を見つめている。

「寒いからこのまま明日の待ち合わせまでここにいちゃ駄だ目め？」

「駄目に決まってるだろ。早く、帰れ」

　俺が素っ気無く答えると、ライナとアルはその場でログアウトしていく。

　次にログインする時は、自身の拠きよ点てんに設定している場所か、町のポータル前だろう。




　　　　●




　翌日、学校から家に帰ると、美み羽うは先に帰宅しており、ＯＳＯにログインしていた。

　ここ数日は、イベントクエストを猛もう烈れつな勢いで攻こう略りやくしているらしく、朝食や夕飯の時にどんなクエストを受けたのか、逐ちく一いち報告してくる。

　巧たくみもまた、学校の休み時間に俺に同じような話をしてくる。

　そして、俺は、お遣つかい系クエストという地味で効率の良くないクエストを受けたことや、納品系クエストの準備を進めていることを言うと、美羽と巧の二人から、討とう伐ばつ系や素材収集系のクエストに出るように勧すすめられた。

　まぁ、その時は鬱うつ陶とうしく感じたが、その話の中には有用な情報が多く含ふくまれていた。

「さて、ログインするか」

　部屋着に着き替がえて、昨日決めた待ち合わせ時間に十分間に合うのを確かく認にんしてからログインする。

　そして、感じる浮ふ遊ゆう感かんと共に、【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立つと、石造りの工房内は、足元に冷気が溜たまっており、地味に寒い。

　光が差し込む採さい光こう窓が閉め切られていて外より寒い場所から早く抜ぬけ出すために、工房部から店てん舗ぽ部へと移動する。

　店舗部では、ライナとアルが、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんが淹いれたお茶を飲みながら待っていた。

「もう来てたのか、早いな」

　俺が来たことを知ったライナは、お茶を一気に飲み、立ち上がる。

「さぁ、パーティー組んで行きましょう！」

「もう、ライちゃんは、少し落ち着こうよ」

　アルがいつもの調子で窘たしなめて俺の方に向き直る。

「僕たちは、準備できてますけど、ユンさんは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「行く前に寄りたいところがあるけど、いいか？」

　俺が二人に訊きくと、不思議そうにしつつ頷うなずく。

　このまま、目的地へと向かうと思っていたため、肩かた透すかしを食くらったようだ。

「ただ素材を探しに行くだけじゃ、勿もつ体たい無ないだろ？　だから、ついでにイベントクエストを受注してから行くんだよ」

「ああ、そうね！　それがいいわね！」

　イベントのことをすっかり失念していたライナは、大きな声を上げて同意してくれる。

「それじゃあ、行くか。っと、その前に、リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》」

　使役ＭＯＢのリゥイとザクロを呼び出して、俺たちは【アトリエール】を出る。

　まず向かう場所は、東のクエストボードだ。

　そこで、何組かのパーティーがクエストボードを見上げ、クエストを探している中で、俺は、達成済みの色の紙のクエストを受注する。





──クエスト【毛皮の納品】を受注しました。

達成条件：ＮＰＣの服屋のトムに種類問わず毛皮系アイテムを60個納品する。

報ほう酬しゆう：５０００Ｇ、パーティーの各プレイヤーにクエストチップ１枚。






「よし、これがまず一つ」

「まず一つって、この他にもクエストを取りに行くの？　他のクエストボードに行くのは面めん倒どうよ」

「まぁ、それは、移動しながら詳くわしく話すよ」

　文句を言ってくるライナを宥なだめながら、俺たちは一本裏の道へと入り込み、とある髭ひげを蓄たくわえた老人ＮＰＣに話しかける。

「この時期になると冬の到とう来らいを告げるためにケダマオニが白くなってユキゲオニという魔ま物ものに変わるのだよ。それの毛で作られた飾かざりを家に飾ると無病息災と言われておる。そのユキゲオニの毛を集めてくれぬか？」





──クエスト【冬飾りの材料集め】を受注しました。

達成条件：クエストアイテム【白しら雪ゆきの鬼おに毛げ】を15個納品する。

報酬：５０００Ｇ、クエストチップ３枚。






「ケダマオニも倒たおせば、毛皮系の素材をドロップするから、二つのクエストを並行できるはず。さぁ、行くか」

「「いやいやいや、ちょっと待って！」」

「うん？　どうした？」

　慌あわてて俺を止めるライナとアルに振ふり返りつつ、俺は転移オブジェクトのポータルへと向かう足を止めない。

「今のなに!?　えっ!?　クエストボードに載のってない隠かくしクエストってそんな簡単に見つかるものなの？」

「僕ら直接ＮＰＣからクエストを受注したんですよね？　って言うか、何でユンさん、隠しクエスト知ってるの!?」

　混乱するライナとアルに、そんなに驚おどろくことかな、と思いながら、二人が落ち着くのを待つ。

　ひーふーと深呼吸を繰くり返して二人が落ち着いたところで説明する。

「ユンさん、どうして隠しクエスト知っているんですか？」

　俺があちこちのＮＰＣに色々と話を聞いて回った経験から得た、隠しクエストのヒントを持っていると言ったら余計驚かれそうだ、と内心苦笑いを浮かべる。

「なんか、僕らの知ってるイベントクエストの情報とユンさんの持ってる情報に大きな違ちがいがあるような気がするんで説明して欲しいです」

「分かったよ。ただ、俺の話の多くは、受け売りだけどいいか？」

「前置きはいいから教えてよ！」

「そうですよ！　勿もつ体たいぶらないでくださいよ」

「全く、少しは落ち着けって、はぁ、ごほん──それじゃあ話すぞ」

　急せかす二人に対して、軽く窘めてから咳せき払ばらいして俺の知っている情報を二人に伝える。

「クエストボードのクエストには二種類あるんだ。単発クエストと連鎖チエーンクエスト」

「それって字じ面づらで考えると、単発クエストはそれだけのクエストだけど、連鎖チエーンクエストってのは二つ以上のクエストが連れん鎖さ的に発生する、ってこと？」

「そうだ。連鎖チエーン数は未定で、クエストの難易度も上下する」

「それって、どうやって見み極きわめるんですか」

　見極める方法は、非常に簡単だ。

「クエストボードの紙の色だよ」

「紙の色って確か、未達成とか達成済みとかのあれよね」

「そう。白が未達成、赤が達成済み。連鎖チエーンクエストは、それに関連するクエストが全すべて達成されれば赤だけど、途と中ちゆうまでだったら、黄色の紙で示されてる」

「それじゃあ、ユンさんがさっきのＮＰＣから直接受けたクエストは、隠しクエストじゃなくて、ユンさんが途中まで攻略したクエストの連鎖チエーンクエストなんですか？」

　アルの疑問に対しては、俺は首を横に振る。

「あれは、隠しクエスト。ＮＰＣから話を聞いて直接受注する従来の方法と同じだから、クエストボード頼だよりだと、見み逃のがしやすいんだよ」

「ふぅん。つまりは、虱しらみ潰つぶしにＮＰＣに話しかけたのね」

「いや、そこは、ＮＰＣのおばちゃんネットワークで困っている人の話を聞き出した」

　俺が、おばちゃんネットワークについて口にすると、二人からこの人何しているんだろう、というちょっと冷たい視線を感じたので、雰ふん囲い気きを変えるために咳払いをする。

「ごほんっ。適当なＮＰＣに話しかけて、その応答から当たりを付ければ、クエストＮＰＣは見つかる。隠しってほど隠れてないって。それより、ＮＰＣを訪ね歩くのはちょっと手間だけど、今回のクエストみたいに報酬がおいしいものもあるんだぞ」

「報酬がおいしい？　別にそれほど旨うま味みなんて感じないんだけど……」

　まぁ受けたクエストが【毛皮の納品】と【冬飾りの材料集め】だからさほど違いがないように見えるが、それぞれの報酬を意識するとちょっと違う。

「報酬の部分に大きな違いがあるだろ？　パーティーの各プレイヤーにクエストチップ１枚と全体でクエストチップ３枚だと大きな違いだぞ」

「あっ、そっか！」

　先に気が付いたのは、アルの方だ。流石さすがは、頭の回転が速い。

「これ、パーティーの一プレイヤー当たりの報酬と一クエスト当たりの報酬の山分けの違いだ！」

「それ、どういうことよ」

　不ふ機き嫌げんそうにアルに答えを聞こうとするライナに、アルが少し嚙かみ砕くだいて説明する。

「最初に受けた【毛皮の納品】ってクエストは、六人フルパーティーや僕たちみたいな三人パーティーが受けても、プレイヤー一人が貰もらえる報酬はクエストチップ１枚なんだよ」

「そうね。それでもう一つの【冬飾りの材料集め】のクエストは、３枚を三人で山分けだから、一人１枚。両方とも報酬は同じじゃない」

「三人の場合はそうだけど！　【毛皮の納品】は、ソロでも六人でもノルマは毛皮60個。六人なら一人のノルマは10個で、ソロなら当然一人のノルマは60個でしょ。それだけ一人の背負う負担が違うのに、その一人が貰えるクエストチップは同じ１枚なんだよ。でも、【冬飾りの材料集め】は、ソロで集められたら報酬は総取りのクエストチップ３枚だよ」

「えっ、それじゃあ、【冬飾りの材料集め】って、ソロで受けた方が得なの!?　なら今すぐパーティーを解除──『ライちゃん、落ち着いて』──うわっ、何よ!?」

　俺は、ライナとアルのやり取りを、笑いを押し殺しながら見守った。

「もし今パーティーを解除したら、【毛皮の納品】は、ライちゃん一人で60個集めないといけないよ」

「あぅ、でもでも、そうなると総取りが……」

「ライちゃんは、クエストを楽にクリアするか、それとも多くのクエストチップを手に入れるか、どっちを選ぶの？」

「う、うううっ、うがぁぁぁっ！　もう、面倒だからこのままでいいよ！」

　考えることを放ほう棄きして吼ほえるライナに、俺は遂ついに笑いを堪こらえることができなくなった。

「くく、あはははっ、そう深く考えなくていいって」

「もう、ユンさんがこんなイジワルな話しなければ、考える必要もなかったのに！」

「そう怒おこるなって。これは、クエスト報酬を選ぶ判断基準の一つなんだから」

　クエストの中には、やり方次し第だいでは、難易度が大きく変わるようなクエストも存在する。

　一番分かりやすい例としては、レイドクエストだろうか。

　六人パーティーが六組の最大三十六名で受けることができる大型クエストの報酬は、今回クエストチップ４００枚という破格の報酬だ。

　これがフルメンバー三十六名で攻こう略りやくできれば一人当たりの報酬は、端は数すう切り上げの12枚だ。

　だが、その半分の十八名で攻略できたなら、その報酬は倍になるが、難易度もぐっと跳はね上がる。

　そうした、クエスト参加者数と貰える報酬の相関関係について考えて、自分たちの受けやすいクエストや割のいいクエストを探す必要がある。

　そうライナとアルに語って聞かせる。

「だから、そういうところに気を回す必要があるんだ。ちなみに今回は、俺の調べた中で、耐たい熱ねつ・耐寒素材の採取ついでにできるクエストを選んだだけだ」

【毛皮の納品】と【冬飾りの材料集め】は、素材採取のついでにやるクエストで、その難易度を上げたら余計な時間を食ってしまう。高報酬を取るならソロでガッツリと時間を取ればいい。

「ほら、ケダマオニとユキゲオニの集団見えたから頑がん張ばって相手して来い」

「して来い、ってユンさんは？」

「俺は、お前たちが危なくなったらエンチャントや弓で援えん護ごするけど、基本は素材の採取をしているから」

　この辺の扱あつかいは、雑、と言われそうだが、それは気にせずに、俺は目に付いた採取ポイントから薬草系アイテムを拾ったり、採さい掘くつポイントを掘ほり返して鉱石を集め始めた。

「数が多いけど、雑ざ魚こよ！　行くわよ、アル！」

「うん！　僕たちの成長をユンさんに見せるんだ！」

　そう言って、ケダマオニとユキゲオニの集団に向かって攻こう撃げきを仕し掛かけるライナとアル。

　俺は、素材を集めながらも、二人の様子を気に掛ける。

　しばらくすると、ライナがヘイトを集める盾たて系アーツを発動させたために、二人が捌さばき切れない数のＭＯＢが集まって来たので、こっそり、弓矢でその数を調節する。

　ライナとアルが言っていた素材の採取ポイント場所までもう少し距きよ離りがあるが、その前に、受注した二つのクエストや別の納品のアイテムが集まるかもしれない。




　　　　●




「はぁ、はぁ、敵を一度に集め過ぎた。キツい」

「僕、途中でＭＰ切れて駄だ目めかと思った」

「それじゃあ、そこで休んでればいいぞ」

　ぐったりして近くのセーフティーエリアで休んでいるライナとアル。

　途中、二人が危なくなったらポーションとエンチャントでバックアップしたが、大量に集まる雑魚ＭＯＢ相手に辟へき易えきした様子だ。

「さっきの戦利品は、毛皮が53個、【白雪の鬼毛】が８個だから、残りは、俺が集めてくるよ」

　そう言って、ライナとアルに軽食と温かいお茶の水すい筒とうを渡わたして、俺は一人で周囲の探たん索さくに出る。

　ケダマオニとユキゲオニをそれぞれ七匹ひきずつ倒せば、二つのクエスト条件は満たせるので、それほど気負わずにエリアを歩いていく。

　ただ、一番の目的である耐熱・耐寒効果を持つらしい素材はまだ見つかっていない。

「なんで目当ての素材が見つからないで、あまり重要度の高くない敵の方ばっかり見つかるかな？」

　俺は、そう呟つぶやきながら、【空の目】で林の間から見える敵ＭＯＢを見つめる。

　林の木々の向こう側にユキゲオニを一体見つけた。

　ケダマオニのマイナーチェンジ版で、若じやつ干かん強化されている敵に対して、弓を引き絞しぼり、放つ。

　木々の間を抜ぬけて、白い毛に覆おおわれた小さい体を矢が捉とらえる。

　突つき刺ささる矢の勢いに吹ふき飛ばされ、ユキゲオニはボールのように軽く地面を三度跳ねて、転がり、光の粒りゆう子しとなって消えた。

　その後も次々とユキゲオニが姿を現す度たびに一いち撃げきで射貫ぬき、これで五匹目。

「なんで、ユキゲオニの方が多く見つかるかな」

　この調子なら、先に二つ目のクエストの方を達成してしまいそうだ、と思いながら探していると、一いつ緒しよに連れてきたリゥイが俺の服の端はしを引っ張り、ザクロがとある方向へと先導する。

「どうした？　こっちの方向に何かあるのか？」

　俺がリゥイとザクロに引かれて向かった先には、開けた広場があり、その広場の中央に大岩に擬ぎ態たいしている大きなＭＯＢが待ち構えていた。

「亀かめ型のＭＯＢか。それに、あのＭＯＢの下に採取ポイントの反応があるな」

　まるで採取ポイントを守るように、亀型のＭＯＢの【ミミクリー・タートル】がジッと鎮ちん座ざしている。

　反応する複数のセンスを一つずつ確かめれば、気配を消し周囲に溶とけ込むための高レベルの【認にん識しき阻そ害がい】などの効果を持っている。

　だから、以前探索した時の俺の【看破】のレベルでは、ミミクリー・タートルを見つけられなかったのかもしれない。

「なら、今は行けるか？」

　俺は、センスを一度整えて、遠距離から仕留めるために準備を進める。
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【弓Ｌｖ49】【長弓Ｌｖ28】【空の目Ｌｖ13】【俊しゆん足そくＬｖ18】【看破Ｌｖ22】【魔ま道どうＬｖ16】【付ふ加か術じゆつＬｖ39】【地属性才能Ｌｖ29】【調教Ｌｖ19】【料理人Ｌｖ15】

　控ひかえ

【調薬師Ｌｖ３】【錬れん金きんＬｖ44】【合成Ｌｖ44】【生産職の心得Ｌｖ３】【彫ちよう金きんＬｖ25】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ３】【精神耐性Ｌｖ１】








「さぁ、行くか。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　まずは、自己強化のための三重エンチャント。

「相手の弱点属性が分からないから、今回は、《属性付加エレメント・エンチヤント》はなしだな。──《食材の心得》！」

　敵の弱点にマーカーを点てん滅めつさせ、その部位への攻撃によってダメージを増加する【料理】スキルを発動する。

「更さらに、相手の弱体化のために《呪加カースド》──ディフェンス！」

　敵の防ぼう御ぎよ力を引き下げ、ダメージを通りやすくするためのカースドを、ミミクリー・タートルに施ほどこす。

　これで下準備は整った。

「行くぞ。──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　引き絞った弦つるから放たれる矢は、ミミクリー・タートル目掛けて真っ直すぐ飛ぶ。

　狙ねらいは、岩のような甲こう羅らと首の隙すき間ま、《食材の心得》が示すマーカーの一点。

　キラー・マンティスですら、防御姿勢を取りつつも防げなかった一撃を受けたミミクリー・タートルは──しかし耐たえた。

「……マジかぁ。俺の最強の一撃なんだけどな」

　そう呟き、その邪じや魔まな亀の退どかし方を考えて後ろ頭を搔かく。

　最強の一撃。と言っても通常の攻撃方法での最強の一撃だ。

　攻撃用アイテムの【マジックジェム】による連れん鎖さ爆ばく撃げきならば、マジックジェムの数だけチェーンボーナスによりダメージ量を増やすことができるが、先日リーリーと一緒に逃にげ帰る時に大量に使ってしまい、今は在庫が少ない状態なのだ。

「けど、ダメージは、ちゃんと受けているみたいだな」

　ミミクリー・タートルは、全くの無傷という訳ではなく、ほんの少しダメージを受けていることが分かる。そして、ダメージを受けたことでモゾモゾと動き出すかのようにその体を揺ゆすっていたが、しばらくしたらピタッと動きを止めて、元のようにジッと動かなくなってしまった。

「って、観察している間に、敵がＨＰ回復しているよ」

　折角、強力な一撃を叩たたき込んだのに、ＨＰの自動回復が早くて、削けずった分が元通りだ。

「はぁ、仕方がない。一度、ライナとアルたちの所に戻もどって相談するか」

　実際にこの場所を見せれば、何か情報を思い出してくれるかもしれない。

　そう思いセーフティーエリアへと戻ると、二人は休きゆう憩けいを終えて、セーフティーエリア周辺で軽く毛皮集めに勤いそしんでいた。

「あっ、ユンさん、お帰り」

「お帰りなさい。こっちは、毛皮が３個に【白雪の鬼毛】を３個手に入れました」

「俺の方でも毛皮と【白雪の鬼毛】を手に入れたから、合わせれば、二つのクエストの条件は達成できるな」

　俺がそう告げると、ライナは小さくガッツポーズを取って喜び、アルはやっと終わったと安あん堵どの吐と息いきを吐はき出す。

「さっき、周囲を探索していて、見つけたものがあるんだ。二人に見てもらいたくてな」

「「見てもらいたいもの？」」

　二人揃そろって同じように小首を傾かしげる様子に微び苦く笑しようを浮うかべてから、俺は先さき程ほどの場所へと二人を案内する。

　最後に見た時と変わらず大岩に擬態を続けるミミクリー・タートル。

「あの岩の下が採取ポイントになってるんだよ。だから、ここが怪あやしいと睨にらんでるんだ。何か、レティーアからそれっぽいこと聞いてないか？」

　ミミクリー・タートルの倒たおし方とか、退け方とか、ヒントになるようなことがあれば、有あり難がたいんだけどな。

　そう思いながら、ライナとアルへと視線を向けると、二人とも腕うでを組んで頭を悩なやませている。

「ってか、なにこれ、タダの岩？」

　そう言って、【看破】などのセンスを持っていないライナが不用意に岩に近づき、ミミクリー・タートルに触ふれようとした時──

「うわっ!?　なんか、出て来た！」

　岩の中から頭だけがぬるっと現れ、ゆっくりとした動作でライナの手に嚙かみつこうとするが、余りに遅おそい動作のためにライナに逃げられた。

「そいつ、凄すごく硬かたいんだよ。だから、どうやって退けるか考えてたんだ」

「それを早く言ってよ！」

「駄目です。僕の記き憶おくにはありません」

「それじゃあ、どうするか？」

　どうやってミミクリー・タートルの下の採取ポイントを探さぐろうか、と考えていると、ライナが短たん槍そうを構えて、ミミクリー・タートルの側面に回り込む。

「そんなの、攻こう撃げきしていれば、いつかは倒れるはずよ！」

　俺とアルが、止めるべきか、と一いつ瞬しゆん躊躇ためらう間に、ライナはミミクリー・タートルに攻撃を加えていく。

「うりゃぁぁっ！　とりゃぁぁっ！」

　短槍を振ふるい、岩のような甲羅に攻撃していくライナ。

　アルも肩かたを竦すくめながら、火属性の魔ま法ほうである炎えん弾だんを生み出し、ミミクリー・タートルに放っていく。

　ライナが飽あきるまで付き合うか、と思い、俺は先程と同じ下準備を整えて、《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》を放つ。

　三人の攻撃を受けるミミクリー・タートルは、手足を引っ込めて完全防御の態勢に入る。

　ライナとアルの攻撃は、一いつ切さいダメージが通らないが、俺の攻撃の一部は、僅わずかにミミクリー・タートルのＨＰを削った。しかし俺がＭＰを回復させるためにＭＰポーションを飲む間に、ＨＰの自動回復によって回復されてしまう。

「はぁはぁ……こっちは攻撃し続けているのに、なんで、ダメージが通らないの？」

「ライちゃん、それだけ防御力が高いってことだよ。ああ、疲つかれた」

　倒れない敵に延々と攻撃し続ける虚むなしさから、最初にアルが脱だつ落らくし、疲れて短槍を振るえなくなったライナも攻撃の手を止める。

　そして俺は──

「あっ、これ意外と【弓】センスのレベル上げに使えるかも」

　そう呟き、延々と矢を放つ。

　自分より遥はるかに高い防御力を持つ相手への攻撃によって、戦せん闘とう系センスに経験値が蓄ちく積せきしていく。雑ざ魚こを延々と倒し続けるよりは多く、強いボスＭＯＢを倒すよりは少ないくらいだろうか。

　何十回とアーツを放ち続けていると【弓】センスのレベルが一つ上がり、レベル50の大台に乗る。そして、追加されるセンスの派生先に新たに誕生した【魔ま弓きゆう】センスの項こう目もくを見て、俺は、迷わず取得する。
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【長弓Ｌｖ30】【魔弓Ｌｖ１】【空の目Ｌｖ13】【俊足Ｌｖ18】【看破Ｌｖ23】【魔道Ｌｖ17】【付加術Ｌｖ40】【地属性才能Ｌｖ29】【調教Ｌｖ19】【料理人Ｌｖ15】

　控え

【弓Ｌｖ50】【調薬師Ｌｖ３】【錬金Ｌｖ44】【合成Ｌｖ44】【生産職の心得Ｌｖ３】【彫金Ｌｖ25】【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐性Ｌｖ３】【精神耐性Ｌｖ１】








【弓】センスを控えに回して、新たに手に入れた【魔弓】センスを装備しての攻撃は──

「……逆に攻撃力落ちてる。まぁ、センスがレベル１だから仕方がないか」

　もしかしたら、新規に取得したセンスでミミクリー・タートルを倒せるかもしれない。と思ったが、甘くはないようだ。

「ねぇ、ユンさん。そろそろ諦あきらめようよ」

「これってホントに倒せるんですか？　レティーアさんが見つけたものは別の場所にあるって可能性は？」

　既に飽きてやる気のないライナとアル。

　俺もそろそろ飽きてきたが、これで見つけられなければ、今日は時間切れでログアウトしなければいけない、と思い、最後の挑ちよう戦せんをする。

「悪いな。これで最後にするよ」

　そう言って、俺は、駄だ目め元もとでインベントリからスコップを取り出し、ミミクリー・タートルへと近づき、地面とミミクリー・タートルの甲羅の間の土を退かし、手を差し込む。

「まさか、持ち上げるとか？　無理よ」

「俺だってそんな馬ば鹿かなことしないって。取り敢あえず駄目元で──《クレイシールド》」

　下からせり上がる土つち壁かべ。

　ミミクリー・タートルの甲羅の端はしを引っ掛かけるようにさせる。

　こんな方法でミミクリー・タートルをひっくり返せれば儲もうけものだ、程度の考えだったが、徐じよ々じよにせり上がる土壁が見事に甲羅の端に引っかかる。土壁に寄り掛かるように斜ななめに傾かたむく亀かめという構図ができ上がっていた。甲羅の片側を持ち上げるだけでひっくり返せはしなかったが、その下の採取ポイントを露あらわにすることはできた。

　そして、そんな方法があるなら、早く使えよ、とでも言わんばかりのライナとアルの視線が地味に痛い。

「さ、さぁ、二人とも早くその下の場所のアイテムを採取してくれ」

「えっ!?　無理よ！　いつそれが倒れてくるか分からないじゃない。ほら、アルが行きなさいよ！」

「僕も無理だって！　ほら！　亀がジタバタし始めて危ないよ！」

　土壁によって甲羅の片側を持ち上げられたミミクリー・タートルがやっとおかしいと気が付いたのか、短い手足や頭を出して、ゆっくりとだが手足をパタパタさせている。

　動きが遅くて可愛かわいいかも、と思ってしまうが、その遅い動きに合わせて、ピキピキと土壁に亀き裂れつが入っているのを見ると、そんなことも言っていられない。

「ちょ、倒れてくるわよ！　危ないから私逃げるわよ！」

「あっ!?　ライちゃん、置いてかないでよ！」

「おい、魔法で持ち上げている俺を置き去りにするな！」

　土壁の亀裂が徐々に大きくなり、ミミクリー・タートルを支えられなくなりつつある。

　そして俺が、もう駄目だ、と思いライナとアルの後を追うように踵きびすを返した瞬しゆん間かん──

　ズシンッという、重い岩が上から落ちるような音と共に、俺の背中に風圧で巻き上げられた土が盛せい大だいに掛かり、それに押されるようにして、俺は地面に頭から倒れ込む。

「ユンさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「一応、土が掛かっただけで大丈夫」

　ライナとアルが近くの樹きの陰かげに退たい避ひしており、恐おそる恐るこちらを覗のぞき込んでくるので、土の上で、手をひらひらと動かす。

「キュオオン」

　その一方で、衝しよう撃げきと共に体勢を戻したミミクリー・タートルが初めて鳴き声を上げて、のっそりとした遅い歩みでその場を動き始め、採取ポイントが露わになる。

　体に付いた土を払はらいながら立ち上がり、ミミクリー・タートルの下に隠かくされた採取ポイントを見下ろす。

「白っぽい茎くきと葉っぱと黄色い根っこ？」

　白っぽい茎と葉っぱを伸のばす植物を引っこ抜ぬく。土の付いた根っこは、黄色っぽい色をしている。

「あっ、レティーアさんの食べてた食材っぽいけど、そうなってたんですね」

「アル、これがそうなんだな」

　耐たい寒かん・耐熱用、それぞれ別のアイテムだと予想していたので、まさか同じものだったとはちょっと驚おどろきだ。

　このアイテムは、ハクガというアイテムらしい。

　俺たちが衝撃を与あたえたミミクリー・タートルは、その場からゆっくりとした動作で振り返り、採取ポイントにあるハクガを地面から掘ほり起こして食べ始めている。

「ヤバイぞ！　ライナとアルは、少しでも多くサンプルを回収だ！」

「「了りよう解かい！」」

　俺たちは、ミミクリー・タートルに全部食べられる前に、なんとか三分の一程ほどは集めることができた。

　半分近くを掘り尽つくしたミミクリー・タートルは、残ったハクガを守るように再びその上に乗っかる。

「なんか、変なＭＯＢだったけど、これで目標は達成だな」

「そんなに頑がん張ばったつもりはないのになんか疲れたわ。けど、これで安価な耐寒アイテムが作れれば、寒くて行くのが辛つらいエリアも楽になるわ」

「ライちゃん、まだ作れるとは確定してないよ」

　ライナに現実を分からせようとするアルだが、その声に覇は気きはなく、ライナもアルの言葉に反論する気力はないようだ。

「それじゃあ、早さつ速そく試ためしてみるか。リゥイ頼たのむ」

　いつの間にかザクロを連れ幻げん術じゆつを使って隠れていたリゥイを呼べば、術を解除して寄り添そってくる。

　俺は、リゥイに頼たのんで水を出してもらい、自分やハクガの土の汚よごれを洗い流し、ベルトに括くくられた包丁を取って、ハクガを部位ごとに切り分けて実際に食べてみる。

「あー、なるほどね」

「いきなりユンさん自身が食べるなんて、ちょっとしたチャレンジャーね」

「アルも食べてみるか？」

「いえ、遠えん慮りよします。それより何か分かりました？」

　俺が差し出すハクガの葉っぱの部分を拒きよ否ひして訊きいてくるアル。

「確かに、葉っぱの方は耐熱効果、根っこの方には耐寒効果があるけど、継けい続ぞく時間が５分と短いな」

　せめて、この三倍から六倍はないと使いづらい。

　そのまま使う場合には、ガムのように口に含ふくみ続けるのもアリだけど、問題は味だ。

「根っこの方は辛からっ。それに葉っぱの方は、涼すずしくなるどころか寒いぞ」

　葉っぱの方を口に含むと耐熱効果を得られたが、同時に見えないステータスの部分に影えい響きようしているのか、少し肌はだ寒ざむく感じて、俺はブルッと身を震ふるわせ、腕うでを軽く摩さする。

「でもまぁ、これは何となく使い方が分かった」

「それじゃあ、目的も達成されたことだし帰るわよ！」

「ハクガは全部ユンさんに預けますけど、いつくらいに成果って出ますか？」

「まぁ明日あしたには、形にしてみせるよ」

　俺は、自分の感じている寒さを気付かれないようにそっとザクロを抱だき抱かかえつつ、二人とともに第二の町へと戻もどる。

　クエストＮＰＣへのクエスト達成の報告やその他ほかに集めた素材の分配などをしてからライナとアルとは別れ、俺は【アトリエール】へと帰る。

　素材を直接口に含んで、どういったものかを体感したために、作るべきアイテムの構想は出来上がっていた。

　俺は、【アトリエール】に戻って、早速耐寒・耐熱用のアイテムを作る下準備だけして、その日はログアウトした。




　そして、翌日の【アトリエール】では──

「ユンさん、昨日預けた素材で作った耐寒ポーションを見せてくださいよ！　そして、今すぐこの寒さを和やわらげて！」

「ライちゃん。昨日のクエストの報ほう酬しゆうで弱い防寒装備を買えたんじゃないの？」

　ジト目でライナを見るアル。

　俺は、一昼夜掛けて下処理したハクガを使った二種類の液体を注いだティーカップを用意する。

「ほら、赤茶色の方が耐寒効果、青緑色の方が耐熱効果の飲み物だ」

「これね！　早速、耐寒ポーションを飲ませてもらうわ！」

　勢いのある台詞せりふとは裏腹に、湯気の立つ赤茶色の液体をライナが少しずつ飲み、アルは青緑色の飲み物を少しだけ口に含む。

「ほっ、これが耐寒ポーションね！　なんだかお腹なかの底からあったまるような感じね！　ステータスにも【耐寒効果】が25分継続と出ているわ」

「僕の飲んだ耐熱ポーションは、逆に体がスッと冷えるような感じがします。いっそ冷えすぎて、寒く感じるんで、次は耐寒ポーションを貰もらいます」

　二人がそれぞれの液体に口を付けたのを見て、俺は、小さく押し殺したように笑う。

　そして、二人が頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべているのを見て、ここでこのアイテムがポーションでないことを教える。

「実はな。この液体は、分類だと【調薬】センスで作るポーションじゃないんだよ」

「えっ？　でも、効果が発揮されるわよね」

「まぁ、今から実演するよ」

　そう言って、昨日の段階で下処理したハクガと、ティーポットを二つ取り出す。

　ハクガは、根の部分と葉っぱの部分に分けている。

　まず、根を摩すり下ろしたものをスプーン一いつ杯ぱい分ティーポットの中に入れ、それと一いつ緒しよに紅茶の茶葉と【妖よう精せい郷きようの花王蜜ハニークラウン】を少し加えてお湯を注ぎ、じっくり蒸むらす。

　もう一方のティーポットには、乾かん燥そうさせた葉っぱをハサミで細かく切って入れ、それに熱湯を注ぎ、輪切りのレモンを入れただけだ。

　こうしてできた二種類の液体を、改めて二人のカップに注ぐ。

「今見たように、これは【料理】センスで作れるアイテムなんだ。一言で言うなら、ポーションじゃなくて、ドリンクかな？」

　お手軽簡単に作れるジンジャーティー風味の耐寒飲料の【ホットドリンク】に、ペパーミントのハーブティー風の耐熱飲料である【クールドリンク】の完成である。

　またハクガの根は、ショウガの代わりに使え、葉っぱはミントの代用品になるために、この素材が常用化すれば、飲み物形式以外にも色々な料理で耐寒・耐熱効果を得る食べ物が生まれることが予想できると伝える。

「でも常用化すればでしょ？　できるの？」

「一応、ハクガの種は、【錬れん金きん】センスを使って手に入れたから、植物育成用のプランターで試しに育てているところ」

　他にも、根を直接植えても育てることができる謎なぞの植物・ハクガ。

　ショウガとミントを合わせたような植物である。しかも、ＮＰＣ売りのものよりも味がいい。まさに、ファンタジーである。

　一応、それらの情報は、紙に書いてまとめて資料を作成した。

「さて、それを踏ふまえた上で、二人に相談なんだが──」

　俺は、ライナとアルに一つの相談をする。







　　　四章　情報の売買と馬小屋







　俺がライナとアルにした相談。その内容とは──ハクガの情報を売ることであった。

　有用なアイテムは、それ自体だけでなく、その情報も生産職が買い取ることがある。

　例えば、俺の【付ふ加か術じゆつ】センスのスキル【物質付加アイテム・エンチヤント】や【技能付加スキル・エンチヤント】とそれらのスキルによって生み出すアイテムは、マギさんやクロードたちによって３００万Ｇの値段が付けられた。

　その一方で、俺とエミリさんによる【合成】や【錬金】センスを用いた【金きん属ぞく糸し】のレシピは、それを秘ひ匿とくすることで利益を上げているが、もしレシピを売り出せば、買い取る人は確実にいる。

　それと同じように、この食材系アイテムのハクガとその使い道を売らないか、と二人に相談した結果──

「私たちが第一発見者じゃないわよ。私たちはただレティーアさんが食べているのを見ただけよ」

「だよね。だから、売った場合の権利は、レティーアさんにあると思うんだけどな」

　その言葉を聞いた俺は、一いつ瞬しゆん目を瞬またたかせ、そして、ふっと表情を和やわらげる。

「ああ、そうだったな。なら、レティーアとライナとアルの三人だな」

「なんでその中にユンさんが入っていないのよ。【料理】センスで作ったり、栽さい培ばい方法を見つけたのはユンさんでしょ？」

「そうですよ。僕たちだけ得しているじゃないですか」

　ライナとアルが言っていることは勿もち論ろんだが、俺は、絶対に認めない。

「俺は別に、情報の分け前とか貰うほどお金で困ってないから、ライナとアルが貰っておけ。それに、俺たちがこのハクガの情報を秘匿したとして、効果の高くない【ホットドリンク】を延々と売るなんて面めん倒どうなことしたくない」

　当初の目的である安価で適度な効果の耐たい寒かんアイテムの継続入手は、他のプレイヤーに任せることを二人に伝える。

　生産職プレイヤーがお互たがいに【ホットドリンク】を売り出せば、市場が飽ほう和わして自然と需じゆ要ようが落ち着き手て頃ごろな価格になるはずだ。

「それに俺には、このハクガの種を確保できたことが大きいんだよ。それより、フレンド通信でレティーアに確かく認にん取れよ」

　情報を売り出すために、レティーアに確認を取るライナとアルを横目に、俺は、手元のハクガの根っこを持って、この高級ショウガっぽい食材で何作ろうか、と考える。

　豚ぶた肉にくの生しよう姜が焼きや若鶏のから揚あげ、ギョウザ、魚の煮につけなんかを作るのは良さそうだ。

　一人料理への妄もう想そうを膨ふくらませていると、ライナとアルが連れん絡らくを取り終えたようだ。

「レティーアさん、なんか、全部任せる、だって。あと、今日はホームに戻っているらしいから後で顔見せに行きましょう。──けど、ユンさんの言う情報って売る伝つ手てとかあるの？」

「僕らとしては、レティーアさんに任されたから安く買い叩たたかれないか心配ですよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。変人だけど信しん頼らいできるやつだから。俺も用事があるから早さつ速そく行ってみるか」

　そう言って、二人を連れて【アトリエール】から外へと出て、情報を買い取ってくれる相手のいる店へと向かう。

　その移動する道すがら、【ホットドリンク】を飲んだライナとアルは、寒さを感じないのか、少しご機き嫌げんな様子だ。

　そして、辿たどり着いた店は──

「ここは！　お洒落しやれな喫きつ茶さ店てんの【コムネスティー喫茶洋服店】！」

「僕らじゃ手の届かない値段の洋よう菓が子しのお店！　レティーアさんは質より量を取るから、来る機会のなかった憧あこがれのお店！」

　目を燦さん然ぜんと輝かがやかせて店を見上げる二人。

　なんか、ちょっと不ふ憫びんになってきたので、店の中に入りながら提案してみる。

「ティーセットは、俺が奢おごるよ。あとレティーアへのお土産みやげも買って行こう」

「いいの!?　それじゃあ、私は、このプリンアラモードとミルクティー！」

「えっと、僕は、チョコレートケーキと抹まつ茶ちやラテをください！」

「って、早っ！」

　俺が奢る、と言った時には、カウンター席を二つ確保して、メニューを注文している。

　そして、俺は、その注文を受けた男性ウェイターのラテムさんに、クロードに取り次いでくれるようにお願いした。

　俺も紅茶を一杯注文して、二人が運ばれてきたティーセットを美お味いしそうに食べている様子を見ながら、クロードを待っている。

「いつ、冬服を取りに来るか待っていたが、ようやく来たか」

「ああ、流石さすがにちょっと寒いからな。それとほら、俺の作ったケーキだ」

　奥からやって来たクロードにインベントリに入れていたショートケーキの入った箱を渡わたし、代わりに店の試着室で着き替がえた冬服版のオーカー・クリエイターに【装備の連結化】の処理をして貰い、装備を切り替える。

　防寒処理の施ほどこされた冬服は、以前試着した時よりも体の熱を逃にがさず、服の内側の肌はだ触ざわりも良くて満足する。

　試着室から席に戻もどる途と中ちゆう、冬服に着替えた俺に気が付かずにいるライナとアルを静かに観察する。

「あっ！　猫ねこよ！　猫～、こっちにおいで～」

「ライちゃん。僕も撫なでさせて！」

　成せい獣じゆう化した幸運猫のクツシタにライナが呼び掛かけると、その膝ひざの上に飛び乗ってくる。ライナはクツシタの顎あご下したを指先で撫でて、アルもレティーアの使し役えきＭＯＢに慣れているため、優やさしい手付きで背中を撫でる。

　ゴロゴロと喉のどを鳴らすクツシタを見て、俺の隣となりに来たクロードは、呟つぶやく。

「なんだ？　洋服のモデルを連れてきていたのか？　気分が高こう揚ようしてきたぞ」

「高揚するな、変態！　絶対に手を出すなよ！」

　スッと目を細めたクロードが、顎に手を当てながら二人を見ているが、決して、冗じよう談だんだ、という言葉は口にしない。この目は本気かもしれない。

　そして、俺の声に気が付いたのか、二人はこちらに目を向けてくるが、会話には入ってこない。

「モデルの仲ちゆう介かいではないとしたら、他ほかに何か用でもあるのか？」

「新しい食材系アイテムとそれを使った耐寒・耐熱アイテムのレシピ、それの栽培方法を買ってくれ」

「ふむ。それは、【コムネスティー喫茶洋服店】のオーナーに対しての依い頼らいか？　それとも【生産ギルド】のサブマスに対する依頼か？」

「あー、その辺の相談も含ふくめて、なんだけどな」

　俺の歯切れの悪い言葉を聞いて、詳くわしく聞く気になったのか、クロードは俺をライナたちから少し離はなれた席に誘さそい改めて向かい合う。

「まぁ、まずはサンプルとしてこの二つの飲み物を飲んでくれ」

「では頂こう──ふむ、ジンジャーティーだな。そして、もう一方は、ミントティー。二種類の食材か。どちらも耐寒・耐熱効果が付ふ与よされてるな」

　クロードは、良い感じで誤解してくれているが、これが元々一つの食材系アイテムだって知ったら驚おどろくだろう。そう思いながら、微び笑しようを浮うかべる。

「それで、この情報を買ってくれるか？」

「確かに、今回のアップデートによって耐寒効果の需要は高まっているな。そして、防寒処理を施した防具を購こう入にゆうできるプレイヤーは、資金に一定の余よ裕ゆうを持つプレイヤーのみ。よって、それ以外や基本的にプレイ時間が短いプレイヤー相手なら、需要が高いだろうな」

　クロードはすぐにアイテムの需要を弾はじき出すが、それ以外にも何やら頭の中に巡めぐらせているようだ。

「俺個人としては、この二種類の飲み物を【コムネスティー喫茶洋服店】の新メニューにそのまま加えたいとも思っている。それに、ミントのような素材があれば、チョコミントやミント風味の飴あめ玉だまも提供できるからな」

　だが──と一度言葉を区切るクロード。

「それは俺個人としてであって、【生産ギルド】としては、俺一人の判断では決定できないし、何より加入している料理センス持ちたちに過不足なく同じ素材を行きわたらせなきゃいけない。それを行う下地が現状ない」

「やっぱり、そうだよなぁ」

　はぁ、と溜ため息いきを吐ついて、そっとクロードから視線を外して、幸運猫のクツシタと戯たわむれているライナとアルへと目を向ける。

　その視線の意味に気が付いたクロードは、一人頷うなずく。

「なるほど、今回のアイテムの情報源はあの二人、いや、正確には双ふた子ごだったか？　お前が血相変えて、ＰＫプレイヤー・キラーが出現する森の中に突つっ込んでいく原因だったんだよな」

　直接の顔見せは今回が初めてだが、知っていたのか、と内心呟く。

　ＰＫが出現する森への突とつ入にゆうは、まだ【獄ごく炎えん隊たい】を始めとするＰＫギルドたちが暴れていた頃ころに、俺とエミリさんとレティーアの三人で行ったことがある。

　俺が渋しぶい表情をすると、クロードはニヤニヤと厭いやらしい笑えみを浮かべる。

「なるほどな。目を掛けている後こう輩はいプレイヤーのために少しでも高く情報を売り付けようとしているのか」

「……悪いかよ」

「いや、悪くないが、この情報に対しては、俺個人は、50万Ｇが妥だ当とうだと考えている」

「はぁ、そんなもんか。元々【料理】センスって評価が低いからな」

　そう言って、頭の後ろを搔かく俺に対して、クロードも少し申し訳なさそうにする。

「すまんな。それに、【生産ギルド】全体で考えるとやはり、即そく座ざに対応するのは難しいな」

　クロードは、一度喉を潤うるおすためにお茶を口にし、僅わずかな沈ちん黙もくの後に補足をする。

「まぁ、継けい続ぞくして持ち込んでくれるなら、値段に少し色を付けるくらいの便べん宜ぎは図はかれる。それと、他のプレイヤーを当たれば、俺より高い値段を付ける可能性があるぞ」

「便宜を図ってもらえるのは有あり難がたいけど、安定供給できるほど栽培で確保するのは難しいと思うぞ。まぁ、交こう渉しようの値段に関しては、一応、ライナとアルに訊きくけど──」

「ふへっ？　ユンさん、どうしたの？」

「……うっく、僕たちも話に加わりますか？」

　一心にケーキを頰ほお張ばっていた二人は、こちらの視線に気が付いてケーキを飲み込んだ後に声を掛けてくる。

「あのアイテムの情報が50万Ｇで売れそうなんだけど、どうする？　それで売るか？」

「50万!?　それってあれよね！　私たちが普ふ段だん受けるようなクエスト１００回分の値段よね！　決まりよ、決まり！　やっぱりまずは防寒装備を買わなきゃね！」

「ラ、ライちゃん、落ち着いて！　三人で割ると約16万Ｇだよ！　で、でも、短時間でそんなに稼かせいだことないよね。えっと、僕たちは、問題ないです！」

　クロードとの交渉結果を聞いて、二人は嬉うれしさに舞まい上がっているが、それが逆に金欠状態の深刻さを表しており、見てるこっちが哀かなしくなる。

「なぁ、ユン。この二人は……」

「クロード。こいつらに持ち帰り用のお菓か子しを用意してくれるか？　金は俺が出すから」

「それなら、俺が奢ろう。直接のお金では50万Ｇ以上出せないが、情報を持ってきてくれた手間賃だと思ってくれ」

「なら、交渉成立だな」

　俺とクロードが軽く握あく手しゆをした後、クロードからライナとアルに50万Ｇが支し払はらわれ、俺からクロードに、素材のハクガとハクガについて俺がまとめた資料を渡す。

　ハクガの使い方と当の不思議植物を見たクロードは、微び妙みような表情を浮かべると共に、すぐにそれを【コムネスティー喫茶洋服店】の喫茶店部門を支える生産職プレイヤーたちの方に回した。

「それじゃあ、持ち帰り用に好きなお菓子を選ぶといい」

「やったわ。それじゃあ、これと、これをお願い！」

「僕は、こっちのチョコカスタードのシュークリームをお願いします」

　最後に、クロードから持ち帰り用のクッキーやシュークリーム、エクレアなどの詰つめ合わせを受け取って、ホクホク顔のライナは、はっと何かに気が付いたような顔をする。

「私、凄すごいことに気が付いたわ！　新しいアイテムの使い道を見つけてその情報を売れば、楽にお金が手に入るわ！」

「ライちゃん、それは狙ねらってできるものじゃないよ」

　アルのツッコミに俺とクロードが無言で頷くが、それを聞かずに一人でテンションを上げ続けるライナ。

「でも、いいじゃん！　有用アイテムを見つけてその情報を売る！　まるで凄すご腕うでのトレジャーハンターみたいじゃない！　ふふん、なんかカッコイイ響ひびきよね」

　顎に手を当てて、自分が華はな々ばなしく新しいアイテムを見つける姿でも想像したのだろうが、すぐに現実に直面するだろうな、と苦笑いして、俺はツッコまず見守ることにした。

「もう、ライちゃん。あまり長居すると迷めい惑わくだから、ホームに戻ろう！　それじゃあ、失礼します。ユンさんは、僕たち【新しん緑りよくの風かぜ】のギルドホームに案内しますね」

　一人妄もう想そうにトリップしているライナの襟えり首くびを摑つかみ、店から退出するアル。

「クロード、また来るな」

「ああ、次に来るまでに、この素材で何か美味しいお菓子でも完成させておくよ」

　俺はクロードと軽く挨あい拶さつを交かわしてから二人の後を追う。

　そして、大通りに出たライナとアルにすぐに追いついた俺は、アルの横に並びながら、後についていく。

「そう言えば、俺は、レティーアたちのギルド【新緑の風】のギルドホームに行くのは初めてだよな」

「そうね。というか、私たちのギルドホームにギルドメンバー以外の人を招待したのって、ユンさんでまだ二人目じゃない？」

「ちなみに一人目が、エミリさんですよ」

「そうなのか。どんなギルドホームなんだろうな」

　先日もＯＳＯ最大手ギルド【ヤオヨロズ】のギルドホームに増築・改装が施されたのを思い出して、【新緑の風】のギルドホームも期待するが、すぐに頭かぶりを振ふる。

　ギルドメンバーの数や性質が違ちがうのだ、同じようなものを期待するのはそもそも意味がない。

　そして、ライナとアルに案内されたのは、馬小屋が脇わきに増設された二階建ての一いつ軒けん家や型のホームだった。

　その可愛かわいらしい印象に少し安心感を覚えていると、二人にホームの中へと案内される。
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「お邪じや魔まします」

　俺は、ライナとアルの二人に案内されて、【新緑の風】のギルドホームの、外見通りのこぢんまりとした室内に入る。

　簡易キッチンと、ダイニング、リビングが兼けん用ようの大部屋には、大きめの木のテーブルが置かれている。そして、二階へと上がる階段が、部屋の脇に見える。

「なんか、安心感の湧わくシンプルさだな」

「ユンさん、それって暗に何もないって言ってない？」

「いいですよ。僕たちのギルドは、庶しよ民みん派ですから。でも、いつかゲームの中だけでも豪ごう邸ていを使いたいですよ」

「あ、いや、そういう意味じゃなくて、変に色々と飾かざってなくてスッキリしているって意味だよ！　それよりレティーアに挨拶したいんだけど、何ど処こにいるんだ？」

　一階の大部分を占しめる大部屋にいないということは、二階にでもいるのか、と階段の方を覗のぞき込む。

「レティーアさんは、二階にはいないわよ」

「おっ？　そうなのか」

「はい。レティーアさんには、専用のルームがあるんです」

「へぇ、専用のルームか。レティーアも偉えらくなったもんだなぁ」

　レティーアもやっぱりギルドマスターとしての威い厳げんとかのためにそういう部分に気を遣つかっているのか、と少し感心した。

　だが、ギルドホームの一階と二階にはいないということは、もしかして地下があるのか？　と周囲に視線を巡らせると、大部屋の窓の外を、灰色っぽくて太長いものが一いつ瞬しゆん通り過ぎる。

「……っ!?」

　何かの見間違いか、と思い、じっとその窓を見ていると、再びその灰色のものが通り過ぎたと思ったら、外から窓ガラスをノックした。

　慌あわてて窓に駆かけ寄り開けて外を見れば──馬小屋の一区画を象が占せん拠きよしていた。

「いや、すげぇな。最近の馬小屋って象もいるんだ……って、そんな訳あるかぁ!?」

「何を一人で奇き声せいを上げているんですか？」

「っ!?　レティーア！」

「はい。ユンさん、こんにちは」

　馬小屋にいる象、正確には、レティーアの使し役えきＭＯＢであるガネーシャの幼よう獣じゆう・ムツキの足元にレティーアが座っていた。

　馬小屋に敷しき詰められた藁わらの上に茶色のマントを敷き、他の使役ＭＯＢたちも周囲に召しよう喚かんしてゆったりと座っている。

　草食獣、ミルバード、ウィル・オ・ウィスプ、フェアリー・パンサー、ラナーバグ、妖よう精せい、そして、ガネーシャの幼獣。

　様々な使役ＭＯＢの中心にレティーアがいるのだが──

「なんでお前がこんなところにいるんだよ」

　レティーアは【新緑の風】のギルドマスターなのに、何でギルドホームの横に併へい設せつされた馬小屋に一人でいるのか、不思議に思う。

「ユンさん、さっき言っていたレティーアさん専用ルームが、ここです」

　諦あきらめたような溜ため息いきと共に告げるアルの言葉に、もう一度そのレティーアの専用ルームをよく見てみれば、雨風を凌しのげる屋根に麦藁のソファーとベッド、灯あかり用のランタンなどが置かれ、快適性が備わっている。

　また、【寒冷ダメージ】の実装により寒い日が続くために、ウィル・オ・ウィスプの火傷やけどしない程度の熱源がレティーアたちを暖めていた。

　その光景を一言で表すなら、侘わびしいだ。

「レティーア、ギルドマスターの部屋が馬小屋なんて聞いたことがないぞ」

　俺はジト目をレティーアに向けるが、何でもないように返される。

「流石さすがに、ムツキたちを召喚したままでは、ギルドホームに入れませんので。私は、こうして旅の仲間たちと親しん睦ぼくを深めているんです」

　そう言って、手近な草食獣をブラッシングしたり、妖精を頭に乗せたりしながら、ポヤポヤと過ごしている。

「はぁ……それなら《送そう還かん》すればいいんじゃないのか？　七体同時召喚なんて無茶してないで」

「確かに、ギリギリですけど、召喚し続けていれば【調教】センスのレベルは上がりますよ」

　澄すました顔で言うレティーアに、俺は微妙な顔をするが……

「今日はレティーアに話があって来たんだ。これじゃ話がしづらいから、俺たちがそっちに行くよ」

「えっ!?　私たちが馬小屋の方に行くの!?」

　マジで？　といった感じで驚おどろくライナの脇を通り過ぎ、俺は一度玄げん関かんからギルドホームの外へと出て、馬小屋の方へと回る。

　そして、俺たちは、馬小屋の中に入る。

「ここなら呼べるな。リゥイ、ザクロ──《召喚》！」

　ギルドホームを訪問するために、【アトリエール】を出る時に一いつ旦たん送還したリゥイとザクロを馬小屋の中で呼び出し、俺たちは、麦藁のソファーに座る。

　敷き詰められた麦藁は、かなり空気を含ふくんでいるので、布越ごしにカサカサという音と共に沈しずむような低反発を生む。

　どこまでも沈みそうなソファーにバランスを崩くずしそうになるが、俺の後ろを支えるようにして寝ねそべるリゥイの体に背中を預ければ、意外と居い心地ごこちのいい場所になる。

「……ここ、意外といいかも。なんか、ベッドとは違う寝心地の良さが期待できるかも」

「ようこそ、ユンさん。馬小屋の世界へ」

「ユンさん、しっかりして！　常識を、常識を捨てないで！」

「僕たちをアウェイにしないで！」

　背中をリゥイに預けた俺の膝ひざの上に乗っかるザクロ。

　リゥイとザクロの温かさを感じながら寝ちゃいそうになる俺を、ライナとアルの声が引き戻もどす。

「そうだな。それじゃあ、本題に入るか。レティーア、昨日に引き続き、今日もライナとアルを借りて悪かったな」

「いえ、こっちも中小ギルドのプレイヤーたちとの合同のイベントクエストに連れて行けなかったので、ユンさんと一いつ緒しよなら安心です」

「そう言ってもらえて良かった。それと──」

　俺がライナとアルに目配せすれば、二人は、ハクガとそれを用いたホットドリンクとクールドリンク、そして、その情報を売って得た料金の一部である18万Ｇをレティーアに渡わたす。

「レティーアが使ってた食材の情報を売って手に入れたお金だ。それがレティーアの分け前だ」

　情報料50万Ｇを三等分し、残りの分を上乗せした金額を渡すライナとアルだが、レティーアはお金に興味がないのか、見向きもせずに、ホットドリンクとクールドリンクへと目を向ける。

「ああ、私が齧かじっていたあの野草ですか」

　二種類の飲み物を交こう互ごに飲み、ホッと息を吐はき出すレティーア。

「こんな風に美お味いしくなるんですね。お金は、全部ギルドの共通基金にでも預けておいてください」

　お金への雑な扱あつかいは、レティーアらしくもあり、苦笑いが漏もれる。

　あっさりと本題が終わったために、俺たちは、自然と雑談に移っていく。

「中小ギルド合同でのイベントのクエストはどんな感じだったんだ？」

「そうですね。自分たちの無理のない範はん囲いでのクエストを受けたり、似た感じのギルドや活動時間のプレイヤーの方とクエストをやりました。まぁ、数日ということでそれほど多くのクエストはできませんでしたけど、チップは７枚ほど集めました」

「俺は、昨日までで９枚集めたな」

「私は、即そく席せきパーティーでの行動だったので少し効率が悪かったのかもしれません」

　互たがいに馬小屋で脱だつ力りよくし切った状態で、視線を合わせずに会話をする。

　そんな俺たちに気を遣つかったのか、ライナとアルが、馬小屋の脇にある木箱と木の板で簡易的なテーブルを用意する。

　テーブルがあるのに、その上に何も置かれていないのは寂さびしいので、インベントリからサンドイッチや飲み物、そして【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】で詰つめて貰もらったお菓か子しのお土産みやげを広げていく。

「このカスタード、美味しいですね。うまうま」

「ほら、レティーア。お茶のお代わりもあるぞ」

「頂きます」

　俺は、麦藁のソファーから立ち上がり、全員分のお茶を用意しながら、リゥイやザクロに千切ったサンドイッチを食べさせる。

　レティーアは、使役ＭＯＢの数が多いので、ライナとアルも食べ物を運ぶのを手伝う。

　鼻を自在に操あやつってサンドイッチやシュークリームを摑つかむムツキや、前まえ脚あしを器用に使うラナーバグは自力で食べる。

　ミルバードと妖精は、小こ柄がらなために、小さく千切ったサンドイッチを啄ついばむように食べ、草食獣とフェアリー・パンサーは、ライナの手によって食べさせて貰い、ウィスプだけは普ふ通つうの食べ物ではなく、生産素材である薬草をアルの手から取り込み、その体の光度を増していた。

　突とつ発ぱつ的に始まった小さなお茶会を眺ながめながら、ゆっくりお茶を飲んでいると──

「ユンさん、食べ物お代わりです」

「食べるの早っ！　全く……」

　用意した食べ物の三分の二近くをレティーアと小象のムツキが食べていた。

　俺は、仕方がない、と呟つぶやきながらインベントリ内に保管されたイチゴケーキをホールのまま取り出す。

「イチゴケーキでいいならあるぞ」

「是ぜ非ひ、頂きます！　ワンホール！」

　表情を変えずキラキラとした視線を向けてくるレティーアと小象のムツキに、俺は、それぞれ一つずつホールのイチゴケーキを取り出した。

「ライナとアルも食べるか？」

「い、いいわ。私たち、見ているだけでお腹なか一いつ杯ぱいよ」

「ぼ、僕も十分ですから」

　そう言って、手をパタパタと振ふって、遠えん慮りよする二人。

　俺がホールのままのケーキをレティーアに渡せば、その真ん中にフォークを刺さして、大きな塊かたまりを食べ始める。

　ムツキは、鼻先を器用に使い、柔やわらかいケーキを少しずつ摘つまんで食べているが、鼻先に生クリームが付いているので、後で拭ふかなければ、と思う。

　ふと気が付くと、俺の目の前で緑色に色付く風が渦うず巻まき、その中からイタズラ妖精が姿を現す。

「甘かん味みに誘さそわれ、突然参上！　イタズラ妖精のあたいがやって来た！」

　そのまま、目の前で決めポーズを取ると、すぐに俺の頭の上にちょこんと座る。

「お前……何しに来たんだよ」

「何って、妖精は自由な存在だよ！　あと、貰ったケーキを他の妖精たちと分けたら取り分少なくなったからもっと食べさせて！」

　突然、出現したと思ったら、俺の髪かみの毛を引っ張り、ケーキを催さい促そくするイタズラ妖精。

　ここでこいつにやってもいいものか、と悩なやんでいると、レティーアの頭の上に乗る妖精のヤヨイがジト目を俺に向けてくる。

「……私もケーキ」

「ほらほら、ここにいる同どう胞ほうも欲ほしがっているからさ！　さぁ、あたいたちのためにケーキ！」

　俺がレティーアの意見を伺うかがうために視線を向けると、レティーアは、フォークに突つき刺した大きなケーキの塊を頰ほおが盛り上がるほど口に詰め込みながら、頷うなずいた。

「はぁ、仕方がないな。ホールだと大き過ぎるからカットしたケーキだぞ」

　俺は、溜息を吐きながら、取り出したケーキを六等分にして、イタズラ妖精とレティーアの妖精のヤヨイの分をお皿に取り分ける。

「やったぁ！　いただきまーす！」

「いただく！」

　素す手ででケーキを食べ始め、手にべっとり付いた生クリームを舐なめ取る妖精たちの姿を眺ながら、俺は冷めたお茶を淹いれ直すために腰こしを上げる。

　温かいお茶を改めて用意したティーポットを抱かかえているところで、馬小屋の入り口の方から複数の足音が聞こえ、振り返る。

「……あなたたち、ここで何をしているの？」

　俺がティーポットを持ったまま振り返った先には、呆あきれ顔でこちらを見るエミリさんが立っていた。
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　呆れ顔のエミリさんに見つめられて、俺は、あははっ、と乾かわいた笑いが漏れてしまう。

「なんでギルドホームの中じゃなくて、脇わきの馬小屋の中にいるの？　レティーアはともかく、ユンくんまで集まって積極的にお茶会しているの？　本来、止める側じゃないの？」

「いや、俺も最初はそう思ったんだぞ。だけど、ここならレティーアの使し役えきＭＯＢもいるし俺のリゥイとザクロを呼び出せる広さがあるし、麦むぎ藁わらのソファーって意外と座り心地よくて……その、ごめん」

　俺は途と中ちゆうまで言い訳じみたことを言ってみたが、最後にはエミリさんに頭を下げる。

「まぁ、ユンくんの言いたいことは分かるわ。今日、私がたまたま人を連れてこなければ何も言わなかったもの」

　そう言うエミリさんの言葉に顔を上げれば、エミリさんの陰かげに隠かくれるように一人のプレイヤーが立っていた。

　頭部の左右二か所が三角に尖とがった特とく徴ちよう的なフード──いわゆるネコミミフードを被かぶったプレイヤーで、体格からして俺より小柄な女性だろう。

　エミリさんは、連れてきたその人に向き直り声を掛かける。

「ごめんなさい。すぐにレティーアにギルドホームの中で話し合うようにさせるから」

「いやいや、お気になさらず。私は、ここの方がいいですから……目の前のモフモフパラダイスから離はなれるなんて勿もつ体たい無ない」

　何か最後の方で呟いたが、俺たちはよく聞き取れなかったので、首を傾かしげながらも、一応納なつ得とくする。

　そのプレイヤーは、レティーアの対面の位置の麦藁のソファーに座り、やっ、と片手を上げてレティーアに挨あい拶さつする。

「レティー、昨日ぶりね。意外と人材豊富なギルドだったんだね」

　馬小屋でのお茶会を気にする様子もなく話し始めるネコミミフードのプレイヤーに対して、レティーアは、頰ほお張ばっていたケーキを飲み込み、お茶で流し込んで、マイペースに一息吐ついてから返事をする。

「ベル。ユンさんもエミリさんも【新緑の風】のメンバーではなくて、たまに手伝ってくれる外部の人ですよ」

　二人のやり取りに耳を傾かたむけながらエミリさんが麦藁のソファーに座り、その座り心地に若じやつ干かん悔くやしそうな表情をする。

　俺は、エミリさんたちの前に新しくお茶とケーキを用意する。

　ありがとう、とベルと呼ばれた女性プレイヤーから軽い会え釈しやくを受けると共に、スッと獲え物ものを狙ねらうような目付きで見つめられて、俺は一いつ瞬しゆん体が固まる。

　俺とライナとアルの三人が、状じよう況きようが分からずに困こん惑わくしていると、エミリさんが助け舟ぶねを出してくれる。

「彼女は、ベルガモット。この【新緑の風】と同じ中小ギルドのギルマスよ」

「私は、ギルド【ケモモフ同好会】のギルドマスターのベルガモット。気軽にベルって呼んでね」

　ギルド名とベルの外見からなんとなくどういうギルドか予想できてしまう。

「まさか、ユンさんもいるとはね」

　ベルと呼ばれたネコミミフードのプレイヤーは、不敵な笑えみを深くして見つめてくる。

「ベルは、ユンさんを知っているんですか？」

「知っているなんてもんじゃないよ！　私たち【ケモモフ同好会】は、動物系の使役ＭＯＢをモフモフしたり観察するのを趣しゆ味みとするギルド！　その筋のプレイヤーの間では、モフモフの使役プレイヤーとして有名なのさ！」
















　そう言われて、俺は膝ひざの上に乗っていたザクロをさっと自分の後ろに隠すように移動させる。

　その早はや業わざに、何事？　と小首を傾げながら、俺の後ろから出てこようとするザクロを、俺は尚なおもベルの視界から隠そうとする。

「なんで隠すのさぁ～。私は、嫌いやがる子にはモフモフしないよ。ほら、おいでケモノたち、モフモフゴロゴロしてあげるから」

　そう言って、両りよう腕うでを広げるベルだが、リゥイとザクロには相手にされないものの、既すでに見知ったレティーアの草そう食しよく獣じゆうのハルとミルバードのナツはモフモフされに近づいている。

　しばらく彼らをモフモフして楽しんだベルは、俺が用意したお茶に口を付け、満足そうな吐と息いきを吐はき出すと、改めて話し合いを始める。

「今回ベルがこのギルドホームに来たのは、これからの中小ギルド間における協力体制の一いつ環かんで話し合いのためね」

　そう言って、淀よどみなく説明してくれるエミリさんの言葉に納得しつつも、部外者のエミリさんが何な故ぜそういう事情を知っているのか、という疑問が湧わいてくる。

　思わず俺がそう訊きくと、今度はレティーアが答えてくれる。

「前回の中小ギルド合同でのクエストでは、エミリさんに手伝って貰もらったんです。それで、今回の案内も彼女に頼たのんだんです」

「私は、素材収集とイベントクエストを効率的に進めるために参加した訳だから、お互たがい様よ」

　そう言って、エミリさんは、用意されたお茶に口を付ける。

「それじゃあ、ベルさんとエミリさんは、レティーアさんが数日間ギルドを空けていた時に会ったってことね」

　思ったことをそのまま口にするライナの言葉に、ベルが微笑ほほえんで肯こう定ていする。

「そうだよ～。今日来たのは、もっと密に協力し合うための話し合いだよ」

　まぁ、まだ構想段階だけどね、と付け加えるように言うベルに、アルは興味を刺し激げきされたようだ。

「それって、どんな協力なんですか？」

　そして、今までの自分たちのギルドの状態からどのように変化するのかを知ろうと、アルが質問を投げかける。

　ベルがレティーアとエミリさんを見ると二人とも頷うなずく。

　レティーアは、少し説明下手なところがあるし、エミリさんは本来部外者な立場のため一歩引いたスタンスでいるので、ここではベルが必然的に説明役になる。

「ギルドってのは、沢たく山さんあるんだけど、所属するプレイヤーによって活動実態が違ちがうでしょ？　朝型とか夜型プレイヤーが多いとか、他ほかにも社会人とか学生プレイヤーが多く所属しているとか。あとは、特定の趣味中心のプレイヤーが多いとか。本当に多種多様でログイン時間もバラバラなプレイヤーばかりの中で、比ひ較かく的てきログイン時間や活動実態が似通った人たち同士での協力をするのが、中小ギルド連合の構想ね」

「私たちの【新緑の風】も、ベルのギルドの他にも幾いくつかのギルドの人とパーティーを組んだりして、試し行こう錯さく誤ごの最中です」

　レティーアがそう補足する。

「まぁ、力あるプレイヤーは、お互いの実力に見合ったプレイヤー同士で協力して攻こう略りやくを進めて、経験の浅いプレイヤーは、各ギルドのバックアップ体制の下もとでパーティーを組ませて経験を積んでもらおう、ってことでね」

　ベルがそう言うと、ライナとアルは、不安そうにレティーアの方を見る。

「それって、同じギルドにいるけど、私たちとはもうパーティーを組まない、ってこと？」

「同じギルドなんですからパーティーは組みますよ。けど、私とあなたたちだけの狭せまい交友関係だけで完結させたら勿体無い、ってことです」

　人付き合いの苦手そうなライナには、ハードルが高そうだが、これも必要なことではある。

　いつまでも小さいギルドの固定パーティーに留とどまっていては、いつか限界が来る。それに、新人育成は中小ギルドの発展にも繫つながる内容だ。

　レティーアは、しっかりとライナとアルのことを考えているようだ。

　レティーアの言葉に合わせるようにベルもライナとアルに声を掛ける。

「今は中小ギルドのギルマス同士の付き合いまでで、経験の浅いプレイヤー同士の交流の話はまた追い追いね」

「わ、分かったわ。けど、経験が浅いとか、交友関係が狭いってのは、ちょっと不服よ！」

「ライちゃん。僕たちの知り合いって、レティーアさんとユンさんとエミリさん、あとは武器と防具の生産職くらいだよね」

「うっ！　た、確かにそうだけど！」

「ライちゃん、認めようよ。そして、交友関係を広げる努力をしようよ」

　アルに言われて、渋しぶ々しぶ頷くライナ。

　そして、場の雰ふん囲い気きが和なごやかになったところで、再びベルが真ま面じ目めな顔付きで言った。

「さっきは追い追いって言ったけど、私としては、早さつ急きゆうに検討してほしいんだよね」

「それは、どういうことですか？」

　アルがベルへと尋たずねれば、一瞬だけ俺の方へと目を向けたベルは、再びライナとアルの方へと視線を戻もどす。

「ライナとアルは、腕うでのいい【弓】センス持ちと知り合うこと。それが重要なの」

　その言葉を聞いて、俺もレティーアもエミリさんも大体は察しが付いた。

「それに何かある訳？」

　ライナの率そつ直ちよくな言葉に、まぁ確かにそうだが、と俺も思う。【弓】センス──とりわけ、不ふ遇ぐうセンスに分類されるセンス持ちたちは、多少なりとも他のプレイヤーからの偏へん見けんに晒さらされる。

　その【弓】センス持ちへの偏見がないライナとアルは、ベルにとって貴重なプレイヤーということだ。

「ちなみに、うちのギルドは【ケモモフ同好会】なんて名前が付いているけど、その実、ケモノ愛に溢あふれているのは私だけなのよ」

　その部分の説明は必要なのだろうか？　いや、多分本人が必要だと思っているんだろう。と内心ツッコミを入れたいのをグッと抑おさえ込んで話の続きを聞く。

「そんなギルドメンバーの一人が【弓】センス持ちなんだけど、まぁ、ちょっとパーティーで失敗した経験から、狭い付き合いで完結させようとするんだよね」

　やっと核かく心しんに入ったベルの話に俺たちは耳を傾ける。

「不遇センス持ち相手でも偏見なくパーティー組める人は、貴重なのよ。だから、できればその子たちとウチのギルドの子たちが交友関係を結んで欲しいって希望はあるんだよね。あっ、勿もち論ろん、組んでもらうからには、【弓】センス持ちの子も含ふくめて最低限度の実力は鍛きたえたから、一方的に寄生するようなことにはならないよ」

　一気に語ったために疲つかれたのか、ベルがカップに口を付けて喉のどを潤うるおし一息吐く。そのタイミングで、ライナが声を上げる。

「そういう事情なら任せなさい！　私がしっかり面めん倒どう見て上げるわ！」

「ライちゃんはまた、そう簡単に安やす請うけ合いして……けど、僕も反対する理由がないから、最初はお試ためしパーティーからで」

　気持ち良く引き受ける二人に対して、ベルは微笑む。

　だが、ライナとアルを知っている俺とエミリさんは、別のことで心配になる。

「そうやって引き受けるのはいいけど、ちゃんとパーティー組んでやっていけるのか？」

「そうね。特にライナが足を引っ張らないか、心配よ」

「何でよ！　私のどこが悪いのよ！」

「一度、自分の胸に手を当てて訊いてみろ」

　反射的に反論するライナに対して、俺がジト目で見つめ返すと、渋々目を瞑つぶったが、自分の過去の行いを思い出して徐じよ々じよに顔色が悪くなっていく。

「ユンくん。ライナに自覚があるなら、改善の余地があるんじゃない？」

「そうだな。まぁ、アルが一いつ緒しよなら悪いことにはならないだろう」

　ライナは、活発なんだけど、さっきみたいに反射的に反論したり、直情的に動くところがあるために、そこを少し意識するだけでも変わるはずだ。

　そして、そこに半目がちなレティーアがポツリと呟つぶやく。

「一応、【新緑の風】のメンバーとして会う訳ですからね。あちらの方々に変に突つっかかったうえに戦せん闘とうシーンで弱かったら目も当てられませんからね」

「変に突っかかる!?　弱い!?」

　レティーアの言葉に愕がく然ぜんとしたライナは、麦むぎ藁わらの上にパタンと倒たおれ込む。誰だれも心配しない中、二秒、三秒と時間が経たち、勢いをつけて起き上がる。

「レベリングよ！　慎しん重ちようさを鍛えなきゃ！　ギルド【新緑の風】の代表としても負けられないわ！　さぁ、アル。すぐに行くわよ！」

「ライちゃん、それが駄だ目めなんだよ！　少しは、落ち着いて計画を立てて！」

　必死の形相で立ち上がったライナの服を摑つかんで押し留めようとするアル。

　仕方がない、と俺が溜ため息いきを吐つきながら、立ち上がる。

「今日は、時間が足りないだろ。また後日、【弓】センス持ちのプレイヤーと組む場合のパーティーの動きの練習も手伝ってやるから」

「ホント!?　って、センスのレベル差があり過ぎて参考にならないわよ！」

「俺が控ひかえの低レベルセンスを装備すればいいだろ。ただし、今回だけだからな」

　心配なライナとアルにもうしばらく付き合うことにする俺に対して、レティーアとエミリさんが申し訳なさそうな視線を向けてくる。

「ユンさん、連日ライナとアルと一緒に組んでもらって大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ホントは、私も二人を見て上げられたらいいんだけど、レティーアと一緒に次の中小ギルドの合同のイベントクエストのメンバーに組み込まれちゃっているから」

「問題ないよ。俺も楽しんでやってるから。それに低レベルや新規センスの取得の機会だと思って楽しむから」

　俺の答えを聞いて、ほっと安あん堵どの吐息を漏もらすレティーアとエミリさん。

　そして、ライナたちは──

「ねぇ、ベルさん。私、気になってたんだけど、そのフードの中ってやっぱり動物の耳になってるの？」

「ラ、ライちゃん。失礼だよ」

「ニャハハ、そうだよ。けど、本物じゃなくて、ネコミミカチューシャだよ」

　俺たちがライナたちについて話している一方で、当人たちはベルに楽しげに話しかけている。

　フードを外して、頭部に装着しているネコミミカチューシャを外して見せるベルに、興奮を隠かくせないライナ。

　その他ほかにも、本来の装備とは別に、ネタ装備として肉球グローブや、アクセサリー装備のケモノの尻尾しつぽなどを取り出し、ベルのケモノ愛が披ひ露ろうされる。

【新緑の風】のギルドホームを去る時、俺はベルから、ライナとアルと組ませたい【弓】センス持ちのプレイヤーの所持センスを教えてもらうことができた。







　　　五章　下水道とネズミ退治







　後日、ライナとアルとの約束通り、パーティー連れん携けいの練習のために、一緒にクエストボードの前で適当なクエストを探す。

「良さそうなクエストないわね」

　ライナがぼやきながらも討とう伐ばつ系やドロップアイテムの収集系クエストを見ている。

「ライちゃん、何を基準にして良さそうなクエストって判断するかにも依よると思うな」

「うーん、コレなんてどうかしら！　【スケルトンの討伐】ってクエスト！」

　アルの指し摘てきに唸うなりながらも一つのクエストを指差すライナ。

　その言葉に、俺はギョッとしながらもライナの指差すクエストを見つめる。

　場所はホリア洞どう窟くつ。そこのスケルトン二十体討伐というクエストに、自然と顔が引き攣つる。

「スケルトンかぁ。レティーアさんと一緒に倒したことがあるから、僕はいいと思うな──『ちょ、ちょっと待った！』──なに？」

　俺は慌あわてて、同意するアルにストップを掛かける。

　二人は、俺が慌てて止めたことで不思議そうに小首を傾かしげて振ふり返って来るが、反射的に呼び止めた俺は、適当な理由を考えていなかった。

「えっと、あのだな。レティーアと一緒に倒したことあるって言っても、今回は同じ戦力じゃないだろ。それに、スペクターなんかの面倒なＭＯＢも出現するし、今回はパーティーの連携訓練なんだから、少し難易度を下げた方がいいんじゃないか、と思って……」

　取って付けたような理由を口にする俺に対して、ライナとアルの視線が突き刺ささってくるような気がする。

（本当は、ホリア洞窟のお化け要素が苦手だなんて、二人には言えない）

　内心、冷ひや汗あせをかきながら二人の反応を見ていると──

「そうね。そのことを忘れていたわ！　ユンさん、ありがとう！」

「僕たちが忘れていたことをちゃんと思い出させてくれて、ありがとうございます」

「あはははっ、べ、別にいいんだよ」

　俺は、乾かわいた笑い声を上げながらも、二人からの称しよう賛さんに少しだけ居い心地ごこち悪く感じる。

「けど、難易度下げつつ、パーティー連携に使えそうな都合のいいクエストかぁ……まぁ、これあたりかしら」

　そう言って、ライナは一枚のクエストを指差す。

　先さき程ほどは、スケルトンなどのお化け怖こわさに口出ししてしまったが、本来は二人の自主性を尊重するために、俺は口を固く閉じる。

「これなんていいんじゃない？　【ネズミ退治】ってクエスト。町の中にグレイラットが侵しん入にゆうして繁はん殖しよくしてしまった。その駆く除じよだって」

「雑ざ魚こＭＯＢだし、ソロでも倒せる弱いやつだから、パーティーの連携訓練には良さそうだね」

　クエストが決まると、機き嫌げん良さそうにライナの口の端はしが吊つり上がる。

「決定したみたいだな。なら、クエスト受注して、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのところでクエストの詳くわしい情報を聞こう」

「その次は、パーティーの役割の相談、とかですね」

　俺が次の行動に対して口を出すと、アルが俺の台詞せりふを奪うばう。それに対して頷うなずき、三人で第一の町の南西側へとやって来た。

　そこには、薄うす汚よごれたスコップを担かついだ男が丸太の椅い子すの上に座っていた。

「私たちは、【ネズミ退治】のクエストを受けたプレイヤーよ。詳しい情報を教えなさい！」

「ライちゃん、何でＮＰＣに偉えらそうにしているの」

　アルのツッコミに俺は、苦笑いを浮うかべつつも、クエストは進行する。

「ああ、あんたたちがクエストを受けてくれたのか。実は、困ったことに町の中にネズミが入り込んでそこで増えちまったんだ。たかがネズミと言っても数が多くて俺一人じゃあ太た刀ち打うちできない。だから、全部退治してくれ」

「私たちに任せなさい！　それでどこにいるの!?　屋や敷しきや倉庫の中？　それとも畑にでも出しゆつ没ぼつしているの!?」

　興奮気味にクエストの場所を聞き出そうとするライナだが、ＮＰＣの男は、重い腰こしを持ち上げて、背後にある大きな鉄の蓋ふたを退どける。

「入り込んだのは、この下水道の中さ。中は暗くて湿しめってる。人間が入り込まないように鉄てつ格ごう子しがあるが、ネズミは小さくて鉄格子の隙すき間まを自由に行き来する。それに、この下水道の管理を任された俺がネズミに襲おそわれて逃にげる時に、鉄格子の鍵かぎを下水道の中に落としたんだ。だから、頼たのんだよ」

　そう言って、再び丸太の椅子に座ってしまうＮＰＣを見て、俺は顔を引き攣らせる。

　暗くてジメジメした所。これは、駄目なパターンかも、と。

「パーティーの役割だけど……って、ユンさん。ちょっと顔色悪いんだけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「えっ!?　ああ、平気だ。平気……」

　この二人には、情けない姿は見せられないと、年上としての威い厳げんを見せて、パーティーの役割についての話し合いに加わる。

「私は、前衛の壁役タンカーで短たん槍そうで牽けん制せいしつつチャンスがあれば攻こう撃げき。アルは、後衛の火魔ま法ほう使つかいだから、後はここに【弓】センスを持ったプレイヤーをどんな風に組み込むかよね」

「ユンさんは、どの程度、能力に制限を掛けるんですか？」

　アルの質問に対して、俺は二人のセンスステータスを確かく認にんしながら、この場合使えるセンスを選定する。

「そうだな。基本的に、攻撃手段は、弓矢だけにするつもりだぞ」

「それじゃあ、エンチャントの強化や弱体化、土魔法や近接攻撃手段、アイテムを使った攻撃手段も全部封ふう印いんってこと？」

「まぁ、そうなるな」

　俺の多た彩さいな攻撃手段を封じると分かり、ガクッと肩かたを落とすライナ。だが、それは元々決まっていた話だ。

　弓系攻撃で揃そろえたセンス以外に、俺にどんな役割を求めるか、二人に決めて貰もらう必要がある。

「今のところ装備する予定のセンスは、【魔ま弓きゆう】【空の目】【俊しゆん足そく】【魔道】【生産職の心得】【身体耐たい性せい】【精神耐性】の七つで、残り三つは、ベルから聞いた【弓】センス持ちの子に近いセンス構成に変えるな」

「ユンさん。それってユンさんのＳＰセンスポイントが消費されますよね」

「余り気味だから気にしなくていいよ」

　そう言って、俺は、残り三枠わくのセンスのために新しくセンスを取得する。

「ユンさんは、何を新しく取得したんですか？」

「【物理攻こう撃げき上じよう昇しよう】と【先制の心得】【急所の心得】の三つ。簡単に言うと、ダメージ上昇とクリティカル重視のセンスだ」
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　元々の装備や既き存そんセンスのレベルがあるが、これで純じゆん粋すいな【弓】センス持ちのセンスになったはずだ。

　俺がＯＳＯを始めた頃ころ、ミュウやタクたちに勧すすめられたセンス構成は、きっとこれに近い感じだったんだろうな、と思いながら、ライナとアルに装備中のセンスを見せる。

「なんか、こうやってみると少し頼たよりない気がするけど、大丈夫なの？」

「ユンさんの装備は、僕たちより良いから問題ないと思うけど、罠わなとか敵からの襲しゆう撃げきに対して察知するセンスが必要だと思うな」

「なら、俺の【看破】のセンスが使えるけど、そうするとどれかを変える必要があるぞ」

「確かに、そういうのは必要かもしれないけど、取り敢あえず行ってみれば分かるでしょ」

　不安そうにするアルの提案を一いつ蹴しゆうするライナは、下水道へ降りる穴を覗のぞき、押し黙だまる。

「ライちゃん？　どうしたの？」

「……私が先に降りて、次にユンさんね。最後は、アルだから」

「う、うん。分かった」

　少し真しん剣けんに降りる順番を口にするライナに従って、梯はし子ごを降りていく。

　頭上の光から地上まで七メートルくらいに感じながら、薄うす暗ぐらい下水道の中へと降り立つ。

　地下にあるためにじっとりと纏まとわりつくような湿しつ気けと生なま温ぬるい空気に、新しくしたばかりの冬服装備が不要なくらいだ。

「なんか、ダンジョンみたいに暗くて見通せないわね。アル、お願い」

「うん。分かった。──《トーチ》」

　光属性の《ライト》と同じように火属性にもある光源となる魔法をアルが唱えて、下水道の内部を照らす。

　煉れん瓦が造りのアーチ状の下水道内部は、真ん中を下水が流れていて、左右に一段高くなっている足場がある。

　そして、【空の目】で見通す闇やみの中に、下水道の全体像は捉とらえることができるが、繁殖したグレイラットの姿を見つけることはできなかった。

「あー、下水道って、ダンジョンよりも狭せまいのかぁ。それだと私の武器だと取り回しが難しいかも」

　ライナは、自身の武器である短槍を上下左右に振るうが、立ち位置によっては天てん井じようや壁かべに当たってしまっている。

「まぁ、苦手な場面を克こく服ふくするための練習だと思えばいいんじゃないのか？」

　下水道の状じよう況きようを見て、俺たちは戦せん闘とうの相談を重ねていく。

「そうだけど、私は、どんなふうに攻撃すればいいのかしら」

「突つきを主体にするか、その盾たてを使ったパリィやシールドバッシュが中心じゃないのか？　あと、ライナはアーツの使用は控ひかえた方がいいかも」

「ううっ、わ、分かってるわよ。こんな狭い場所で暴発させないためでしょ？」

　苦虫でも嚙かみ潰つぶしたような表情で頷くライナ。まぁ、バカスカと派手な攻撃を使いたいのは分かるけど、ここは我が慢まんして貰わないと困る。

「それで後衛の役割なんだけど、俺とアルはどうすればいいと思う？」

「えっと、火魔法と弓を使って遠えん距きよ離りからの攻撃じゃないですか？」

「それをちゃんとするための工く夫ふう。こうした暗い場所だと、補助センス無しだと視認することが難しい。それに弓矢の攻撃は、点の攻撃だから、よっぽど大きなＭＯＢじゃないと狙ねらうのは難しい」

　そこまで説明すると、アルは、納なつ得とくしたように頷く。

「なら、僕が先行して火魔法を放ち、それに照らされた範はん囲いをユンさんが射撃ってのは、どうですか？」

「うん。じゃあ、そんな感じで進んでみるか」

　前衛と後衛の動きを確認した俺たちは、やっと下水道内の足場を歩き出す。

　ただ、その歩みはゆっくりとしたもので互たがいに話をする余よ裕ゆうもある。

「はぁ、ここにレティーアさんがいれば楽だっただろうなぁ」

「レティーアは、逆に難しいと思うぞ」

「えっ？　でもレティーアさんって使し役えきＭＯＢが沢たく山さんいて手数が多いですよね。僕らは、それで何度も助けられましたから」

　いつもぼんやりとした様子で何かを食べ続けている腹ペコエルフの姿から、あの人に苦手なものがあるのか、といった感じの二人だが、レティーアにだって苦手なものはある。

「ライナと同じように、狭い場所は極きよく端たんに苦手だよな。使役ＭＯＢって召しよう喚かん場所を選ぶから、場所によっては戦力が制限される」

　大型ＭＯＢのガネーシャのムツキや中型ＭＯＢのフェアリー・パンサーのフユやラナーバグのキサラギなどは使い辛づらく、飛行する小型ＭＯＢのミルバードのナツも自由に動けない。

　そうなると、レティーアの使えるＭＯＢは、ウィル・オ・ウィスプのアキと妖よう精せいのヤヨイくらいしかいないことになるので、結果的にレティーアは狭い場所で戦力が制限される。

　ライナとアルの二人は、思い当たる節があるのか、納得する。

「それじゃあ、ユンさんが苦手な場面って何があるんですか？」

「アル、失礼じゃない。色んな場面で万ばん能のうなユンさんが苦手なものなんてある訳ないじゃん。それより敵のお出ましみたいよ」

　ライナの手放しの信しん頼らいが重くて俺が言葉を返せずにいるうちに、敵ＭＯＢと遭そう遇ぐうする。

「さぁ、敵が来たわよ！　さっさとネズミ退治しちゃいましょう！」

　ライナは、浮かぶ《トーチ》の灯あかりが届かない奥の暗闇を見つめる。

　そこに蠢うごめく気配と、闇の中で赤く光る無数の瞳ひとみを見つめる。

「先手は、僕が行きます！　──《ファイア・ショット》！」

　アルは、初級の《ファイアー・ボール》よりも威い力りよくの高い単体攻撃魔法を放つ。

　俺は、弾だん速そくの速い炎えん弾だんが振ふり撒まく光をジッと見つめながら、弓矢を構える。

　炎ほのおが着弾し、それを避さけるネズミたちの姿が露あらわになる。

「ネズミが六匹ぴき！　さぁ、行くわよ！」

　ライナが飛び出すと同時に、俺は、先制してとある弓系アーツを選せん択たくする。

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　ライナを追い越こす赤い尾おを引く矢が先頭のネズミに突き刺ささる。

　通常では、それで終わる攻撃だが、今回は、矢や尻じりから伸のびる赤い尾から枝分かれするようにして同色の五本の魔法の矢が現れ、次々に接近するネズミを貫つらぬいていく。

「ふぅ、終わったな」

　俺が放ったのは、【魔弓】センスで取得した新しいアーツだ。

　弓系アーツの【魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や】は、本体の矢による一撃に加えて、赤い尾から分ぶん裂れつする五本の魔法の矢が相手にダメージを与あたえるアーツだ。

　先さき程ほどのように、本体が一匹を攻撃し、五本の魔法の矢がそれぞれ別の相手を狙うこともあれば、全すべてを一匹に集中させることもできる。

　これだけ聞けば、強力なアーツだが、魔法の矢は、プレイヤーのＩＮＴステータスによって威力が左右され、命中率は、器用さのＤＥＸによって、追つい尾びの精度が大きく変わる。

　また、一匹に集中させても連鎖チエーンボーナスが発生しないために、ダメージ量を増やすことはできない。

　そんなアーツを試ためし打ちした俺に、ライナが恨うらみがましい目を向けてくる。

「……ユンさん。一人で倒たおしちゃ連れん携けいの意味がないでしょ！」

「ご、ごめん」

「そうですよ。ユンさんは、今は僕らにセンスのレベルを合わせているっていっても使えるアーツの種類が多いんですから、その辺は考こう慮りよしていただかないと」

「ユンさん！　よっぽどのことがない限り範囲系アーツは使用禁止！」

「あ、はい……」

　ライナに言われて、改めて、パーティーの連携訓練になるように使用するアーツにも制限を掛かける。

「じゃあ、仕切り直し！　新しいネズミが来たわよ！」

　アルが火魔法を放ち、闇から飛び出してきたネズミに対して、俺が普ふ通つうに矢を放つと──

「……外したわね」

「ユ、ユンさん……」

　素す早ばやく避よけたネズミの去った後に突き刺さる矢を見た二人が、残念なものを見るような目を俺に向けてくるので反論する。

「いや、装備センスのレベルが下がってるから命中率も下がってるんだって！」




　　　　●




　ライナとアルのレベルに合わせて俺のセンスを構成し直した結果、弓矢の命中率が低下し、レベルやＤＥＸのステータスが矢の命中率に影えい響きようしていることを改めて実感する。

　ちなみに、現在の俺の装備は、普段使っている【黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ】ではなく、夏のキャンプイベントで手に入れたユニーク武器である【ヴォルフ司令官の長弓】だ。

　センス構成を変えたことによるステータス低下によって、【黒乙女の長弓】では、ステータス不足による反動ダメージのデメリットが発生してしまう。それを回かい避ひするために、武器を【ヴォルフ司令官の長弓】に切り換かえている。

「ネズミに逃にげられたわね。普段なら、攻こう撃げきしたら反撃して来るＭＯＢなのに、何かあるのかしら」

　先程の俺の言い訳みたいな反論を聞き流し、逃げたネズミの気配を探さぐるように下水道の奥を見つめるライナ。

「なんだろうな。なんか、奥に誘さそわれているような気持ち悪さがあるね」

「まぁ、考えても仕方がないから進むしかないわね」

　そう言って、ライナが足を踏ふみ出す。

　そして進んだ先では、じゃりじゃりと音を立てる白い砂じや利りの撒かれた足元を気にしながら歩く俺たち。

　そして、分ぶん岐きする下水道を、歩いてきた通路に沿って右へと進むと、下水が細いトンネル状の水路に流れ込む行き止まりに辿たどり着くと共に、沢山のネズミたちが待ち構えていた。

「今度は行き止まり！　逃がさないよ！　──《ファイア・ショット》！」

　アルが再び放つ炎弾の後に続き、俺が弓矢を放つ。

　今度は、炎の余波を受けた手負いのネズミを一匹貫き倒すことに成功する。

　レベル低下によって攻撃力と命中率は落ちているが、二回分の攻撃を当てれば、倒せる。そう自信を取り戻もどしつつ、次の攻撃に備える。

　だが、ネズミたちは、圧あつ倒とう的てきな数で反撃してくる。

「くっ！　こう数が多いと厄やつ介かいね！」

　短たん槍そうを突き出し一匹のネズミを仕留める間に、ライナの脇わきを四匹のネズミがすり抜ぬけようとする。

　ライナは慌あわてて革かわ製せいの盾をネズミに叩たたき付けて二匹目を仕留めるが、三匹はライナに取り付こうと飛びつき、残りの一匹が後衛の方へと駆かけてくる。

「アル、そっちに行ったわ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　──《ファイアー・ボール》！」

　アルが、ネズミがこちらに到とう達たつする前に火球を放つと、当たったネズミの毛に火が点つき、それを消すために、ネズミは自ら下水の中に飛び込む。

　そのネズミに対して、俺は弓矢で追撃して仕留める。

　後衛の方に抜けたネズミの対処は終わったが、三匹のネズミに取り囲まれたライナは、苦戦していた。

「なによ！　フィールドのやつらと全然動きが違ちがうじゃない！」

「俺が一匹仕留めるから、ライナは二匹頼たのむ！」

　三匹のネズミたちは、下水道の壁かべを蹴けって変則的な動きでライナを翻ほん弄ろうする。

　そして、背後からライナを襲おそおうとするネズミの動きを予測して、俺が弓矢を放つ。

　前面に気を取られていたために、後ろからの攻撃に直前で気が付いたライナは、前後からの同時攻撃に混乱して動きを止める。

　次の瞬しゆん間かん、ライナの背後から飛びかかったネズミの体を搔かっ攫さらうように飛来した矢がその小さい体を貫き、下水道の壁にぶつかり、光の粒りゆう子しに変える。

　そこで我に返ったライナは、正面の二匹のネズミに意識を集中させる。

「残り二匹！　はぁ！」

　ライナが短槍で一匹を突き刺し、アルの放った火球がもう一匹を燃やし尽つくす。

　周囲にネズミがいなくなったことを確かく認にんして、長い吐と息いきを吐はき出すライナが後衛の方へ振り返って来る。

「私たちの連携にしては、まあまあだと思うんだけど、どうかな？」

「悪くないんじゃないかな？　ライちゃんと僕だけだと、不意打ちを受けたり、ライちゃんが敵に取り付かれた時の対処に苦労したけど、人数が増えると対処が楽かも」

「俺としては、特に言うことないかな？　まぁ、ステータス低下の影響から、一撃で倒すだけの攻撃力がないのが厳しいかも」

「そうね。もう少しこのまま探たん索さくして様子を見ましょう」

　ライナにパーティーリーダー役を任せているが、やればできるんだな、と感心しながら、行き止まりを調べるために奥へと進む。

　すると、白い砂利の山の中に【下水道の鍵かぎ（Ｂ）】というクエストアイテムを見つけた。

　Ｂということは、他ほかにも複数の鍵を探して、下水道の鉄てつ格ごう子しを開けて進んでいくタイプかもしれないな、と思い、元来た道を一いつ旦たん引き返そうと振り返ると、下水道の水の中から五匹のネズミたちが飛び出してきた。

「重要アイテムを手に入れると敵が出てくるなんて定番よね！　さぁ、行くわよ！」

「──《ファイア・ショット》！」

　先程と同じようにアルが先制して炎弾を放つが、その攻撃は避けられてしまう。

「ライちゃん！　防いで！」

「全部なんて無理！　そんなに一度には相手にできないわよ!?」

　前衛のライナと後衛の俺たちに分かれて攻撃してきた先程のネズミと違い、今度は五匹全部が一いつ斉せいにライナに飛びかかる。

「ちょ、流石さすがに防げないわよ！」

　腕うでに着けた盾たてで左側の二匹の攻撃を防ぎ、右手の短槍で右から来た一匹にカウンターでダメージを負わせることに成功するが、攻撃直後にできた隙すきに左側の二匹のネズミから攻撃を受け、ダメージを負うことになった。

「なによ、ダメージ少ないじゃない！　これなら防ぼう御ぎよを捨てて……って、あれ？」

　ストン、と膝ひざから力が抜けて座り込むライナ。

　俺は後衛から、ライナがカウンターで攻撃を加えたネズミに弓矢による追撃を掛けて仕留めたところで、ライナの異変に気が付く。

　時間経過と共に減っていくライナのＨＰと微かすかに震ふるえる手足。

　そして、持ち上げている盾で何とか二匹のネズミの攻撃を防いでいるが、ライナはネズミたちの連続した攻撃による連鎖チエーンダメージによって徐じよ々じよにＨＰが削けずられている。

　そこで俺は、【空の目】のターゲット能力を使い、ライナとネズミたちを確かめた後に声を上げる。

「ライナは、解げ毒どくと解げ痺ひポーションを使え！　アル！　そいつらは、グレイラットじゃない！　パラライテックポイズン・ラットっていう別種だ！」

　下水道の暗がりで色合いが似て見えるが、よくよく見ればグレイラットとは別種のＭＯＢであり、名前と状じよう況きようから、毒と麻ま痺ひの状態異常バツドステータス攻撃をしてくることが予測できる。

「……【麻痺】でポーション使えない」

「アル！　俺がライナを回収した後、敵の足止めを頼たのむ！」

　俺は、弓を下げて、前衛でネズミたちの攻撃を受けるライナの元へと駆けていく。

　ライナのＨＰは半分を切り、現在も毒の状態異常バツドステータスによるスリップダメージを受けている。

　そんなライナに肩かたを貸して、アルの元へと退たい避ひする中で、俺も背中に毒ネズミたちの攻撃を受けるが、毒の状態異常バツドステータスに掛かったものの、運良く麻痺にはかからずに後退することができた。

「ユンさん、行きます！　──《ファイア・ウォール》！」

　逃げる俺たちと追撃を仕掛けてくるネズミたちとの間に炎えん壁ぺきが噴ふき出し、下水道の天てん井じようまで炎ほのおで埋うめ尽くす。

　炎に炙あぶられたネズミは、次々に下水の中へと飛び込み、思うようにダメージは稼かせげないが、時間的猶ゆう予よは得た。

　俺は、ライナに取り出したポーションを使って、回復させる。

「ほら、ポーションだ。もう一度行けるか？」

「当然よ。今度は、後おくれを取らないわ」

　俺によってＨＰと状態異常バツドステータスを回復したライナは、アルの張った炎の壁が消えると同時に、炎の向こう側でこちらを窺うかがっていたネズミたちへと飛びかかっていく。

　勢いづいたライナの槍やりの突つきが、相手が避よけるより早くその体を貫つらぬき、一匹を仕留める。

「さて、俺も攻撃に加わるか」

　弓に矢を番つがえて、毒ネズミに狙ねらいをつける。残り、四匹の毒ネズミを俺かアルが仕留めることができれば、ライナの負担が幾いく分ぶんか軽くなる。

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬ──」

「僕も行くよ。──《ファイア・ショッ──」

　しかし、俺とアルのスキルによる攻撃が中断される。

　突とつ然ぜん、弓の弦つるを引き絞しぼる俺の右腕に痛みが走り、意識がそちらに向いたため、発動途と中ちゆうのアーツが不発に終わり、狙い不十分な矢が下水道の闇やみの中へと消えていく。

「なに、が……ひっ!?」

　俺が痛みの走った右腕を見ると、白い何かが嚙かみ付いていた。

「ど、動物の骸がい骨こつ？」

　小さくて軽いそれは、鋭するどい前歯で嚙み付き、四し肢しで俺の腕にしがみ付いている。反射的に振ふり払はらうと、それは下水道の壁を蹴って、しなやかな動きで着地するが、次の瞬間、俺は左ひだり脚あしに同じような痛みを感じた。

　見れば、同じ存在が俺の左脚に嚙み付いている。

「──っ!?」

　声にならない叫さけびを上げて足を振り上げると、足元の砂利ごとネズミのスケルトンを振り払えたが、その瞬間、俺は理解する。

　足元に堆たい積せきした砂利と思おぼしきものは砂利ではなく、小さい骨──多分ネズミの骨であることに。

　そして気付く。足元にあるネズミの骨が次々に繫つなぎ合わさり、敵として俺とアルの周囲を囲み始めていることに。

　この足元のネズミの骨が罠わなであることに気が付いた時は、遅おそかった。

「ひっ──きゃぁっ！」

「──う、うわぁぁっ!?」

「ちょ、ユンさん！　アル！」

　俺とアルは、同時に複数匹の骨ネズミのＭＯＢ・カースラット・ボーンに襲われて、体の至るところを齧かじられる。

　アルは、【呪のろい】の状態異常バツドステータスを受け、スキルを封ふうじられて対たい抗こうする手段を失い、反はん撃げきする間もなく骨ネズミたちに囲まれて、ＨＰが尽きる。

　すると、アルを相手にしていた骨ネズミたちが俺へと集まり、俺は動けなくなる程ほどに骨ネズミたちに取り付かれてしまう。骨ネズミ同士がぶつかり、擦こすれ、動く感覚に鳥とり肌はだを立てながら、俺はアルと同じように倒たおれてしまった。

「こんなＭＯＢ、どこから湧わいてくるのよ！　灯あかりも消えちゃう！」

　ＨＰが尽きて倒れた俺の耳に、ライナの奮戦する声がしばらく聞こえるが、間もなく人の大きさのものが倒れる音が聞こえ、辺りは乾かわいた骨がぶつかる音だけになった。やがてそれらの音が遠ざかるのを聞いて、俺は、ブラックアウトした視界に浮うかぶ【蘇そ生せい薬】の使用の選せん択たく肢しで『ＹＥＳ』を選ぶ。

「……真っ暗だ。まぁ、灯りはアルに頼たよっていたから当然か」

　目を開けても真っ暗な中、手て探さぐりで這はうように倒れているライナとアルの元へと近づき、【蘇生薬】を躊躇ためらいなく使用する。

「痛たたっ……死んだわね。最後は、破れかぶれで攻こう撃げきしたけど、やられたわ」

「──《トーチ》。ううっ、死んで覚えるって言うけど、ホントに駄だ目めな点がよく分かったね」

　のっそりと起き上がるライナとアルは、【蘇生薬】によって中ちゆう途と半はん端ぱに回復したＨＰをポーションで全回復しつつ、その場に座り込んで反省点を述べ始める。

「まず、なんで骨ネズミの出現に気が付かなかったかよね。あと、途中で灯りが消えて、真っ暗くら闇やみの中で戦わなきゃならなかったわ」

「骨ネズミに関しては、パーティーに誰だれも罠とか敵を察知するセンスを持ってるメンバーがいなかったからだね。楽観視してたけど【看破】のセンスは、やっぱり必要だよ」

「灯りに関しては、アルが倒れたから消えたんだ。暗視効果のあるセンスを持ってないライナには、急に暗闇になって一気に戦せん闘とうが困難になったよな。予備でランタンの灯りも必要かもな」

　俺は、そう言って、インベントリの中からダンジョンや洞どう窟くつ探たん索さくで使うランタンを取り出し、火を点つける。

　アルの魔ま法ほうの炎とランタンで二重に灯りが確保できた。

「「「…………」」」

　しばらく、三人で炎の灯りを見つめる中で、俺は二人に改めて向き直る。

「その、俺も後衛として大きなミスをした。ごめん！」

「えっ!?　あの状況じゃあ仕方がないんじゃないの？」

「使用禁止って言われてても、最初に骨ネズミに嚙み付かれてアーツが発動できなかった時すぐに範はん囲い系の弓系アーツを使えば、十分巻き返すことができたと思うけど、俺が動どう揺ようしてできなかった」

　最初にアーツの発動を妨ぼう害がいされた直後、周囲を囲む骨ネズミたちに対して面攻撃ができる《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》を使えば、骨ネズミたちを一いつ掃そうするか全体にそれなりのダメージを与あたえられたはずだ。

「けど、ユンさんが動揺するってなんか不思議だな。いつも余よ裕ゆうのある様子だから」

「アル。それは、センスのレベル差と装備の質、豊富な消費アイテムから来る余裕だよ」

「でもなんか安心した。ユンさんはできる人って思ってたけど、私たちと全然変わらないじゃん」

　俺は、ミュウやタクたちのような廃はい人じん様じゃない。骨ネズミなんて、ホラーやお化け屋や敷しきにいるようなものを怖こわがって動揺する普ふ通つうの人間だ。

「って、あれ？　普通のネズミは大だい丈じよう夫ぶなのに骨ネズミには動揺するってことは、ネズミが苦手って訳じゃなさそうよね。そういえば下水道に入る時に顔色悪かったし、もしかして、ユンさんってホラー系が苦手？」

「そそそ、そんなこと──」

「あっ、後ろに骨ネズミ」

「ひゃっ!?」

　ライナの言葉に反射的に後ろを振り返って確かく認にんし、何もいないことに安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

　俺に向けられるライナのジトっとした視線とアルの苦笑い。

「ううっ、そうだよ！　ホラーとか、グロとか、お化けは苦手なんだよ！」

「そっかぁ、ユンさんが苦手なものは、ホラーかぁ、ふぅん」

　ニヤニヤして何か企たくらみそうな表情のライナと、それを呆あきれた表情で見つめるアル。

　これは、ミュウが他人をどのタイミングで驚おどろかそうか、と考えている時と同じ顔だから、先に釘くぎを刺さしておく。

「もしも、俺を無意味に怖がらせたりしたら……分かってるか？」

　逆に、含ふくみを持たせた笑えみでライナを見つめ返す。

　するとライナは、顔を青くしてブンブンと首を縦に振る。

　何を想像したかは知らないが、こう言っておけば、俺が実行可能で本人がされたくないことをあれこれ考えて思い留とどまるはずだ。

　しばらくして、落ち着いた俺たちは、重い腰こしを上げて立ち上がり、下水道探索を再開するのだった。
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　先程の失敗を踏ふまえて、俺たちは戦闘のスタイルを調整することにした。

　装備しているセンスの中で《空の目》と《看破》を入れ替かえ、不意打ちの警けい戒かいを重視することにした。

　また、俺の使用できるアーツの種類が少しだけ緩かん和わされ、戦闘もまずは俺とアルが先せん陣じんを切ることになる。

「──《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》！」

「──《ファイア・ウォール》！」

　戦闘開始と同時にスキルによる範囲攻撃で敵全体へダメージを与えていく。

　放った弓矢の風圧にダメージ判定が発生する《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》は、閉へい鎖さ的な下水道内部では逃にげ場がないために、《空の目》の暗視で闇の中を見通せなくてもほぼ確実にダメージを与える。

　アルの防ぼう御ぎよ魔法である《ファイア・ウォール》は、無策で突とつ撃げきしてくるネズミたちに接せつ触しよくダメージを与え、何割かのネズミを倒すことができる。

「私も行くわ！」

　俺とアルの開幕攻撃で手負いのネズミたちに向けて駆かけ出したライナは、次々とやつらを倒していく。

　ただ、攻撃力の高い短たん槍そうではなく、革かわ盾たてでネズミたちを殴なぐり倒していく。

　少ない手数で倒すために通常は短槍を使うライナだが、開幕攻撃でダメージを負ったネズミならば、盾で殴った方が早かった。

「あははっ！　ちょっと【盾】センスのレベルが低かったから気になってたけど、これめっちゃ敵を倒せるじゃない！」

「ライちゃん、深追いしないで」

　灯りの範囲外まで飛び出していきそうなライナを、アルが言葉で引き留める。

　盛せい大だいにライナが暴れたために、襲おそって来た麻ま痺ひ毒ネズミや骨ネズミたちの二割程は暗闇の奥へと引いていく。

「結構、多くのネズミを倒したけど、それでもかなり逃げられたよな」

　この下水道探索中に出会ったＭＯＢは、一いつ般ぱん的なドブネズミ型のグレイラット、麻痺毒を使うパラライテックポイズン・ラット、そして骨ネズミのカースラット・ボーンの三種類だった。

　一度に複数匹のネズミたちと遭そう遇ぐうしたり、向こうから不意打ちを仕し掛かけてきたりもするが、戦闘である程度の数が減ると、ネズミたちは一いつ斉せいに引いていく。

　それを繰くり返しつつ、俺たちは下水道探索を続けた。

　途と中ちゆう、幾いくつかの鉄てつ格ごう子しへと行きつくが、それまでに拾った鍵かぎでは合わないため、合う鍵を探して下水道内部を往復することを繰り返す。

　その結果、俺たちは、下水道内部の構造をすっかり記き憶おくしてしまった。

「もう大分歩いたけど、終わりはどこよ」

「クエストクリアの条件は、ネズミを全駆く除じよだから逃げたネズミも全すべて倒さないと」

「今まで逃げたネズミって全部、この先に逃げたんだよな」

　そのまましばらくネズミと遭遇せずに進むと、下水道の行き止まりへと辿たどり着き、下水道の煉れん瓦がの壁かべの一部が崩くずれて狭せまい洞窟が口を開けているのを見つけた。

　その洞窟の入り口にいた見張りのようなネズミが洞窟の奥へと駆け出した姿を見るに、ここが終点のようだ。

「ここが終着点ね。……行くわよ」

　ライナが先頭に立って洞窟の中を歩き始める。

　狭い穴を進んでいくと、途中で空洞が一気に広がっていた。

　そして、その先の暗闇の中から重い足音と共に何かが近づいてくる。

「あれがボス──ミュータント・バッドラット」

　アルの呟つぶやきと共に巨きよ大だいなネズミが姿を現した。

　長い上前歯に鋭するどい爪つめ、灰色の毛皮までは、グレイラットと変わらないが、縦に三組並んでいる赤い瞳ひとみと、鞭むちのように自在に動く長い三本の細い尻尾しつぽを持つ、変異ネズミだ。

　牛のような大きさの変異ネズミは、その口の端はしにグレイラットを咥くわえ、両手にそれぞれ握にぎっていた麻痺毒ネズミと骨ネズミも口の中に放ほうり込んで丸まる吞のみする。

　そして、そんなネズミの親玉を守るように、無数の小さいネズミたちが取り囲んでいる。

　その時、メニューにメッセージが届き、クエストの【ネズミ退治】の達成条件がネズミの全駆除から、ミュータント・バッドラットの撃破に変へん更こうされる。

「こいつらを倒せば終わるのね！　はぁぁぁっ──」

　ライナが見敵必殺とばかりに両手で構えた短槍で変異ネズミに突撃していく。

　俺は内心、その台詞せりふは死亡フラグ、と思いながらも、ライナをサポートするために援えん護ご射しや撃げきをする。

　アルも、ライナの行く手を阻はばむ三種のネズミたちを倒たおすべく魔法で支援する。

「──《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》！」

「行くよ！　──《ファイア・ウォール》！」

　俺とアルがライナの負担を減らすために、ネズミの集団に向けて範囲攻こう撃げきを放つ。

　だが、下水道と違ちがい広く掘ほられた洞窟内部では、逃げ場があり、半数以上のネズミが左右に分かれて俺たちの攻撃から逃げる。

「ライちゃん！　囲まれるよ！」

「分かってるわよ。でも、広くて自由に動けるのはネズミたちだけじゃないわよ！　──《大車輪》！」

　ライナは、短槍の端はしを握り最長にして構え、踵かかとを軸じくにしてその場で槍やりを大きく振ふり回す。

　振り回される短槍は、風圧で全方位に回転切りを放ち、飛びかかって来たネズミを空中で打ち落とす。

　ネズミたちの小さな体が槍の穂ほ先さきを掠かすめて切り裂さかれ、柄えにぶつかって打ち落とされる。

　ライナが範囲系のアーツによって左右から迫せまっていたネズミを迎げい撃げきすれば、ネズミたちの攻撃の勢いが弱まる。

　俺とアルも、その隙すきを逃のがさず、左側に集まったネズミたちを範囲アーツで攻撃する。

　今度は逃げられないように、左右から挟はさみ込むように攻撃して逃げ場を塞ふさぎ、一気に殲せん滅めつする。

　洞窟の左側に逃れていたネズミが倒れたところでライナへと意識を向ければ、ライナは一人、右のネズミの集団の中に飛び込み、その中心で槍を振り回して次々にネズミを吹ふき飛ばしていた。

「あはははっ、毒や麻痺なんて、掛かからなければどうってことないわ！」

「ああ、なんか、あんな感じで武将が戦うゲーム見たことあるな」

　雑ぞう兵ひよう相手に無む双そうするアクションゲームキャラっぽい感じのライナは、しばらくして右側のネズミを全て倒し、残りは、手下のネズミを貪むさぼっていたボスのミュータント・バッドラットだけになる。

　仲間のネズミを倒されても攻撃に加わってこなかった変異ネズミが、その時、動き出した。

「アル、合わせろ！　──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》！」

「はい！　──《ファイア・ショット》！」

　俺とアルの攻撃は、突撃するライナの頭上を越こえて、変異ネズミの頭部の目を狙ねらう。

　変異ネズミの頭部にある三組六つの瞳を狙った俺の二本の矢は、自在に動く尻尾で一本が打ち落とされるが、残った一本が左側の真ん中の瞳に深く突つき刺さる。

　センス【先制の心得】と【急所の心得】の効果によって、その一撃で変異ネズミのＨＰの一割を削けずることに成功する。

「左側は貰もらったぁ！」

　畳たたみかけるように潰つぶした瞳のある左側に回り込むライナだが、変異ネズミは、その巨体に似合わない素す早ばやい動きでライナを牽けん制せいする。

　変異ネズミは、ライナが突き出した短槍を尻尾で叩たたき、ライナが体勢を崩したところで鋭い爪を振るう。

「っ!?　視界を半分潰されたのに、なんで左側が反応できるのよ！」

「相手は目が六つもあるから、一個潰したくらいじゃ視界は奪うばえないよ。それより、ライちゃん、ステータス確認！」

「えっ、噓うそ！　ヤバイヤバイ、状態異常バツドステータス貰ってるし！」

　一度、変異ネズミとの距きよ離りを取るライナは、落ち着いて【毒】と【呪のろい】の状態異常バツドステータス回復ポーションを取り出して使用する。

「ボスには、下水道のネズミたちを集めたような特性があるのね。厄やつ介かいなのは、【麻痺】ね」

「でも、やることは変わらないよ！」

　アルは、一定間かん隔かくで炎えん弾だんを放ち続けて手て堅がたくダメージを与あたえ続け、俺も休みなく矢を放ち続ける。

「──《コーリング・シールド》！」

　ライナは、短槍と革盾を使い防ぼう御ぎよに専念しつつ、後衛が与えるダメージによって敵が蓄ちく積せきさせていくヘイト値を調整するための【盾】系アーツを発動させる。

　それにより、変異ネズミはライナから離はなれることができず、両りよう腕うでの爪を振るって攻撃を加えていくのを、ライナが革盾で直撃を受け流す。

　だが、変異ネズミのＨＰが五割を切ったところで、その動きに変化がある。

「体を引いた？　突とつ進しんでもする……っきゃっ!?」

「ライちゃん！」

　大きく後ろへと跳とび、身を低くして四つん這ばいになる変異ネズミ。

　ライナは、突撃を警戒して盾を前面に掲かかげて衝しよう撃げきに備えていたが、予想外の攻撃を受ける。

　変異ネズミの三本の細長い尻尾が、掲げた盾の死角であるライナの足元に忍しのび寄り、その足首に巻き付いたのだ。

　ライナはそのまま尻尾によって引き倒され、その体を鞭むち打うつように他の二本の尻尾が振るわれる。

「アル！　攻撃の手を止めるな！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　俺は強く引き絞しぼった長弓から矢を放つが、それを感知した変異ネズミは、避よけると共に、身動きの取れないライナへと跳びかかる。

「ライちゃんから離れろぉぉっ！」

　アルが浴びせるように変異ネズミに炎弾を放ち続けるが、それが変異ネズミに当たるよりライナの首筋に長い上前歯が突き立てられるのが先だった。

　ライナのＨＰが尽つき、その後、変異ネズミの背中に炎弾が着弾してダメージを与える。

　そして、ゆっくりとライナから離れてこちらに向き直る変異ネズミ。

　今まで変異ネズミの攻撃が後衛へと行かないようにしていたライナが倒れたことで、次のターゲットは自然と後衛の方へと向く。

　その時──

「いい加減、一日に何度も倒されるのは、腹立つのよ。──《大車輪》！」

　変異ネズミの背後でゆらりと立ち上がったライナは、背を向けた変異ネズミの尻尾の付け根に向けて、槍系アーツの回転切りを放つ。

　千切れ飛ぶ三本の細長い尻尾に、怒いかりの表情を浮うかべてライナへと振り返る変異ネズミ。

　ライナは、得意げな笑えみを浮かべるが、余よ裕ゆうはそこまでだった。

「へへん。これでもうさっきみたいな……って、ちょ、まだＨＰ回復してないから待って！」

　万が一、倒れた場合に使うようにとライナに預けた【蘇そ生せい薬】で復活したらしいが、【蘇生薬】で回復できるＨＰは、全体の四割程度だ。

　尻尾を切り飛ばされて、再びライナへのヘイトを高めた変異ネズミは、ライナへと爪を振るう。

「ライちゃん！　そのまま囮おとり！」

「ちょ、無理無理！　なんか、敵の攻撃力が上がってるから！」

　慌あわてて短たん槍そうを手離して、革かわ盾たてで防御に専念するライナ。

　掲げた革盾の陰かげでポーションを呷あおってなんとか耐たえようとするが、変異ネズミの猛もう攻こうと状態異常バツドステータスによって、ライナは防戦を強しいられる。

「敵の残りＨＰは、三割か。ＨＰが減るほど攻撃力が上じよう昇しようする特性があるのか。まさに、窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ、ってところだな」

「ユンさん、感心してないで助けてよ！」

　息つく暇ひまもなく、ライナは手持ちのポーションを消費していく。

　そこまで連続してポーションを消費するプレイヤーの姿をちょっと珍めずらしく思いつつ、俺は隣となりに立つアルに目配せする。

「下手に敵にダメージを与えて攻撃力を上げさせる訳にはいかないから、一気に倒すぞ」

「分かりました。最大火力で行きます」

　俺とアルは、互たがいに手持ちの攻撃を選び、残りＨＰ三割の変異ネズミに対して攻撃を放つ。

「──《フレイム・ピラー》！」

　アルが杖つえの先せん端たんで地面を突くと共に、火柱が上がり、こちらに背を向ける変異ネズミへと迫る。

　ライナへと攻撃を繰くり返していた変異ネズミは、暗い洞どう窟くつの中で一ひと際きわ強い光を発する火柱を振り返ったが、対応が間に合わず、全身を火柱の炎ほのおに包まれる。

「アル、危ないじゃない！」

　炎の爆ばく風ふうを革盾で受け止めながら、炎に包まれた変異ネズミから距離を取るライナ。

　そして俺は、火柱の中の変異ネズミの影かげに狙いを定さだめ、使用を制限していたアーツを使う。

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》」

　仄ほのかな赤い光が長弓に点ともり、俺が弦つるを引き絞り、力を溜ためるほどにその光度が増し、その光が最高潮になった時に、俺は矢を放つ。

　真っ直すぐに飛ひ翔しようする赤い矢は、炎の中でもがき苦しむ変異ネズミの体に突き刺ささり、ダメージを与える。矢のダメージはそれだけでは終わらず、長弓と矢を繫つなぐ赤い尾おが枝分かれを始め、五本の魔ま法ほうの矢へと変化して、変異ネズミに襲おそい掛かる。

　湾わん曲きよくして迫る魔法の矢が次々と変異ネズミにダメージを与え、四本の魔法の矢が突き刺さったところで変異ネズミのＨＰがゼロになった。最後の魔法の矢が行き場を失い、変異ネズミの背後の洞窟の壁かべにぶつかる。

　洞窟の地面に倒れ込んだボスのミュータント・バッドラットの体は、突き刺さった魔法の矢と共に光の粒りゆう子しとなって消える。

「二人とも大だい丈じよう夫ぶか？」

「途と中ちゆうから【麻ま痺ひ】や【呪い】を受けたから体は動かないし、防御系アーツも使えないしで駄だ目めかと思った」

「お疲つかれ様」

　俺は、苦笑いを浮かべながら、ポーションを取り出しライナに振ふり掛ける。

　その一方で、ボスを倒した場所へと近づいたアルが宝箱を抱かかえて近づいてくる。

「ユンさん、ライちゃん。ボスが宝箱を落としたよ！」

「臨時報ほう酬しゆうね。けど、今は喜ぶ気力はないわ」

「まぁ、もう敵はいないことだし、地上に出てから確かめるか」

　俺の言葉に頷うなずく二人と共に、広間になっている洞窟から出て下水道へと戻もどる。

　そこから地上を目指すが、鍵かぎ探しで何度も往復したために、構造を把は握あくした下水道を最短距離で進み地上へと出られた。

「おおっ！　無事に戻られたのですね！　なんと、下水道の中で繁はん殖しよくしたネズミたちから新種が誕生していたんですね！」

　クエスト報告に戻って来た俺たちに対して、少し大おお仰ぎように答えるクエストＮＰＣから報酬を受け取る。





──クエスト【ネズミ退治】をクリアしました。






　メッセージを受け取ると共に、一プレイヤーずつクエストチップ２枚と１万Ｇの報酬を受け取る。
















「報酬がしょぼいわね。【蘇生薬】を何個も使ったのにたったこれだけって、大赤字もいいところじゃない」

「ライちゃん、大赤字を出しているのは僕らじゃなくてユンさんだよ」

「別に気にしなくていいさ。俺が勝手にやったことだし」

「ユンさん、マジイケメン！　美少女だけど！」

　冗じよう談だんとノリで言ってくるライナに、俺は微び妙みような気持ちになる。

「ま、まぁ、報酬は赤字だったけど、まだ宝箱の中身を確かめてないだろ？」

「そうね。もしかしたら、そこから挽ばん回かいがあるかもしれないし！」

　ライナは、期待しつつ宝箱を開け、中身を確かめる。

「アイテムは、アクセサリーね。チョーカーに指輪、それと……うげっ、趣しゆ味み悪っ」

　ライナが取り出したのは、銀の五ご芒ぼう星せいのタグが縫い付けられた革製のチョーカーと魔法ステータス上昇の銀の指輪、そして、ネズミの骨を模したアクセサリーだ。

　肋ろつ骨こつを思わせる腕輪とネズミの頭ず蓋がい骨こつを模した指輪、そしてその指輪と腕輪を繫ぐ背骨型のチェーンと、全体的に不気味の一言に尽きる。

　ホラーとか不気味なものは苦手だが、アクセサリーのステータスには興味が引かれる。





窮鼠の呪じゆ装そう具ぐ【アクセサリー】（重量：３）

ＡＴＫ＋４、ＭＩＮＤ＋４　追加効果：窮鼠攻こう撃げき、ＨＰ回復不能






　見た目に違たがわない呪のろいの装備。それもユニーク装備だった。

「アル？　このアクセサリーどうする？」

「うげっ、デザインが悪いね。うーん、効果は悪くなさそうだけど、悪趣味装備を身に着けたロールとかするつもりないよ」

　ライナとアルの評価はイマイチだが、俺としては是ぜ非ひとも確保したい呪いの装備だ。

　追加効果【窮鼠攻撃】は、ＨＰが一定割合以下になると攻撃力が上昇する効果。ＨＰ回復不能は、アイテムやスキル、自然回復による回復ができなくなる効果。まぁ時間経過によるＨＰの自然回復でＨＰの割合調整が狂くるわないようにする措そ置ちだと考えれば、デメリットでも何でもない。

「ユンさんは……って何で目を輝かがやかせているの？　欲ほしいの？」

「正直に言えば、めっちゃ欲しい」

　そう言うと意外そうな目で俺を見る二人。

「これだけで今回の【蘇生薬】の赤字分が補ほ塡てんできるだけの価値があるぞ。それにユニーク装備だし」

　俺の持つ【身代わり宝玉の指輪】や【フェアリーリング】などの耐たい久きゆう度が設定されていない装備と同じであるために、それを考こう慮りよしても壊こわれないアクセサリーの価値は高い。

　類似した効果のアクセサリーを【鬼き人じんの別べつ荘そう】のアリーナの景品で手に入れてあるが、そちらは、デメリットがない代わりに、この【窮鼠の呪装具】に比べて、攻撃力の上昇の割合が低い。

「なら、ユンさんが持って行ってよ。そんな気味の悪い装備持ってたら自分が呪われそうよ」

「それに、ユンさんが今回のクエストで一番赤字を出したんですから貰もらうべきですよ」

　二人がそう言うので、俺は【窮鼠の呪装具】を受け取る。

　今回は、新しいセンスを取得したり珍しい呪いの装備を手に入れたりと、実りの多い冒ぼう険けんだった。

　そして、俺は最後に二人に尋たずねる。

「今回、パーティーを組んでどうだった？　【弓】センス持ちと組む時の参考になったか？」

　俺の言葉に、二人は互いに頷き合い──

「「──ユンさんの意外な一面が見れて良かった」」

「いや、そういうことじゃなくて、っていうか、それは忘れてくれ」

　俺が苦虫を嚙み潰つぶしたような表情を作ると、二人はクスクスと笑い合う。

　普ふ段だんはボケとツッコミの役割ができているのに、こういう時だけ双ふた子ごの以心伝心を発揮するのに、俺は呆あきれる。

「冗談よ。まぁ、ユンさんが普段のサポート手段を封ふうじてたからちょっと物足りない感じはしたけど、雰ふん囲い気きだけは摑つかめたと思うわ」

「それに、いつもユンさんが自然と僕たちに合わせてくれているけど、それができるようになるには、相談や時間が必要ってことが分かったね」

　いい表情の二人は、今回のクエストで何かを摑んだみたいだ。

「不安がないと言うと噓うそになるけど、やっぱりベルさんのところの子に一度会ってみる！」

「また何か相談したいことができた時はお願いしますね」

　そう言って、小走りで去っていく二人を、俺は微笑ほほえみながら見送る。

「あれなら心配はないかな」

　二人が去った後、俺は一人そう呟つぶやき、自分も【アトリエール】へと歩を進める。







　　　六章　飛ひ竜りゆう山脈と一角獣ユニコーン







　ライナとアルのパーティー連れん携けいの練習を終え、レティーアとエミリさんにフレンド通信でその内容を報告したのは、つい先日のことだ。

　再びソロでの活動に戻った俺は、今まで何だかんだ言って後回しにしていたアイテムの納品系のクエストをまとめて消化することにした。

【アトリエール】からのアイテムの持ち出しで容易に達成できたクエストの内訳は──





【ポーション納品（30個）】──クエストチップ１枚

【ハイポーション納品（30個）】──クエストチップ１枚、２万Ｇ

【ＭＰポーション納品（30個）】──クエストチップ１枚、２万Ｇ

【状態異常バツドステータス回復ポーション納品（各種10個）】──クエストチップ１枚

【銅鉱石納品（30個）】──クエストチップ１枚

【鉄鉱石納品（30個）】──クエストチップ１枚

【薬草納品（30個）】──クエストチップ１枚

【薬やく霊れい草そう納品（30個）】──クエストチップ１枚

【魔ま霊れい草納品（30個）】──クエストチップ１枚

【弓矢納品（１セット30本）】──クエストチップ１枚






　アイテム納品だけでクエストチップ10枚が入手できた。

　アイテムの納品系クエストはまだまだあるが、薬草・ポーション系の納品クエストだけは、連鎖チエーンクエストが途と中ちゆうまでしかクリアされていない黄色の紙で全すべて残っているのを不思議に思いつつ、クエストを限界まで受注する。

　その後、リゥイとザクロを連れて、クエストＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターにアイテムを渡わたしては、再びクエストボードの前に戻り、またクエスト受注を繰くり返す。

　そして最後に受注したポーション系の納品クエストまで全て完かん了りようすると、クエストＮＰＣから声を掛かけられた。

「呼び止めてすまない。このポーションは、君が作ったのかい？」

「ああ、そうだけど」

　この流れは、次のクエストに繫つながる会話だろうと予測する。

「俺はこの町の雑貨屋なんだが、実は、うちにポーションを納品してくれている薬屋のオババが体調を崩くずしているんだ。だから、彼女が本来納品してくれるポーションを補うために外部から買い集めているんだが、それも限界に近い。できれば、君に薬屋のオババの様子を見に行って貰いたいんだが？」

「分かった。場所は？」

「東の表通りから北に一本入った通りにある小さい庭付きの薬屋さ。頼たのんだよ」

　クエストＮＰＣとの会話が途と切ぎれると同時に、新たに【薬屋の病気の治ち療りよう】というクエストが発生した。

　簡単にクリアできるクエストだが、連鎖チエーンクエストを発生させるためには、多分、特定センスが必要で──俺の場合は【調薬師】のセンスを持っているからだろうと推測する。

　これが生産職相手ならば、マギさんやリーリー、クロード向けのクエストが発注されるのだろう。いや、既すでに他の生産系クエストは達成済みの赤い紙になっているから終わっているのかもしれない。

　そんなことを考えながら、指定された薬屋へとリゥイとザクロと共に向かうと、そこには、薬屋というより魔女の家と言った方が良さそうな建物が建っていた。

　蔦つたに覆おおわれた外がい壁へきと薄うす気き味み悪わるい造りのお店。辛かろうじて、蔦に覆われていないお店の看板には、湯気の立つ調合用の大おお釜がまの絵が描えがかれているが、経年による変色から、薬屋のマークというよりも地じ獄ごくの釜にしか見えない。

「こ、ここだよな」

　不気味な薬屋を前に足あし踏ぶみする俺だが、自分の頰ほおを軽く叩たたき、意を決してお店の扉とびらを開ける。静かにだが……

「失礼します。ここは薬屋さんですよね？　ちょっとこちらのお婆ばあさんの様子を見て来てくれと頼まれて来ました」

「なんだい？　仕事かい？　今は無理だよ」

　返って来た声のほうを向くと、一人のお婆さんが椅い子すに座ってこちらを見ていた。

　偏へん屈くつそうなお婆さんは、無理に立ち上がろうとするので、俺は慌あわてて近づき、椅子に座り直すように誘ゆう導どうする。

「なんだい？　案外気が利きくじゃないか。あんたどうせ、雑貨屋の使いかなんかだろ。残念だったね。こんな体じゃ薬は作れんよ！」

「お婆さん、確かに雑貨屋の人に頼まれて様子を見に来たけど、何かの病気か？」

　受注したクエストの名前からして、このお婆さんは何らかの病気を患わずらっているらしい。

　だから、俺はそのことを尋ねる。

「あたしの病気は、手足が震ふるえちまう病気さ。だから、歩くにも足あし腰こしが震えて危なっかしくて、外出もできやしない」

　そう言って、小刻みに震える手をこちらに掲かかげて見せる。

「震えなら【解げ痺ひポーション】で治らないのか？」

「【解痺ポーション】は、震えの症しよう状じようを緩かん和わさせるだけだよ。根本の部分には効かないさ」

　俺が皺しわだらけの手を握にぎれば、震えが抑おさえられないのかプルプルと震えている。

「手が震えて、配合する薬の分量を間ま違ちがえれば、そりゃ毒になる。だから、あたしは、薬を作らないんだよ。雑貨屋の親父おやじに言いな。あたしを人殺しにしたくなければ、薬の催さい促そくは止やめるんだってね」

「一応、俺も【調合】ができるんだけど、お婆さんの病気を治すのを手伝えないか？」

　老ろう婆ばの病気を治せば全てが解決する。そんな俺の言葉に、お婆さんは震える手でこちらの掌てのひらを握り返してくる。

　カサカサだが意外に優やさしい感かん触しよくのお婆さんの手が、俺の掌を確かめていく。

「ふん。あの雑貨屋の親父は、それなりの人を寄よ越こしたみたいだね」

「それって……」

「あんたには、あたしの病気を治す薬の材料を集めて、作って貰もらうってことさ」

　そう言って、薬屋の老婆がクエストの内容を伝えてくる。

「あたしが指定する素材を三種類、日暮れまでに採ってきな。【水みず鳥どり草そう】と【沼ぬま蓮はすの根ね】と【紅べに粘ねん菌きん】だよ。それと素材は鮮せん度どが大事だからね。【ポータル】なんて使ったら一発で駄だ目めになっちまうよ！」

「ひ、日暮れまで!?　それにポータルの使用禁止!?　時間がないだろ！」

「喋しやべっている暇ひまがあるならさっさとお行き！」

　受注したクエストが進展すると共に、薬屋から追い出された。

　追加されたクエスト情報では、クエストアイテムである三種類の素材の簡易的な情報を見ることができる。

　徒歩でこれらの素材が入手できる場所を巡めぐることができると分かると、少しだけ時間に余よ裕ゆうができそうだった。

「仕方がない。お婆さんに元気になって貰うために、とっとと終わらせるか。《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺は、黄色い光を発しながら町の外へと向かって走る。

　走りながら、クエストアイテムの回収の算段をつける。

【水鳥草】は、第二の町近きん郊こうの森の奥、俺とリーリーが逃にげ帰って来た場所の更さらに奥に位置するらしい湖の水辺に生えている。

　正直、そこまで行ったことはないために、防具の追加効果にある【認にん識しき阻そ害がい】を全開にして敵を無視するつもりだ。

　次に、【沼蓮の根】は、町の南側の湿しつ地ち帯たいの西寄りの一画に群生しているらしい。何度か素材採取で近づいた場所であるため、これを探すのは容易だろう。

　最後に、【紅粘菌】は、高山地帯に生息する鉄分を主食とする粘菌らしく、【蘇そ生せい薬】の素材である桃とう藤とう花かの樹きがある廃はい村そんに続く木々が疎まばらな山──【飛ひ竜りゆう山脈】で手に入れることができる。

　入手エリアがバラバラなために効率よく集める必要がある。

　まず手始めに、歩き慣れた南側の湿地帯で【沼蓮の根】の群生地を目指す。

　普ふ段だんなら見過ごすのは勿もつ体たい無ないと回収する採取ポイントを無視して、【沼蓮の根】の群生地に集まる【ムーア・フロッグ】たちを、弓矢による遠えん距きよ離り射しや撃げきで一方的に倒たおしていく。

　そして、足首まで浸つかる沼地へと泥どろに塗まみれても気にせず入り、一気に【沼蓮の根】を泥の中から引っこ抜ぬく。

「これが、【沼蓮の根】……蓮の根って蓮れん根こんっぽいな。もしかして食えるのかな」

　リゥイとザクロは、沼に嵌はまるのを嫌いやがって近寄らないので、俺一人で【沼蓮の根】を集める。

「さて、これくらいで……やばい、足が抜けない」

　こんな所で時間をロスしてしまう！　と内心焦あせり、何とか抜け出そうと泥の中から足を引き抜き、一歩ずつ沼の縁ふちへと目指す。

　沼地から抜け出した後は、時間経過によって汚よごれが消失するまで、リゥイとザクロが近寄ってくれなかった。

　それでも足を止める訳にはいかず、泥に塗れたまま第二の町へと向かう。

　泥水に浸かった靴くつのグッショリとした感覚に不快感を覚えながら走り続けていると、第二の町に辿たどり着く頃ころには汚れも水気も消え、俺は次の第二の町の近郊の森へと入っていく。

　フラッフ・クラウドなどのＭＯＢは、全部無視して進み、辿り着いた湖は、そこそこな広さを持っており、プレイヤーたちが集まっているのが見える。

「ここで別のクエストがあるのか……。今は、そっちのクエストの詳しよう細さいを調べてる余裕はないんだよな」

　数艘そうのボートに分乗するプレイヤーたちが湖上で何かと戦っている姿が見えるが、俺は【水鳥草】を探さなければいけない。

【空の目】の遠視によって湖を見回すと、反対側の浅あさ瀬せに【水鳥草】がターゲット表示される。

　目的の【水鳥草】を見つけるには見つけたが、律りち儀ぎに湖こ畔はんをぐるっと回って取りに行くのは面めん倒どうだ。

「仕方がない。近くにあるものを探すか」

　センスを整えて、リゥイとザクロに待機を命じて、湖へと飛び込む。

（結構、深いな。この近くにもあればいいんだけど）

　俺が飛び込んだ場所は、浅瀬ではなく、一気に相当深くなっていた。

　そして、湖の底を見回してみれば、【水鳥草】らしき青白い水草を見つけることができた。

（おっ、反対側まで歩かなくても潜せん水すいすれば採れそう）

　俺は、ほぼ真っ逆さまな状態で湖の底へと一気に潜水して、生えている青白い水草を引き抜く。

　一本では足りないので、周辺に疎らに生えている【水鳥草】を何本か回収すると、クエストアイテムとして反応していた【水鳥草】のターゲット反応が消え、オブジェクト扱あつかいに変わる。これで二つ目の素材集めは終わった、ということだろう。

（湖の反対側まで行くよりも早く終わった。これならちょっと時間に余裕ができるかも）

　クエストの大半が移動であるが、こうしたちょっとした時間短縮を嬉うれしく思いつつ、俺は湖の底から湖面を見上げる。

　見上げる湖面に船の底が見え、水中には俺の他ほかにも潜もぐっているプレイヤーがいて巨きよ大だい魚ぎよのＭＯＢと激げき闘とうを繰くり広げている。

　一いつ瞬しゆんだけ、水中で戦闘中のプレイヤーと俺の目が合い、互たがいに軽い会え釈しやくをする。

　そして俺は、一気に浮ふ上じようして湖面から顔を出す。

　湖面に近づくにつれ徐じよ々じよにくぐもって聞こえて来た外部の音が、水面から顔を出すと同時に、一気に溢あふれるように聞こえて来た。

　そして、その声の大半は、湖上の数艘のボートに乗るプレイヤーたちから発せられている。

「おい！　船長が浮うかんでこねぇぞ！」

「諦あきらめんな！　俺らの船長だぞ！　たった一人であの巨大魚に挑いどんでるんだぞ！」

「で、でも、よぉ。船長以外の十三人全員が船まで逃げ帰って来ただろ。もう、無理だって、このクエストは失敗だ」

　湖上に浮かぶ数艘のボートの上では、諦めムードが漂ただよっている中──

「とったどぉぉぉっ！」

　銛もりを突つき上げ、巨大魚のドロップらしき魚の尾おヒレを掲げるプレイヤーが大声を上げる。

　俺が水中で会釈したプレイヤーがその船長で、見事複数パーティー向けのボスを倒し、ボートの上に生せい還かんを果たしたようだ。

　船長の生還とボス討とう伐ばつ完かん了りように、ボートの上にいたプレイヤーたちは沸わき立ち、船長と同じように、とったどぉー、と声を合わせて迎むかえ入れる。

　俺も、湖から上がり服の水気を絞しぼってその光景を眺ながめていたら、ボスを倒したプレイヤーと再び目が合った。彼は今度は俺に向かって両手で尾ヒレを掲げて──

「とったどぉぉぉっ！」

「と、とったど？」

　彼に聞こえたかどうかは定さだかではないが俺も彼と同じように拳こぶしを突き上げて、やや疑問形で返す。

　少し羞しゆう恥ち心しんが働いたために俺の声は小さかったが、それでも彼は、満足そうに頷うなずいて、仲間の輪の中に戻もどっていく。

「あれは、やっぱり……シチフクだよな」

　俺は、ポツリとそのプレイヤーの名前を呟つぶやく。

　潮風で傷いたんだようなくすんだ銀の短たん髪ぱつにゴーグルを掛かけ、銛を担かつぐ男性プレイヤーは、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のギルドマスター・シチフク。

　彼のギルド内では、ギルマスではなく船長と呼ばれている、水中戦闘のスペシャリストであり、タクの知り合いだ。

　元々、平日でも釣つりをしたい人間の集まりから始まった趣しゆ味みギルドは、次し第だいに水中戦闘特化ギルドへと成長した経けい緯いがある。

　だが、【ＯＳＯ漁業組合】は規模的に中ちゆう堅けんギルドで、今回のようなレイドクエストを受けるほどの人数に達していないと記き憶おくしている。

　よくよく観察すると、数艘のボート上の何組かのプレイヤーは、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】らしくない装備や格好をしている。

「別のギルドのプレイヤーと一いつ緒しよにいるってことは、中小ギルド合同でのレイドクエストを受けているんだろうなぁ」

　レティーアたちも参加した中小ギルドの合同クエストの件を思い出して一人呟く。

　俺は、湖での用件を終えて、最後のクエストアイテム【紅粘菌】を求めて森を抜け、第二の町から延びる街かい道どうを進む。

　そして、街道の途と中ちゆうで脇わきに逸それる道へと歩を進め、一つの洞どう窟くつの前で立ち止まる。

「ううっ、ポータル禁止ってことはやっぱりここを通らなきゃいけないんだよな」

　風が通り抜ける度たびに、人の呻うめき声のような音が聞こえる洞窟は──【ホリア洞窟】。

　通つう称しよう、ホラーケイブと呼ばれる、スケルトンやスペクターなどのＭＯＢが出現する場所だ。

　だが、ここを抜けなければ、【紅粘菌】のある飛竜山脈には到とう達たつできない。

「……対策は大事だ。二度目の失敗はない」

　スペクターの【混乱】の状態異常バツドステータス攻こう撃げき対策として【解乱ポーション】を両手にそれぞれ握にぎり締しめ、【精神耐たい性せい】のセンスも装備し、隣となりを歩くリゥイには、俺の様子がおかしかったらすぐに【浄じよう化か】してくれるように頼たのむ。

「よし、行くか」

　声だけ威い勢せいはいいが、腰こしが引けた格好で、ゆっくりと洞窟内へと入っていく。

　そして、しばらく歩いていくと、背後でカラカラと骨が鳴るような音がしてゆっくりと振ふり返ると──地面から湧わき出すスケルトンと、壁かべをすり抜けて現れるスペクターを見つけた。

「ひぃぃぃっ、やっぱ無理ぃぃっ！」

　腰が引けていたとは思えない速さで、一直線に洞窟内を走り始める。

　途中、左右の壁から伸のびてくるスケルトンの腕うでに悲鳴を上げながら、隣を走るリゥイとリゥイに摑つかまっているザクロと共に、なんとか無事に【ホリア洞窟】を駆かけ抜けた。
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「はぁはぁ、やっぱりあそこを抜けるのは、苦手だ」

　俺は、全力疾しつ走そうで洞窟を抜けて、廃村となった村の中央に位置する水の枯かれた噴ふん水すいにもたれ掛かるようにして息を整える。

　何度か深呼吸を繰り返し、次なる目的地を見上げる。

「あそこが、【紅粘菌】のある飛竜山脈かぁ」

　小高い丘おかの上に立つ桃藤花の樹に向かう道とは別の山道を見上げる。

　この付近に出現する敵は、大型ワイバーンなどの強いＭＯＢだが、かなり山を登らないと出会えない。それに、山の内部には、いくつもの天然洞窟が広がっているらしい。

「まぁ、クエストの概がい要ようだと、下層の洞窟の入り口とかでも【紅粘菌】は入手できるらしいからな」

　俺は、今一度装備するセンスを整えて、【飛竜山脈】を目指す。

　途中の鉱石の採さい掘くつポイントや薬草の採取ポイントに後うしろ髪がみを引かれつつも【紅粘菌】を探していくが……

「見つからない。もう少し登った場所か？」

　敵ＭＯＢの大型ワイバーンは下層に姿を現さないために戦闘をせずに探せるが、目的のクエストアイテムはなかなか見つからない。

「下層には無い。ってなると、安全に採れるのは山脈内部の洞窟入り口か」

　内部はどうなっているか分からないが、とにかく探さなければ始まらない。

　俺は、下層に存在する洞窟の一つの入り口の前に立ち一歩踏ふみ出しかけた。

「……視線？　って人はいないみたいだから気のせいか」

　一瞬、【看破】のセンスに反応があった気がするが、周囲を見回してもそれらしいプレイヤーはおらず首を傾かしげるだけだ。

　俺はすぐにそのことを忘れて洞窟の中へと入っていく。

　この【飛竜山脈】の天然洞窟には、ファンタジー由来の、発光する鉱石による天然の灯あかりがあるために、やや薄うす暗ぐらい程度に感じる中で、【看破】のセンスを使い【紅粘菌】を注意深く探すが、見つかるのは鉱石の採掘ポイントだけだ。

　しばらく洞窟を歩き続けて、気が付く。

「……やっぱり気のせいじゃない」

　俺はクエストアイテムを探す素そ振ぶりを見せつつ、リゥイとザクロに目配せして洞窟の奥へと足早に進む。

「逃にげるぞ！　リゥイ！」

　それに合わせて追ってくるプレイヤーたちの気配から逃げようと更さらに奥に進むが、他にも複数のプレイヤーが通路の分ぶん岐き路の先に潜ひそんで待ち構えており、問答無用で棒ぼう手しゆ裏り剣けんのような投とう擲てき物を投げられた。

　幸い、その攻撃が当たったのは俺だけであり、ダメージもそこまで高いものでない。

　途中で出会う敵ＭＯＢは、俺を外した投擲物が当たると、それを投げたプレイヤーたちをターゲットにして襲おそい掛かり、逆にやられていく。

　俺を追い回すやつらに俺が守られる、という嬉しくない守られ方だ。

　そして、誘ゆう導どうされた先は──

「──なんだよ。ここは」

　誘導されて出た場所は、広い空洞だった。壁には幾いくつもの穴が空いていてそれぞれに洞窟の道が続いているらしく、それらを繫つなぐ緩ゆるやかな足場が螺ら旋せん状に上へと続いていた。

「ここが君の終着点だ」

　広い空洞の中心に立つ青年プレイヤーからそう声を掛けられ、そちらに視線を向ける。

　人を陥おとしいれることとは無む縁えんそうな微笑ほほえみを浮かべた青年だが、どこか噓うそくさい感じがする。

　いつの間にか、俺を追い立てていたプレイヤーたちの他にも、広い空洞に空いた無数の洞窟の穴からぞろぞろとプレイヤーが集まり始める。

「こんな場所に俺を追い込んで何をする気だ！」

　俺は、声を張り上げて感情的に振る舞まうが、内心では冷静に脱だつ出しゆつの算段をつける。

　ざっと三十人近いプレイヤーたちに包囲された中で、隙すきを見つけてどこかの穴に駆け込む。その隙を作るための会話をする。

「何をするかと言えば、君をＰＫプレイヤー・キルさせてもらう。ただそれだけだ」

「どうしてこの場所なんだ？　それに何のために俺をＰＫするんだ。メリットは少ないだろ」

　ＯＳＯでのＰＫによるメリットは、ＰＫされたプレイヤーの所持金の半分がＰＫした側に移動するというものだ。

「そうだね。その質問に答えるとするなら、僕らは、お金が必要なのさ。だから、強いプレイヤーの集まるここでＰＫをする」

「強いプレイヤーの集まるここ？」

　俺は、疑問を返しつつ、目の前の青年を見つめながら、周囲のプレイヤーたちが武器を構える音を聞き、そろそろ話が終わりそうだと感じる。

「ここは、【飛ひ竜りゆう討とう伐ばつ】のレイドクエストのボスとの決戦場なんだ。複数のパーティーは、この洞窟内部からクエストを進行するためのキーアイテムを探し出し、ここでそのアイテムを使ってボスを呼び出す」

　青年プレイヤー、いや、青年ＰＫプレイヤー・キラーは、一度言葉を区切り、今度は自身の武器である長ちよう剣けんを引き抜ぬき、こちらに剣先を向ける。

「そうした探たん索さくで分断されたレイドパーティーのプレイヤーを個別にここへ誘導して、この人数でＰＫする。流石さすがに、レイドクエストを受けるプレイヤーだけあってそれぞれ強いけど、その分所持金も多く持っているからお金はかなり集まる！」

　自分に酔よっているのか、段々とテンションが高くなる青年ＰＫ。

「まさか、一人で僕らが待ち構えている場所に入って来るお馬ば鹿かなプレイヤーがいるなんて思わなかったよ。どうかな？　所持金を全すべて置いていくなら、見み逃のがすよ」

　青年が醜みにくい微び笑しようを浮うかべながら、俺へと提案をしてくる。

　そんな見え透すいた噓の提案に対する返答は──

「俺の答えは決まっている。──嫌いやだ！」

「そうか。じゃあ──『じゃあ、なんだ？』──はぁ？」

　青年の台詞せりふに被かぶせて意外な声が聞こえた途と端たん、目の前の青年とその左右に立っていたプレイヤーたちが背中から斬きり付けられ、前のめりに倒たおれていく。

　そして、空気が歪ゆがむと共に、一人のプレイヤーが姿を現す。

「ＰＫは楽しかったか？　楽しいよな！　俺はＰＫが好きだぜ！　強いプレイヤーと戦うのは、興奮するよな！」

「貴様は、ぐっ……」

「フ、フレイン!?」

　青年ＰＫの背後から斬り付けたのは、ギルド【獄ごく炎えん隊たい】のギルマスであり最さい凶きようのＰＫと言われるフレインだった。彼は細さい剣けんを、倒れた青年プレイヤーの背中に捩ねじるように突つき立て背中を足で踏みつける。

　倒れた青年ＰＫの仲間たちは、フレインが青年ＰＫに近づき過ぎているために、手出しすることができなかった。

「俺もＰＫは好きなんだよ。強敵と戦い、自由気ままに振る舞う！　強いやつらや目め障ざわりなやつらをキルしていきたい訳だ。でもな。あんまり無節操にやり過ぎると面めん倒どうなことになる。だから、俺は、俺たちはルールを決めた。──ＰＫの俺ルールだ」

　突き立てた細剣を引き抜くと同時に踏みつけていた足を退どけて、青年ＰＫの腹を蹴けり上げて、その体を浮き上がらせる。

「一つ、真っ当なプレイヤーには、正面切って同意を得てからＰＫをする。二つ、やる覚かく悟ごがあるならやられる覚悟もあるはずだ。迷めい惑わくプレイヤーは美お味いしくいただく」

　蹴り上げた青年ＰＫを、対人限定で発揮される強力な膂りよ力りよくのまま蹴り飛ばし、洞窟の壁に叩たたき付ける。蹴られた衝しよう撃げきと壁にぶつかる地形ダメージを受けて、青年ＰＫは崩くずれるように倒れる。

　そして、フレインが洞窟の壁の各所に空いた穴に向けて合図を出すと共に、この場で待ち伏ぶせしていたＰＫたちの背後から【獄炎隊】のＰＫたちが現れ、一いつ瞬しゆんにしてこの場がＰＫ同士の戦場に変わる。

　突とつ如じよとして始まるＰＫ同士の戦せん闘とうに、事態の流れに置き去りにされていた俺は数秒の間呆ほうけていたが、リゥイに服の端はしを引っ張られて我に返った。

　これは、逃げ出すチャンスだと判断し、一直線に近くの穴へと走り出す。

「おい、待て！」

「おいおい、俺たちの前で余よ所そ見みとはいい度胸だな。──《殺さつ刃じん》！」

「ぐあっ!?」

　俺の逃とう走そうを妨ぼう害がいしようと目の前に飛び出してきた青年側のＰＫが、背後から一人の男性プレイヤーによって斬り裂さかれる。

「フレインだけじゃなくて、トビアも！」

「よぉ、久しぶり。元気にしてるか！」

　ギルド【獄炎隊】のサブマスターであるトビアも姿を現す。

　以前、夜の森の中でＰＫされかけたトビアに今度は助けられるとは思わなかった。

　過去の苦い出会いを思い出し素す直なおにお礼を口にできずに、その場で足を止めると、洞どう窟くつの広場に黄色い光が生まれる。

　光の発生源は、フレインに蹴り飛ばされたリーダーの青年ＰＫの手元だ。

　何らかのアイテムを使用したようで、その黄色い光が広い洞窟の天てん井じようへと上じよう昇しようしていき──

「あはははっ！　馬鹿が！　ＰＫなんてされねぇよ！　いくら対人特化したＰＫ集団【獄炎隊】でも、レイドボスなんか相手にできねぇだろ！」

「あいつ、自じ滅めつ覚悟でクエストボスを召しよう喚かんしやがったか！　来るぞ、フレイン！」

　トビアが、黄色い光の伸びた天井を警けい戒かいしながら、フレインへと声を掛かける。

　フレインは、近くの青年側ＰＫを一人斬り捨てたところで、楽しそうに口元を歪めて天井を見上げる。

「いいなぁ！　ＰＫだけじゃなくて、クエストボスまで相手かぁ！　二つも美味しい餌えさが飛び込んできやがるとはな！　野や郎ろうども！　俺たちを見下ろして来る目め障ざわりな蜥蜴とかげモドキに獲え物ものを掠かすめ取られねぇようにしっかりと喰くらえ！　そして、その蜥蜴モドキも引き摺ずり下ろすぞ！」

　クエストボスと聞いて、ここのクエストは複数パーティー推すい奨しようのレイドボスであることを思い出し、俺は表情が引き攣つる。

　そして、見上げた先には、蝙こう蝠もりのような鉤かぎ爪つめと爬は虫ちゆう類るいの胴どう体たいを持つ生物が、その爪で壁かべに張り付き、こちらを見下ろしていた。

「──ワイバーン。それも、クエストボスの亜あ種しゆ」

【空の目】のセンスで遠目から見た【飛竜山脈】に出現する通常のワイバーンとはまるで違ちがう、レイド級のクエストボスのワイバーン。

　大きさは、通常のワイバーンより一回り以上大きく、爪や牙きばはより鋭するどく、体色も灰はい褐かつ色しよくをしている。更に、瞳ひとみが血走っており、口の端はしから強い酸のような唾だ液えきを滴したたらせている姿から、獰どう猛もうな様子も見て取れる。

「って、吞のん気きに見ている場合か。早く逃げ──のわぁぁっ！」

　俺は急いで近くの穴へと逃げ込むが、そんな俺を追うように、背後からワイバーン亜種の炎ほのおのブレスが放たれた。

「ヤバイ、ヤバイ！　リゥイ、ザクロ！　そこの脇わき道みちへ！」

　逃げ込んだ洞窟を焼き尽つくすように迫せまって来る炎のブレスから逃のがれ、目の前の脇道へとリゥイとザクロと共に跳とび込むと同時に、リゥイが簡易的な防ぼう壁へきとしての水みず盾たてを作り出す。

　瞬間的に作られた水盾が、なんとか炎のブレスを阻はばんだが、あれだけの火力に対する水盾を長時間維い持じすることはできない。

「──【クレイシールド】！」

　俺は、インベントリから取り出した大量のマジックジェムを一いつ斉せいに起動して、大量の土つち壁かべで入り口方向を一時的に封ふう鎖さする。

　僅わずかに空いた隙すき間まからブレスの炎が噴ふき出し、土壁が軋きしむのが見えて、冷ひや汗あせを搔かく。

　俺は、このままここにいては危ないと思い、土壁からなるべく距きよ離りを取るように脇道の奥へと進む。

　十数秒後、土壁の隙間から噴き出していた炎が消え、土壁の向こう側で響ひびいていた轟ごう音おんが止やみ、静せい寂じやくが訪おとずれる。

「……終わったのか」

　一気に脱だつ力りよくして、洞窟の壁に背中を預けて、座り込む。

　跳び込んだ脇道は、幸い先に続いているために、ブレスの炎が駆かけ抜ける可能性のある道に戻もどらなくて済むが、それでも自分の居場所も出口も分からずにただ闇やみ雲くもに歩く不安はある。

「はぁ、進むしかないか。って、リゥイとザクロ、どうした？」

　俺の側そばに寄り添そっていたリゥイとザクロは、さっさと脇道の奥へと歩き出した。

　俺が重い腰こしを上げて立ち上がりついていくと、大きな石をリゥイが頭で退かそうとし、ザクロが岩の隙間を前まえ脚あしで掘ほって手伝っている。

「ここに何かあるのか？　俺に任せろ。《付加エンチヤント》──アタック」

　リゥイとザクロを退かせて、大きな石の前に立つ。そして、重そうな石を、攻こう撃げき上昇のエンチャントを施ほどこして持ち上げる。

「せーの──って、軽っ!?」

　想像していたより軽い石を勢いよく持ち上げた結果、自らひっくり返って尻しり餅もちをつき、足元にその石を落として割ってしまう。

「あたたっ、ヤバっ、石を割っちゃったって……ひっ!?　気持ち悪っ！」

　俺が足元で割れた石へと目を向けて拾い上げようとした時、割れた石の中から染しみ出した赤い粘ねば々ねばしたものに触ふれて、咄とつ嗟さに指を引く。

　そして、【看破】のセンスが反応する情報から、それが探し求めていた【紅粘菌】だと理解した。

　触さわりたくないけど、手に入れるためにはしっかり触れないといけない。逃にげるように割れた石から這はい出す赤い物体が地面の隙間に入り込む前に、人差し指で触れる。

「あっ、ゲットできた」

　インベントリに納めることができたクエストアイテムの一覧で【紅粘菌】を確かめると、瓶びん詰づめになった赤い物体のアイコンがあり、実際に取り出してみると、何な故ぜか瓶詰状態の【紅粘菌】を手に入れていた。

　この瓶はどこから出現したのか、瓶詰の手間はどうした、と考えても仕方のないことで、ファンタジーだなぁ、と俺は少し遠い目をする。

「全く、なんでこんなタイミングで見つかるんだよ」

　できれば、青年ＰＫたちに遭そう遇ぐうする前に【紅粘菌】を見つけることができてたら、面倒事に巻き込まれなかったのに、と溜ため息いきを吐はき出す。

「でも、受注したクエストを諦あきらめる訳にはいかないよな。あのお婆ばあさんが待ってるんだ、負けてたまるか」

　一度、自分の頰ほおを強めに叩き、先に続いている洞窟を見つめる。

　とっととこの先へと進み、出口を目指さなければ。

　時折、遠方で反はん響きようする剣けん戟げきの音を、リゥイとザクロが俺より先に察知して、それを迂う回かいする道を探して進む。

　それ以外は、洞窟の左の壁伝いに進んでいく。勘かんで進むよりも確実性で出口を求める。

　途と中ちゆう、洞窟内に出現する敵ＭＯＢとの遭遇があったが、不意打ちで有利に倒したり隠かくれてやり過ごすなどして、少しずつ進んでいく。

　時間は刻々と過ぎ、俺たちはただ出口を目指して進んでいく。

　そして──




　　　　●




　内部で分ぶん岐きを繰くり返す洞窟を歩き回り、元の洞窟の入り口に戻って来る。

　少し小高い場所から見下ろす景色と西側で沈しずみ始める太陽の光は、今まで閉へい鎖さ的な洞窟内部を長時間歩き続けたために、その開放感にただ呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「……俺たち、やっと出れたんだ」

　小さく呟つぶやき溜息を吐くと、今まで隣となりでずっと一いつ緒しよに歩いていたリゥイが首を俺の手の下に潜もぐり込ませたので、無意識に撫なでる。そして、リゥイの背中に乗っていたザクロは、俺の肩かたまで駆け上がり、そこに留とどまると、ひたすらに俺の頰を舐なめてくる。

「な、なんだよ、ザクロ。やめろよ、やめろって」

　俺の頰を舐め続けるザクロを止めるために両手で抱だき上げると、元気出た？　と言いたげなザクロを肩から下ろして胸に抱き、可愛かわいいな、と思ってしまう。

　その瞬間──視界がガクンと一気に下がる。

「あれ？　俺は、なんで座ってるんだ？　なに、脱力してんだよ。俺」

　左手を顔に当てて、再度大きな溜息を吐き出すが、どうしても足に力が入らない。

　ＰＫの集団に襲おそわれ、そことギルド【獄炎隊】のＰＫ同士の乱戦を目まの当たりにした挙句、呼び出されたレイドボスの一いち撃げきから辛からくも逃げ出して、長い時間【飛竜山脈】内部の洞窟を彷徨さまよったのだ。

　洞窟から脱出できたことで安心したのか、今まで張っていた緊きん張ちようの糸が切れてしまったらしい。

　クエストアイテムの【紅粘菌】を薬屋のお婆さんに届けるために歩き出さなきゃいけないのに、腰が抜ぬけて動けない。

「──ちゃんと洞窟から抜け出したみてぇだな」

　その時、背後から声を掛けられて反射的に振ふり返る。そこには、洞窟の上に出っ張る岩場に座り、フレインがこちらを見下ろしていた。

「……フレイン」

「一人で逃げ出して長い時間出てこねぇから死に戻りしたのかもしれねぇ、と思ってたけど、随ずい分ぶんしぶといな」

　よっ、と軽い声と共に、洞窟の上から飛び降りて俺の近くに着地するフレイン。

「まさか、やつがあそこでレイドボスを呼び出すとはな。とはいえ、結果的には、あっちのＰＫどもがレイドボスにやられる前に全すべて狩かれたし、そのレイドボスも最後に俺が美お味いしく狩らせていただいたがな。それなりに満足したぜ」

「フレイン。なんで、あの場所にいたんだ。絶対に偶ぐう然ぜんじゃないだろ」

　睨にらみつける俺と俺を庇かばうように前に立つリゥイを見て、フレインは、喉のどを鳴らして笑う。

「あいつらがＰＫする理由──自分で言ってただろ？　金を置いていけ、ってな」

「……どういうことなんだ？」

　訝いぶかしげな表情を作る俺に対して、フレインは、楽しそうにネタバレを始める。

「第一の町には今、賭と博ばくカジノってのがありやがる。そこで勝てば、クエストチップが大量に手に入る。そのカジノ資金を集めるためにＰＫしてたんだよ」

「俺は……そんなことで狙ねらわれたのか」

　素す敵てきな笑え顔がおでネタバレするフレインだが、事実を聞いた俺は愕がく然ぜんとして両手を地面につける。

「やつらは一いつ般ぱんプレイヤーを無差別に襲うＰＫだったからな。俺たちが円えん滑かつなＰＫ稼か業ぎようを続けるために徹てつ底てい的てきに狩らせて貰もらったぜ」

　賞金首システムに加入していないＰＫを目の当たりにしたフレインの狂きよう犬けんとしての本質はやっぱり変わっていないように感じる。

「洞どう窟くつ内に散らばったＰＫどもに気付かれずにまとめて倒たおす方法を思案してたら、お前が洞窟内に入り込んで勝手に誘ゆう導どうされてくれたお蔭かげで一いち網もう打だ尽じんにできたことは感謝するぜ」

「そんなことで感謝されたくないんだけど……」

　俺は、一度肩を落としてからフレインを見上げる。

「おーい、フレインさん！　そろそろ撤てつ収しゆうしますよ！」

「トビアが呼んでやがるな。俺は次の獲物を探しに行く。お前はこれからもあちこち歩き回って色んなやつを引っ掛かけて来いよ！　俺たちが全部、喰くらってやるからな」

　内心俺は、トラブルを呼び寄せたくねぇよ！　と抗こう議ぎしたかったが、鼻で笑われるのが目に見えていたので、フレインとトビアたち【獄炎隊】のメンバーが去るのを座ったまま見送った。

　洞窟からの脱出に余計な時間を食ってしまい、もう日が傾かたむき始めている。

　俺は、やっと立ち上がることができると、そのまま【飛ひ竜りゆう山脈】を下りて、第一の町を目指す。

　だが、速度上じよう昇しようのエンチャントで走る俺よりも太陽が沈む方が速く、山を下りたところにある廃はい村そんの枯かれた噴ふん水すいの前で、俺は立ち止まってしまう。

「ははっ、あはは……。結局、クエスト未達成かぁ。残念だな」

　赤みがかった空を見上げて、ゲームだけど、結構本気で取り組んでいたから少しだけ悔くやしい気持ちになる。

「薬屋のお婆さんに期待させちゃったかな？　ってＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターがそんなこと思うはずないよな」

　呟く言葉に、自じ嘲ちよう的な笑いが零こぼれる。

　タクのようにスマートに行動できない。ミュウのように格好良く戦えない。セイ姉ぇのように要領よく動けない。

　俺ができるのは、泥どろ臭くさくて格好悪くて、でも諦めないことだった。

　そうすれば、運良く勝機が巡めぐって来たり、色んな知り合いたちが手を差し伸のべてくれたりする。

　だけど、今回だけは──

「はぁ、諦めたくないけど、やっぱり今回は駄だ目めだよな」

　今からどんなに速く走っても間に合わない。

「全く、笑っちゃうよ。こんな情けない姿してたら、そりゃ【保母さん】なんて間抜けな呼び方をされちゃうよな」

　自嘲気味にそう呟きながら、山向こうに沈みかける太陽を眺ながめるため、俺は噴水の縁ふちに座り込む。

　折角、途中まで順調だったのに、あんなＰＫ集団に目を付けられたために無む駄だな時間を消費してしまった。それに、洞窟を抜けた直後に脱力して座り込むなんて、時間の無駄遣づかいだった。

　ここに来て、俺は諦めていた。

「はぁ、自分が情けない。あっ……」

　そう呟いた瞬しゆん間かん、抱かかえていたザクロが俺の腕うでから逃げ──俺の頭に水が浴びせられる。

　何事かと顔を上げると、目の前に鼻息荒あらくこちらに頭ず突つきをして来るリゥイがいる。

「な、なにを……」

　何な故ぜこんなことをするのか尋たずねようとすると、問答無用でもう一度、リゥイが水球を頭上から降らせてくる。

「ちょ、ちょっと待て！　怒おこってるのか!?　なんで!?」

　更さらにもう一発、水球をぶつけてくる。

　泥どろに塗まみれ、湖に潜もぐり、最後にはリゥイによってずぶ濡ぬれにされる一日だ。

　そう思いながら、水で濡れて垂れ下がる髪かみを搔かき上げてリゥイを見つめれば、その姿に変化が生まれる。

　体から強い光を放ち、目も開けられない程ほどに眩まぶしい。

　その光の中で辛かろうじて見える輪りん郭かくが徐じよ々じよに変化していき、光が収まった時、そこには立派な角を生やした成せい獣じゆうリゥイがいた。





　──【幼獣】状態の使し役えきＭＯＢが【成獣】状態へと移行します。これにより【幼獣】状態での能力制限が解除されます。

　──幼獣育成によりＥＸエクストラスキル【幼獣化】と【成獣化】を取得しました。成獣を幼獣化させると、召しよう喚かんコストを削さく減げんする代わりに、能力制限が発生します。






　一度に二つのインフォメーションを受け取り、成獣化したリゥイを見上げる。

　立派な一角獣ユニコーンへと成長したリゥイは、幼獣の時と同じように俺の顔に首筋を擦こすり付ける。

　いきなりの変化で驚おどろいたザクロは、ずぶ濡れの俺の胸むな元もとに飛び込んでくる。

「はははっ……。このタイミングで成長したのかよ。なんて漫まん画が的な展開だよ」

　そして、成獣となったリゥイは、お互たがいの高さを合わせると共に、首の動きだけで自分の背中を指し示す。

「乗れ、ってことか。リゥイが全力で走れば間に合うのか？　薬屋のお婆ばあさんに素材を届けることはもう諦あきらめたのに、もう一度やらせるなんてスパルタだぞ」

　とは言いつつも、俺はザクロを抱え直してリゥイの背中に跨またがる。

　鞍くらも鐙あぶみもない。そもそも乗馬の経験もない俺は、テレビなどで観みた記き憶おくを頼たよりにリゥイに乗る。

　リゥイの首にしがみ付き、足でリゥイの胴どう体たいを挟はさみ込む。

　成獣になっても変わらない鬣たてがみの滑なめらかさを感じていると、リゥイが後ろ脚あしで立ち上がり、一気に視界が高くなる。

「これは、ちょっと怖こわいな」

　その呟きを合図に、リゥイが走り出した。

　いきなり体が後ろに引かれ、乗馬というよりジェットコースターの急発進のような風圧を覚える。急に走り出したために、慌あわててリゥイの首に強く抱き付き、振り落とされないようにその胴体を強く足で挟む。

　周囲の光景を見ている余よ裕ゆうはないが、すぐに廃村の入り口を抜けて【ホリア洞窟】へと差し掛かる。

「うわぁぁぁぁっ！」

　スケルトンやスペクターなどのアンデッド系のＭＯＢが出現する洞窟へと、スピードを緩ゆるめずに突とつ入にゆうする。

　ロデオマシンとジェットコースターの複合のような状じよう況きように加えて、更にホラー要素の背景も加わり、俺は情けない悲鳴を上げるしかなかった。

「そこを通るの!?　最短だけど、お化けがいる！」

　真横を向いた俺と一いつ瞬しゆん目を合わせてから後ろに消えていくスペクターや、こちらを捕つかまえようと次々と腕を伸ばしては、弾はじかれるスケルトンたちに、俺の悲鳴が止やまない。

「リゥイ！　ストップ！　ストップ！　そこに突つっ込むな！」

　待ち構えるスペクターたちが集団で立ち塞ふさがる。

　実態を持たないスペクターを回かい避ひする方法がないリゥイは、そのまま更に加速を続け、スペクターたちに向かって──【浄化】を放つ。

「……リゥイ？」

　清らかな光と共に、眼前に立ち塞がるスペクターの壁かべは、風に吹ふかれるように姿を崩くずして光の粒りゆう子しへと変わり、道を開けた。

　成獣化したリゥイは、所持する能力が格段に成長しているようで、得意げな雰ふん囲い気きのまま走り続ける。

　続いて行く手に立ち塞がるスケルトンたちも弾き飛ばし、それが別のスケルトンにぶつかって巻き込むように倒れる姿は、まるでボーリングのピンのようだった。

　そして、突入する時以上の速さで【ホリア洞窟】を駆かけ抜ぬけたリゥイは、そのまま洞窟の外へと大きく跳とび出す。

「はぁ!?　──っ！」

　大きな跳ちよう躍やくによる一瞬の浮ふ遊ゆう感かん。

　俺は、着地の衝しよう撃げきを、リゥイにしがみ付いて耐たえる。

　そのまま街かい道どうを走り、第二の町を掠かすめるように通り過ぎ、第一の町へと向かう。

　大分リゥイに跨ることに慣れ始めた俺が、顔を上げて太陽の位置を確かく認にんすると、日は町並みの向こうに落ちかけていた。

「このままじゃクエストに間に合わない。これ以上、心臓に悪い思いはしたくないけど、最後に勝つぞ！　《付加エンチヤント》──スピード！」
















　リゥイを対象とした速度上昇のエンチャントにより更に速度が上がり、耳元を過ぎる風がゴーゴーと煩うるさく感じる。

　ブレードリザードの脇わきを抜け、ビッグボアの巨きよ体たいを跳び越こえ、草原に辿たどり着けば、スライムや草そう食しよく獣じゆうなどの雑ざ魚こＭＯＢを蹴け散ちらして疾しつ走そうする。

　第一の町へと駆け込む直前、俺たちの体を霞かすみが包み込む。

　このままだと人に当たる、と思っていたが、猛もうスピードのリゥイを気に留めるプレイヤーすらいなかった。

　誰だれも、リゥイやそれに乗る俺やザクロが見えないように……いや、実際には、何らかのスキルを使ったのか、幽ゆう霊れいにでもなったように次々に人をすり抜けて走り去る。

　これは、今まで制限されていたリゥイの幻げん術じゆつの能力の本来の姿なのか、と思いながら、通行人をないもののように突破し、遂ついに薬屋の前まで辿り着く。

　そこでしがみ付く力が尽つきた俺は、ずり落ちるようにリゥイから下りる。

「リゥイ。ありがとう」

　初めての乗馬に、震ふるえる足で立ち上がりリゥイの首筋を撫なでようとしたが逃にげられて、逆にその立派な一本角で頭突きをされそうになった。

　まるで、こっちはいいから早く行け、とでも言いたげな様子に、素す直なおに薬屋に駆け込む。

「……素材を全部、揃そろえたぞ」

　よたよたと歩きながらも、薬屋の老ろう婆ばの前に突き出すようにクエストアイテムを差し出す。

「ふん。時間ギリギリだね。だが、ちょっとは骨があるみたいだねぇ。なら、早さつ速そくこの材料であたしの病気の特効薬でも作って貰もらおうかね」

　俺は薬屋のお婆さんの震える手に引かれて、よろよろと奥の工こう房ぼうへと引き入れられた。

　そして、俺の横にお婆さんが立ち、三種類の素材の処理の方法を口頭で伝えるのを聞きつつ、俺が薬を作っていく。

　素材集めは大変だったが、薬作りは、それと比べると幾いく分ぶんか楽ではある。

　細かな処理方法や混ぜ方は、俺がやってきた【調合】や料理の仕方に近く、順調に作ることができた。

　そして、最後に、完成した薬を薬屋のお婆さんの目の前に置く。

「初めてにしては、いい出来だね。使わせて貰うよ」

　まだ、ほんのりと温かいドロッとした液体の薬を、飲み辛づらそうにしながらも喉のどに流し込むお婆さん。

　そして、目を瞑つぶり、何かを待つようにして沈ちん黙もくする。

　すると、今まで微かすかに震えていた手先や肩かたの揺ゆれが徐々に収まる。

「薬は効いたみたいだね。あんたのお蔭かげで薬くす師しとしてまだまだ現げん役えきでいられるよ」

　ニヤリと、皺しわのある顔で、優やさしいというより挑ちよう発はつ的な感じの笑えみを作るお婆さん。

　そして、お婆さんの言葉が続く。

「あんたには、あたしの薬師としての知識を伝授してやるからいつでも来な。それからあたしのことは、オババって呼びな。親しい人はみんなその呼び方だよ」

　その言葉と共に、薬屋の老婆、もとい、オババが奥の調合部屋から出て、店のカウンターの椅い子すに腰こしかけると、クエストクリアになる。





──クエスト【薬屋の病気の治ち療りよう】をクリアしました。






　クリア報ほう酬しゆうは、クエストチップ４枚に５万Ｇとやや高めだが、正直、今回 ＰＫたちに襲おそわれかけたことで、非常に割の合わないクエストのように感じた。

　だが、それは言わずに薬屋を出ると──

「……リゥイ」

　薬屋の前で待たせていたリゥイと、その背中に乗ったまま下りられなくなっているザクロを見て、やっと余裕のある微笑ほほえみを浮うかべることができた。

「ありがとう。お前のお蔭でクエストがクリアできて、薬屋のお婆さんの病気を治すことができたよ。本当にありがとう」

　俺がリゥイの首筋を撫でれば、気持ち良さそうに目を細める。

　このまま薬屋のお婆さんから新たな調合レシピを教えて貰う連鎖チエーンクエストが発生しているが、今は【アトリエール】に帰って、リゥイやザクロとまったりと過ごしたい。







　　　終章　クエストチップとクエスト消化率







　薬屋のオババの病気を治した後、気力を補ほ充じゆうするため、俺は次の日【アトリエール】でダラダラと過ごしていた。

　俺は今、寒さ対策のカーペットを敷しいた石いし畳だたみの上で、リゥイに膝ひざ枕まくらをしている。

　成せい獣じゆう化したリゥイの大きな体では、【アトリエール】の小さい店てん舗ぽには入れないので、新しく取得したＥＸエクストラスキル【幼獣化】を使って以前の姿に戻もどしてやると、存分に甘えてくる。

　ザクロも足元が寒くないカーペットが気に入ったのか、湯たんぽ代わりの合成ＭＯＢのヒートジェルを抱かかえて、機き嫌げんが良さそうに二本の尻尾しつぽを振ふっている。

「リゥイが成獣化したんだよなぁ。ってことはそれに合わせて色々と装備とか用意しないといけないし、マギさんたちにも伝えなきゃいけないよなぁ」

　俺は、そう呟つぶやきながら、膝枕しているリゥイの鬣たてがみにブラシを掛かける。

　病気を治療した薬屋のオババから新たな調合レシピを教えて貰うというクエストも残っている。

　だけど、今だけはまったりと──

「お姉ちゃん！　リゥイが成獣になったってホント!?」

　──は、できそうになかった。

【アトリエール】のドアを力ちから一いつ杯ぱい開けたミュウは、店内に冷気が入り込むのも構わずに、ドアを開けっ放しで入って来る。

「ミュウ。寒いからドア閉めろよ」

　あと、静かに入って来い。と文句を言おうとしたが、ミュウの後ろから別の人ひと影かげが姿を現す。

「ミュウちゃん、先走り過ぎよ。はぁはぁ、お姉さん疲つかれちゃった」

「マギさんまで一いつ緒しよに来るなんて、珍めずらしい組み合わせだな」

　ミュウの後から【アトリエール】へと駆け込み、ドアを閉めるのは、マギさんだ。

「ああっ！　ユンお姉ちゃんも冬服に替かわってる！　今までより露ろ出しゆつ度ど控ひかえめだけど、これはこれで可愛かわいい！」

　初めて見せる俺の冬服装備姿に、ミュウが驚おどろきの声を上げるが、妹に可愛いと言われ、俺は少しだけショックを受ける。

「そうだ、ユンお姉ちゃんが可愛くて忘れるところだった！　リゥイだよ！　リゥイ！　成獣化した姿を見せて！」

　そう言ってリゥイの顔の前に回り込むミュウだが、すぐに、ぷぃと顔を背そむけられ、俺とマギさんが苦笑いを浮かべる。

「まぁまぁ、あんまり無理矢理にやらせちゃ駄だ目めよ」

「ううっ、でも見たいんだもん」

　そうマギさんに窘たしなめられつつリゥイからさりげなく引き離はなされるミュウ。目でマギさんにお礼をすると、小さな苦く笑しようで返された。

「っていうか、その情報ってどこから聞いたんだよ。リゥイが成獣化したのって昨日だぞ？」

「目もく撃げき者がいたんだよ！　昨日、平原を疾走する大きな白馬が突とつ然ぜん消えて、次に町中に現れて！　その側そばにユンお姉ちゃんがいれば、自然と分かるよ！」

　ああ、成獣化したリゥイの幻術は、他人にはそんな風に見えたんだ。突然、姿を消して、再び出現すれば、そりゃ目立つわ、と思っていると、リゥイが俺の膝の上から退どき幻術で姿を隠かくす。

「まぁ、ミュウもマギさんも折角来てくれたんだから、お茶とケーキくらいは振る舞まうよ」

「やったぁ！　ケーキだ！　ケーキ！」

「そうね。それじゃあ、そのついでに情報交こう換かんもしましょうか」

　俺は、前にミュウがケーキ屋の前で悩なやんで諦あきらめたイチゴのケーキとフルーツロールケーキの二つを取り出し、切り分ける。

「わぁ、二種類もある！　それにこれって！」

「ミュウが注文を諦めたクリスマスケーキ。まぁ本職には及およばないけど、一応な」

「嬉うれしい！　それじゃあ、両方とも食べる！」

　俺が紅茶を淹いれると、ミュウは早速、二種類のケーキを食べ比べ始める。

「マギさんもどうぞ」

「私は、イチゴケーキだけ頂くね。その代わり、リクールにもケーキお願いね」

　マギさんの肩から降りた子こ狼おおかみのリクールは、ザクロと並んでケーキが出てくるのを期待して見上げている。

「分かりました。そっちも用意します」

　俺は、ザクロとリクール用のお皿も用意して、その後、自分のカップに紅茶を注ぎ、一息吐つく。

「さて、情報交換だけど、何から話そうか？」

　マギさんがそう切り出すが、何から話せばいいのか、と俺が思案していると、ミュウがケーキを紅茶で流し込み、元気よく答える。

「それぞれが手に入れたクエストチップの数と、それをどうやって手に入れたか教え合うとかは？　ちなみに、私は、41枚」

　三週間近く開かい催さいされる冬のイベントは、今、ちょうど一週間が経たったところだ。それなのに、もうそんなに集めているのか、と驚くと、ミュウは俺たちの様子を見てドヤ顔をしている。

「ミュウは、多いなぁ。俺は、25枚」

「おっ!?　ユンくん、意外と頑がん張ばってるじゃん。私は、知り合いのプレイヤーから防具の寒冷処理や納品系クエストを受けて20枚」

「じゃあ、【鍛か冶じ】系の生産クエストは受け終わったんですか？」

「そういうユンくんは、どうなの？」

「まだ【調合】系の生産クエストは、途と中ちゆうです。その前の、面めん倒どうな素材収集クエストをクリアした段階です」

「なら、早く先に進めた方がいいね。私は、色々な生産レシピをクエスト報酬で得たから」

　俺が【調合】センスで作れる素材の納品系クエストを完かん了りようさせたら発生した薬屋のオババのクエストに関して説明すると、楽しそうに笑うマギさん。

「へぇ、特定センスを持っていると発生するクエストもあるんだね。私は、殆ほとんどクエストボードにある単発クエストだけで、面倒なチェーンクエストや隠しクエストを受けてないんだよね」

「なら、俺の集めた情報はいります？　隠しクエストのヒントなんだけど、俺一人じゃあ、受けきれないから」

「ホント!?　ありがとう！」

「マギさんだけ、ズルい！　私にも教えて！」

「全く。仕方がないなぁ。生産系だからミュウには関係ないぞ」

　ミュウが頰ほお張ばったケーキを飲み込んだところで、俺は隠しクエストのヒントをミュウにも教える。

　俺が受けたのは、お遣つかい系クエストが中心であるために、討とう伐ばつ系の隠しクエストなどはミュウたちに任せようと思う。

「そう言えば、さっきクエストボードを確かめに行ったら、現在のイベントクエスト消化率が掲けい示じされていたよ。　大体半分くらいが達成されてるみたい」

「ってことは、あと二週間でクエストの消化率をあげてくことになるのか」

「でも難しいんじゃない？　時間が進むにつれて、個人的にはクエスト消化率よりもクエストチップ集めを優先するんじゃない？　情報不足のクエストを受けるよりも、既すでに効率化されているクエスト受注が中心になりそう」

　マギさんがイベントへの懸け念ねんを口にするが、俺はそれほど心配していない。

　中には、検証マニアや、ミュウやタクのような廃はい人じん様たちがいるのだ。多少は、クエスト消化率が伸のび悩むかもしれないが、それでも残りの時間を掛けてゆっくりと伸びていくと俺は思っている。

　それに、まだまだ効率が悪いけど、簡単な雑務系の隠しクエストだって残っているはずだ。

　俺は、【調合】系の生産クエストを受けながら、それらのクエストを受けていくつもりだ。

　一応、目標としては、クエストチップ50枚くらいは達成したいと思いながら、冬のクエストイベントは、まだまだ続いていく。





─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断たち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロードシリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）




アクセサリー装備容量（２／10）

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）




所持ＳＰセンスポイント45

【魔ま弓きゆうＬｖ６】【空の目Ｌｖ14】【看破Ｌｖ24】【俊しゆん足そくＬｖ20】【魔道Ｌｖ18】【付ふ加か術じゆつＬｖ41】【調教Ｌｖ21】【地属性才能Ｌｖ29】【調薬師Ｌｖ３】【生産職の心得Ｌｖ３】

控ひかえ

【弓Ｌｖ50】【長弓Ｌｖ30】【錬れん金きんＬｖ44】【合成Ｌｖ44】【彫ちよう金きんＬｖ25】【料理人Ｌｖ15】

【泳ぎＬｖ15】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ７】【先制の心得Ｌｖ８】【急所の心得Ｌｖ８】




　クエスト途中結果

・冬のクエストイベントのクエスト消化率──52％

・ユンの所有クエストチップ数──25枚

・ユンのクエスト消化状じよう況きよう──【調合】系の生産クエスト進行中









　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、副担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。現在、ＯＳＯシリーズは、ドラゴンマガジンにて、外伝・白銀の女神ミユーズを、ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん様によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや、本編では描えがかれないミュウたちの可愛い姿やカッコイイ活躍を見ることができます。是ぜ非ひ、手に取って頂けたらと思います。




　今回の話題は、『映画』にしようかと思います。

　私自身は映画館に行くタイプの人間ではなく、父親が無む作さく為いに借りてくる映画のＢＤをご相しよう伴ばんさせて頂く人間です。そして、やはり多いのは、ハリウッドのパニック映画やアメコミ系のヒーロー物です。

　子どもの頃ころは、うわー、すげぇ、と言いながら見ていた映画ですが、最近では、演出はどうだろう、シーンのカットのタイミング、ＣＧ技術の使い方、分かりやすいフラグはどのセリフか、と考えてしまい、これは職業病なのかな、と一人遠い目をしております。

　そして、パニック映画に出てくる主人公の同どう僚りよう、もしくは、親友を見ると──『この人、絶対不ふ遇ぐうな目に遭あう』と直感します。そして、大体の映画では、その通り、モンスターに襲おそわれる、ちょっとしたミスで窮きゆう地ちに陥おちいる、主人公たちを逃にがすために致ち命めい傷しようを負うなど様々な展開で退場しますが、場合によっては、生せい還かんします。

　その場合に、『ああ、映画の数少ない良心的存在が生き残った』と癒いやしを感じるのは、ちょっと変わった映画の楽しみ方かもしれません。

　また気が向いたら新しい映画のＢＤでも借りて見たいと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。


二〇一六年　四月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：ファンタジア文庫が関わっているからこれもお仕事、と自分に言い訳しながら、ソシャゲーをプレイしております。基本、微課金のエンジョイ勢。美少女キャラを愛でてゲームを楽しんでおりますが、ジジイやオッサンも好きです。

雑談：多くの人のおかげで無事にラノベ作家となって三年目を迎えようとしております。読者の皆様には、大変感謝です。これからもＯＳＯシリーズをよろしくお願いします。


















口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス










Only Sense Online ９
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